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有明工業高等専門学校紀要 第 31号

電子情報工学科教育用電子計算機システムの現状と課題

瀬々浩俊・堤 豊・松野良信
く平成6年9月28日受理〉

The Present Status and Next Step of the Computer System for Education in the 
Department of Electronics and Information Engineering (E. I. E) 

The new engineering work station system was installed in our department in March 1994. 

We describe the former system and its proplems, the new system, its effects on classes and the 

next step of its applications. 

This paper focuses on introducing the facilities for education, and not on contents and methods 

of education. 

Hirotoshi Sese, Yutaka TSUTSUMI and Y oshinobu MATSUNO 

1. まえがき

電子情報工学科は平成元年に新設され，平成 6年 3

月に第 1回生を世に送り出した．その教育には電子計

算機のハードウエアとソフトウエアに中心が置かれ，

1年生からプログラミング教育が始まっている．平成

元年， 2年は学校全体で使用している電子計算機室の

計算機システム等でプログラミング教育をした．しか

し，将来的に電子計算機室がオーバーフローすること

が予測され，平成 3年 3月に学科棟が完成した時点で，

新学科棟内に教育用パソコンを設置し，当学科の学生

の教育に使用してきた．そして，学科新設5年目の平

成 5年度末に，教育用エンジニアリングワークステー

ション（以下教育用 EWSと略称）を導入し，専門教育

の高度化をめざした．

ここでは，新システム導入以前の状況と問題点，新

EWSシステムのねらい・構成・運用，導入効果と今後

の課題について述べる．教育内容，教育の方法等につ

いては深くは触れないで，主として設備上の問題に焦

点をあてている．

2. 新システム導入以前の状況と問題点

電子情報工学科の専門教育過程は開設時とは一部異

なるが現状では表 1に示すとおりである． この中で何

らかの形で授業に電子計算機を使用しているものには

計算機使用欄に●印を付けた．平成5年までと平成6

年度以降で欄を分けているが平成6年度以降の欄には

今後導入可能性のあるところにも〇印を付けた．なお，

5年度までのところで●印がついたものでも設備の制

約で部分的使用のものがあり， 6年度以降と内容が大

きく変わっているものがある．

プログラミング教育では 1年生でPascal,2年生で

C, 3年生でアセンブラを教育している．平成 3年度に

学校5日制に伴い部分的に見直しを行ったが大きくは

開設時と変わってはいない．教育用のコンピュータと

しては学科専用のパソコン (PC-9801RA,RS)が40数

台とプリンタが10台，ソフトウエアはMS-DOS,
Turbo-Pascal, Turbo-Cである．パソコンはハードデ

ィスク付きではなく，フロッピーベースのスタンドア

ロンで使用されている．利用としては， 1 -3年生の

プログラミング教育への利用がほとんどで，一部専門

教育にも使用されているがハード・ソフトの制約が多

く専門教育には部分的利用に終わっている．

パソコンば情報工学演習室に設置されており，また，

この部屋の入退室にはカードロックシステムが採用さ

れている．ウィークデイの定時内には，授業時以外は

学生が自由に使用出来るようドアは開放されている．

しかし，定時外ではカードロックシステムを作動させ

て， 3 -5年生の申請者にカードを発行し，カード所

有者のみ19時までは自由に使用を許可している. 1-

2年生については担当教官の判断で随時にカードを渡

し，使用後すぐに返却させるようにしている．特に相

談員は置いてなく，分らないことがあったら，在室の

教官のところに相談に行くといった形の運用形態であ

る．
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電子情報工学科教育用電子計算機システムの現状と課題

表 1 電子情報工学科専門教育課程

授 業 科 目 単位数
学年別配当 計算機使用

1年 2年 3年 4年 5年 5年度まで 6年度以降

応用数学 I 2 2 

工 応用数学II 2 2 

呂子 物理学 4 2 2 

基 製図 1 1 
礎 外書輪講 1 1 

情報処理基礎 2 2 ． ． 
電子情報工学演習 2 2 ． ． 
電気回路 4 2 2 

゜電気電子計測 2 2 
必

電磁気学 4 2 2 ノ‘

電子情報工学実験 12 3 3 3 3 ． ． 
l 電子物性 2 2 

半導体工学 2 2 

修
ド
光エレクトロニクス 1 1 

ウ
電子回路 4 2 2 

゜電子設計工学 2 2 ． 
工 論理回路 2 2 

゜計算機工学 4 2 2 ． 
科 ア 通信工学 I 1 1 

通信工学II 1 1 

情報理論 2 2 

制御工学 2 2 

゜プログラミ ング 4 2 2 ． ． 
目

算法概論 2 2 ． ． 
ソ
数値計算法 ． ． ウ 2 2 

卜 言語処理系 2 2 ． ． 
ウ システムプログラム 2 2 ． ． 
工
データベース 2 2 ． 

ア
情報論理学 2 2 

゜システム工学 1 1 

゜卒業研究 8 8 ． ． 
小計 84 4 7 15 30 28 

制御工学特論 1 1 

゜
虐『
人工知能 1 1 ． ． 
計算機工学特論 1 1 

゜情報処理特論 1 1 ． ． 
電子工学特論 1 1 

通信工学特論 1 1 

小計 6 6 

開設単位数 90 4 7 15 30 34 

修 得単位数 87 4 7 15 30 31 



有明工業高等専門学校紀要 第 31号 3
 

設備的な問題点

(1) ピーク負荷の問題

台数は 1学年分あるので授業には差し支えないが，

例えば，あるクラスでプログラミングの宿題を出すと

その提出締め切り前はそのクラスの学生で演習室が一

杯になり，他の学生が使えない．したがって，宿題提

出時期が重ならないよう教官同士が気をくばっている．

(2) ソフトウエア購入費の問題

プログラミング以外の授業にも使いたいがソフトウ

エアを購入する予算が少ない．例えばワープロソフト

である．同じ教えるならば，一般に良く普及している

ワープロソフトウエアが良い．しかし， 1-2台分は

買えても台数分揃えることは予算上困難である．専門

教科に使うソフトウエアはパソコンの能力不足（メモ

リー容量，ハードディクスの必要性）もあるがソフト

ウエアも高価で買えない状況にある．

(3) 機器の陳腐化の問題

すでに世の中のパソコンはウィンドウ時代に入った．

既設のパソコンは平成元年， 2年に購入されたもので

ある．現在あるパソコンでウィンドウを動かすように

するにはメモリーの増設，ハードディスクの追加，ウ

ィンドウのソフトウエアの追加が必要であるが，基本

的に本体の処理スピードの不足，CRTの大きさや解像

度が問題になって，追加投資は割りに合わない．

(4) ネットワーク通信の問題

コンピュータ通信，パソコン通信やインターネット

は情報処理関係者の世界では常識となって来た．現状

では学生用のネットワーク端末がないので教育できな

し).

3. 新 EWSシステム

新システム導入の基本目的はパソコンでは出来なか

ったソフトウエア，ハードウエアの高度教育にある．

今回の導入にあたって，前章の問題点を考慮し次の目

標をたてた．

(1) 学生の教育用として授業に必要な端末台数を確保

する．

ウィンドウが使える端末として授業に使えるだけの

端末台数を確保する．最低1台/2人，即ち20台を確

保する．

(2) 計算機資源を有効に利用する．特に既設のパソコ

ンを有効活用する．

既設のパソコンを総て WSの端末として利用でき

るようにする．ウィンドウは利用出来ないがキャラク

夕端末として，十分活用できる．

(3) ネットワークヘ接続する．

既設の LANに接続し，学生同士のメールはもとよ

り教官と学生のメールも出来るようにする．また，ニ

ュースシステムも運営する．但し，学生のメールが学

外に出ないようにする．また，こうすることで教官が

WSを教官室や研究室からも活用できるようになる．

(4) フリーソフトウエアを活用する．

フリーソフトウエアや教育機関に無償もしくは非常

に安く提供されるソフトウエアを最大限に活用する．

また， UNIXシステムにはそうしたフリーソフトウエ

アが多数存在するが機種によってはインストールが難

しいものもあり，インストールが容易な計算機を導入

する．

この目標は達成できた．以下に具体的に説明する．

システム構成

システム構成を図 1に示す.ws端末としては20台
と既設の 2台を使用し，サーバws1台とでデータレ
スシステムとした．演習室パソコンは全て WS端末に

接続した．応答が遅くならないように 1台の WS端末

にパソコンを 2-3台と分散して接続した．パソコン

の接続にはケーブルの輻較をさけるためタミナルサー

バ2台を使用した.(WSとパソコンの室は同一フロア

にあるが，廊下が間にあり小さな天井ダクトにケーブ

ルを通す必要があったためである．タミナルサーバを

2台に分けて接続したのは 1台のタミナルサーバが故

障しても半数のパソコン端末は使用できるようにする

ためである．）

パソコンは従来どおり 2階の情報工学演習室におい

たままとし，同ーフロアで別室のプログラミング室に

22台の WS端末をおいた．サーバWSはこれまた別室

の電子計算機室におき，一般学生が触れないようにし

た．特徴的なこととして， 1階にある 4年生， 5年生

の教室，多目的教室にlOBaseTの情報コンセントをも

うけた．授業，卒業研究発表会，文化祭などで端末を

持ち込めば計算機システムが使えるようするためであ

る．

機器の仕様については表2に示す．使用者にとって

知る必要のないトランシーバ，タミナルサーバ，プリ

ントサーバについては仕様説明を省略した．

ソフトウエア

現在実装しているソフトウエアを表 3に示す．ソフ

トウエアの基本OSはSunOS4.1.3で，ウィンドウは

Xwindow XllR5 (Openwindowは組み込んでいな

い）である．日本語エディタは Nemacs,漢字変換サ

ーバとして Wnn,清書ソフトウエアとして日本語

TeXを使用している．言語処理系のソフトウエアとし
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表2 ハー ドウェアてSunOS付属の c++,cc, yacc, lex, GNU 

のg++,gcc, bison, flexがある．また

FORTRANから Cへのコンバータf2c,

(1) クライアント WS (2) サーバWS

JCClassic 20台 JS10/M51 1台

CPU micro SPARC (50MHz) CPU super SPARC+ (50MHz) 

memory 16MB memory 64MB 

HD : 240MB HD : 1GB 

CRT 17inch color NFSAccelerator Prestoserve 

S-4LC ： 2台 CRT : 17inch color 

cpu : SIC007 (SPARC 20MHz) （外付周辺機器）

Pascalから Cへのコンバータp2cがある．

これらは UNIXシステムのソフトウエア

としては最も一般的なものである．メ ール，

ニュースシステムについては記入を省略し

ている．

memory : 8MB CD-ROM : DM-5082 1台

HD : (500MB) HD : ARB0S1225EX (I 2GB) 1台

CRT 15inch color l/4MT MTS-5150S L 1台

PRINTER: SP-2000 (A-4) 1台

変わったところではハードウエア記述言

語UDL/11.0がある．これは電子協で仕様

を取りまとめ，開発したハードウエア記述

言語である．

(3) 派習室プリンタ (4) プログラミング室プリンタ

LASER SHOT LBP-A404Gll(A-4) 2台 PC-LASER SP-!OPS(A-3) 1台

(5) 演習室パソコン (6) 油習室パソコンプリンタ

PC-9801RA 24台 PC-PRlOlE 10台

PC-9801RS 23台

また，パソコンから EWSを使用すると

きはフリ ーソフトウエアのタミナルエミュ

レータhtermを使用している．

表3

SunOS 4.1.3 

ソフトウエア

UDL/I 1.0 

X window X11R5 ーーその他―---

WSのソフトウエアについては今後必要

に応じて逐次インスト ールして行くことに

なる．

(Open windowは未実装）

Nemacs 

C ＋＋ 

g++ 

cc yacc lex 

gee bison flex 

wnn f2c p2c m4 

運

用

日本語TeX gs awk nawk jperl 

情報工学演習室のパソコンは UNIX端

末としてプログラミング教育に使用している．パソコ

ン単独でもフ ロッピーベースであれば使用できる．情

報工学演習室は従来どおりウィ ークデーの定時内はド

アを開放して，授業時以外は学生が自由に使用出来る

ようにしている．定時外では19時まではカードを持っ

た学生は自由に使用できる. 1-2年生も教官に申し

出て一時的にカードをもらい使用終了後返却すること

で使用出来る．

ws端末は同一フロアのプログラミング室に設置し
てあり，先生の指導下に主として専門教科の授業，卒

業研究等に使用している．学生の使用は自由であるが

担当教官の許可のもとに使用し，使用台帳に記録を残

すことにしている．

平成6年度の教育

今までパソコンしかなく 3-5年生も WSを使っ

たことがないので，平成 6年度は 1年生を除き全学生

への UNIX導入教育を行っている．即ち，プログラミ

ング教育では， 1年生の Pascalはパソコンで行うこ

ととし， 2年生から UNIXをつかった Cの教育を行

い，あとの学年はソフトウエアの専門科目の中でWS

を使うようにして全員のレベルアップをはかっている．

プログラミング教育に関しては，今年の UNIX導入の

結果をみてその内容を少し見直す予定にしている．

4. 導入効果と今後の課題

4. 1 導入効果

これは結果ではないが次のことは容易に予想される．

(1) 近年普及の著しい UNIXシステムで教育できる．

UNIX OS, Windowも体験させることができる．

(2) 言語教育も Cに関して c++,cc, また yacc,lexと

いった言語処理系を作るときのツールもあり，一貫し

た高度な教育まで行える．

(3) ワープロ機能が使える．したがって，レポート等

をワープロで清書して提出させることができる．また，

卒業研究などの報告書作成ではワープロが使えるパソ

コンが不足していたが一応解消される．

(4) 専門科目の教育にコンピュータが活用できるよう

になった.UDL/1はそのひとつである．システムプロ

グラム，言語処理系，数値計算法，データベースなど

のソフトウエア教育だけでなく，シミュレーション，

ハードウエア設計への活用も考えられる．

(5) 電子メ ール，電子ニュースなど最新の会話ツール

が使用出来る．これらの利用は技術の世界のみならず，

社会全体に普及しつつある．また，これが教官と学生

との間のコミュニケーションをもっとスムーズにする

可能性もある．

以上，電子計算機の実機による実習が増えることで

電子計算機に強い実践的な技術者の育成が容易となる．
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4. 2 今後の課題

(1) プログラミング教育上の問題として導入時教育が

パソ コンより少し難しくなる.wsはパソ コンより多
少操作が複雑なところもあり，ある程度 OSを教えて

からプログラミング教育にはいることになる．この点

はすでに述べたように，今年の経験を入れてプログラ

ミング教育の内容を見直す予定にしている．

(2) フリーソフトウエアの活用ではインストールの手

間がかかる以外に教材作成の問題がある．適当な教科

書がないので担当教官が準備する必要があるが止むを

得ない．

(3) CADなどの ソフ トウエアを利用しようとすると

現状でもメモリーが不足する．ハードディスクも追加

の必要がある．実験や卒業研究に使えるよう，例えば

4台の WSはCADがつかえる，他の 4台はマルチメ

ディアがあつかえる位の追加は出来るだけ早く行う予

定である．

(4) 新しいソフトウエアの導入時にかなりの時間と労

力が必要である．バージョンアップもある．これも金

銭的な解決策が難しいので努力するのみである．

(5) コンピュータ関係の機器は 5年経過すると陳腐化

して，最新バージョンのソフトウエアが使えなくなる．

次の更新時にはレンタル制で予算を取るようにしたい．

5. あとがき

今回の教育用 EWSシステムの導入で学科新設にか

かわる教育用の基本的な設備はほぽ整った．情報系学

科の場合， もう一つの問題として，情報系の専門教官

が不足し，その計算機の運用管理，専門教科への計算

機の活用が一部の教官に偏る傾向にある．また，技官，

特に情報系の技官も不足して学生への教育支援が必ず

しも十分に出来ない状況にある．これば情報系教官の

採用と新技官の養成で平成7年度にはかなり解消する

予定である．

ともあれ，学生が自由に使用できる計算機の台数が

増えたこと，これで最先端に近いシステムに触れる機

会が取れたことは重要である．教官も学生もこのシス

テムが陳腐化しないうちに最大限の活用をし，成果を

あげることを期待する．

謝 辞

本システム導入に配慮を頂いた校長をはじめ，設備

導入に関係した各位に感謝します．
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電子回路教育へのハードウエア記述言語の使用について

瀬々浩俊
く平成6年 9月28日受理〉

A Concrete Example to Use a Hardware Description 
Language for Education of Electronic Circuits. 

We have been trying to educate students a part of electronic circuits by use of a hardware 

description language. We describe the aim, contents, expected effects and next step of its use. 

Hirotoshi Sese 

1 . はじめに

電子回路の設計，特に論理回路の設計にハードウエ

ア記述言語を使用することが急速に普及しつつある．

これは論理合成技術が進歩して実用規模の論理回路が

計算機で設計出来るようになってきたからである．こ

うした技術を学校でも教育に加えようとすると，設備，

特に CADのソフトウエアの費用が問題となって来る．

幸いにも，今回教育用計算機設備が導入されたが，教

育用に安価に提供されるハードウエア記述言語のソフ

トウエアがあり，それを組み込むことができた．但し，

論理合成に関しては現在¢ テスト中であり，これは平

成 7年度には導入出来る予定である．

ハードウエア記述言語には米国で開発された ver-

ilog HDL, VHDLがあるがソフトウエアが高価で導

入が難しい．日本で開発された UDL/I,SFLは教育機

関に，安価な費用もしくは無償で提供されている．こ

れらはそれぞれ特徴があり，プログラミング言語同様

にそれぞれが使われることになろう．これらの比較に

ついては参考文献(1)を見て頂きたい．

ここでは UDL/I言語を使用したものを設計教育の

一部に使用して，学生の反応を知り，本格的に入れる

かを検討するものである．卒業研究では SFL言語を使

用しているが，ディスク容量の関係で教育用 EWSシ

ステムに組み込みが出来なかったのと教育用には

UDL/Iが面白いと考えたことにもよる．

ハードウエア記述言語使用のねらい，教育内容，効

果予想と今後の予定を述べる.UDL/I言語そのものに

ついては説明を省略している．

2 • ねらい

ハードウエア記述言語を使用する目的は人間の設計

能力の向上，設計製品の信頼性の向上，設計効率の向

上，などにある．これを教育に導入する場合に，ハー

ドウエア記述言語の習得を主目的にする場合と，電子

回路教育効果をあげるのを主目的にするのでは内容が

異なる．勿論，ハードウエア記述言語を使用するから

にはその習得も目的ではあるがここではどちらかと言

うと後者のねらいを重点に検討してみることにした．

計算機アーキテクチャの教育に使用している例はすで

にある．

今回はテストケースと言うことで取り敢えず，次の

目標で授業内容を検討した．

(1) ハードウエア記述言語のさわりを教える．

(2) 2時間 6回の授業とする．

(3) シミュレーション，論理合成までとする． 今回

はソフトウエア準備の関係で論理合成は省略する．

(4) 簡単なマイクロプロセッサを題材とする．

(5) 5年生の電子回路設計で試行してみる. 5年生

はすでに， 3年で論理回路， 4年で計算機工学の講義

を受けている．

今回はソフトウエアの準備の関係で論理合成を省略

しているので，学生にとってはイ ンパク トが少ないと

思えるがやむをえない．

アーキテクチャの教育であれば，各種のアーキテク

チャの例を加え，性能解析をやって問題点を探し，ァ

ーキテクチャの改良，パラメータの最適値の決定など

に結び付ける必要があるが，今回の目的外であるので

省略している．

3. 教育内容

最終的には簡単な16ビットのプロセッサを設計する

ことにした. 16ビットにしたのはアドレスを制限すれ

ば命令体系が簡単になるからである．このプロセッサ
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の構成を付図 1に，命令・データ・

アドレスの形式を付図 2に，命令

体系を付表 1に示す．プロセッサ

の構成方法にはもっと自由度があ

るが図 1の構成に制限した． この

命令体系は実際に産業界で使用さ

れていた電子計算機の機能の一部

を省略したものである．即ち，簡

表 1 授業計画

内容

(1) UDL/I言語と処理系の概要

(2) 組合せ回路、演算回路のプログラム

(3) レジスタ転送回路、順序回路のプログラム

(4) プロセッサの仕様とプログラムスケルトン

(5) プロセッサのプログラムとシミュレーション

略版ではメモリー容量を1024語に I (6) プロセッサのシミュレーションと論理合成

制限し，サブルーチン命令，割り

込み処理回路も省略した．構成についても簡明化のた には最新の設計技術への入門となる．

時間

2H 

2H 

2H 

2H 

2H 

2H 

めかなり変更を加えている．

授業計画を表 1に示し，以下簡単にその内容を説明

する．

(1) UDL/I言語と処理系の概要

UDL/I言語とその処理系を説明する．そして，簡単

な回路を例にしてそのプログラムとコンパイル，シミ

ュレーション手順を説明する．

(2) 組合せ回路，演算回路のプログラム

デコーダ，算術演算回路を例として，プログラムと

シミュレーションを説明する．

(3) レジスタ転送回路，順序回路のプログラム

レジスタ転送，順序回路を例にして，プログラムと

シミュレーションを説明する．

(4) プロセッサの仕様とプログラムスケルトン簡略版

16ビットプロセッサの仕様，命令体系，命令ステート

について説明する．そして，そのプログラムのスケル

トンを示し，プログラムをする上での問題点を説明す

る．

(5) プロセッサのプログラムと論理シミュレーション

16ビットプロセ ッサのプログラムとシミュレーショ

ンデータを作り，コンパイルと シミュレーションを繰

り返す．

(6) プロセッサの論理シミュレーションと（論理合成）

16ビットプロセ ッサのプログラムを完成させる．今

回は出来ないが論理合成を行い図面として印刷する．

また，時間があれば拡張版，即ちメモリ容量の拡大，

サブルーチン命令，割り込み処理回路の追加を説明す

る．

4. 効果予想と今後の予定

効果としては，学生に一通りのプロセッサ設計手順

を論理設計まで経験させることができる．現在の実用

プロセッサはもっと複雑，高度であるが，基本がマス

ター出来ることは重要である．プロセッサにはディジ

タルの基本回路が一通り含まれておりこれの理解の意

義は大きい．また，今後ハードウエアの設計に進む人

今後の予定としては，今回の結果を踏まえて内容を

再検討し，テキストを充実させたい.UDL/1バージョ

ン2がリリースされれば論理合成が可能になり，最初

からプログラム例の回路図が作成出来，教育効果はも

っと上がると考えられる．

また，現在卒業研究で使用している SFL言語と教育

効果を比較してみたい．このためには，教育用 EWSシ

ステムに PARTHENONシステムをインストールす

る必要がある．数台の教育用 ESWにメモリーを追加

し， PARTHENONを使用できるようにしたい．

5. あとがき

ハードウエア記述言語の教育は一部の高専，一部の

大学ではすでに行われている．テスト試行を早くやっ

て見たかったのであるが，電子計算機設備の関係で難

しかった．今回，実施できることになったのでここに

その具体的内容を報告した．本来は実施結果をふまえ

て報告すべきであるが， もともと定量的効果測定の難

しいものであるので早く報告した． これらは実施結果

をふまえて今後とも改善を加えてゆくものであり，興

味のある方々の意見を歓迎する．

なお UDL/1を教育に使用した例をまだ筆者は聞い

ていない．日本で開発された UDL/Iも論理合成プロ

グラムの f3テストを終えてバージョン 2が稼働すれ

ば，多くの人が使用して内容を評価することが必要で

あろう．そういう意味でもこの仕事は継続の必要性が

ある．

謝 辞

UDL/Iに関する情報提供を頂いた九州大学大学院
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付図 1 プロセッサの構成
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付図2 命令・データ・アドレスの形式
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付表 1 16ビットプロセッサ命令体系

種類 記号 コード 内 容 簡略版

転送 L 66 (NE)→ AC ． 
T 62 (AC)→ NE ． 

演算 AND 72 (AC)/¥ (NE)→ AC ． 
OR 70 (AC) V (NE)→ AC ． 
ADD 76 (AC)+ (NE)→ AC ． 
SUB 74 (AC)-(NE)→ AC ． 

ジャンプ JMP 06 (NE)→ SC ． 
JZ 16 if (AC) = 0, NE→ SC ． 
JNZ 14 if (AC)キ0,NE→ SC ． 
JP 12 if (AC) ;?; 0, NE→ SC ． 
JLZ 10 if (L) =O, NE→ SC ． 

特殊ジャ ンプ JSM 60 (SC) +1→ 1, 1→ MASK-FF, NE→ SC （注 1)

JR 02 0→ MASK-FF, NE→ SC （注 1)

ISZ 64 
(NE)+ 1→ NE, if (NE)=O, (SC)+2→ SC （注 1)

if (NE)キ0, (SC) +l→ SC 

HALT 04 NE→ SC, Stop ． 
シフト SR 30 (AC) NE桁右算術シフト ． 

ASL 32 (AC) NE桁左算術シフト ． 
CSR 34 (L) -(AC) NE桁右シフト ． 
CSL 36 (L) -(AC) NE桁左シフト ． 

リンク CLL 46 0→ L ． 
CML 44 ([)→ L ． 

入出力 IDS 22 制御パルス→ NE#信号線 •• 
IN 22 (NE#チャネル）→ AC ． 
OUT 22 (AC)→ NE#チャネル ． 

無効 NOP 00 (SC) +1→ SC ． 
（注 1)簡略版のプロセ ッサでは JSR,JR, ISZ命令を省略じた。
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本校における情報処理基礎教育について

山下 巌・河村豊賓
く平成6年9月30日受理〉

On the Education of Computer Literacy at our Shcool 

The purpose of this paper is to present a new idea for the education of computer Literacy. The 

idea is shown below. 

At our school, we begin to educate the computer literacy from the first grade in our school. 

The education of computer literacy includes practice on the typing, how to use the application 

software on word processor, spread sheet, and programming, etc. 

A teacher instructs at all 5 branches of learning in our school. 

I wao y AMAS HIT A and Toyomi KA  w AMURA 

1 . まえがき

本校では，平成5年度一部の学科で，平成 6年度に

は全学科の合意を得て，情報処理基礎教育の共通基礎

化をはかり，そのような授業を展開している．共通基

礎としての位置づけ上，どの学科にも属さない教官が

全学科を担当して，学科によって内容の多少のばらっ

きはあるもののコンピュータリテラシ教育の一元化の

工夫をして本年度から実施している．

そこで，そのような授業システムに至るまでに，本

校周辺小中学校の情報教育の内容や設備状況の調査，

近隣大学における情報処理教育のアンケート調査さら

に本校の本年度入学生の情報処理基礎に関する予備知

識調査等を行い，授業内容の決定をどのように勘案検

討していったかをまとめて本校の情報処理基礎教育に

ついての考え方を以下に述べて行く．

2節では，本校の各学科のカリキュラムにおける情

報処理教育関連の専門科目および各学科の情報処理教

育に対する目標を述べる．

3節では，小中学校での情報処理教育の内容および

設備に関するアンケート調査結果とその分析検討を行

なう．

4節では，近隣大学における情報処理教育の内容に

関するアンケート調査とその分析検討を行なう．

5節では，本校への本年度入学生への情報処理教育

への予備知識の習得度合の調査検討をする．

6節では，本校での情報処理基礎教育の共通基礎化

を実施する際の教官と教育内容決定までの審議過程を

述べる．

7節はあとがきである．

2. 各学科の情報処理基礎教育の科目および

単位数

まず，本校のカリキュラムの全体把握を示すために，

平成 6 年度入学生と平成 4• 5年度入学生に対して適

用されるカリキュラムを付表1.1から1.6と付表2.1か

ら2.6までに与える．

このカリキュラムは，情報処理の内容を整理して，

その基礎の部分と専門学科への応用の部分とを分けた

こと，工業化学科が物質工学科へ改組したことに伴な

う見直しによって変わったために二種類のカリキュラ

ムがしばらくは並行して動いて行く．そこで，情報処

理に関するところだけに注目して，各学科を詳細に見

て行くことにしよう．

機械工学科は，機械システムを制御するために，コ

ンピュータを組み込むための応用をめざしで情報処理

科目を充実させている．平成 4• 5年度入学生に対し

ては， 2年生で「プログラミ ング基礎」2単位， 4年

生， 5年生で「情報処理」それぞれ1単位ずつ開設さ

れていたものが，平成 6年度入学生からは， 1年生，

2年生で「情報処理基礎」として， 1単位ずつ開設す

ることになった. 4, 5年生の「情報処理」はそのま

ま残している．

電気工学科は，最近ば清報系の専門教科を積極的に

取り入れて，情報処理教育を推進している．平成4• 

5年度入学生に対しては，「情報処理」が 1年生， 2年

生， 3年生にそれぞれ2単位ずつさらに 4年生で 1単

位あり，総計7単位開講されている．それを，平成6
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年度入学生からは， 1年生2単位分を「情報処理基礎」

として，専門の情報処理を学んで行く橋渡しの教育を

行なう位置づけで変更がなされた．

電子情報工学科は，当然清報処理が専門教科として

重要な柱であり，情報処理教育はカリキュラムの根幹

をなしている．平成 4• 5年度入学生に対しては，「プ

ログラ ミング」が 1年生， 2年生， 3年生にそれぞれ

2単位ずつあり，総計6単位開講されている．それを，

平成 6年度入学生からは， 1年生2単位分を「情報処

理基礎」として，専門の情報処理を学んで行く前段の

基礎教育を行なうものとして変更がなされた．

工業化学科（平成 6年度入学生から物質工学科）は，

データ処理，文書作成あるいは簡単なプログラミング

技術を修得することに情報処理教育の目的をおいてい

る．平成4・5年度入学生に対しては，「情報処理」が

1年生で 2単位， 2年生で 1単位，さらに 5年生で 1

単位の総計4単位開講されている．平成6年度入学生

からは学科が改組されて物質工学科に変わったことを

機会にカリキュラムを抜本的に変更した．それに伴な

い， 1年生 2単位分を「情報処理基礎」としてコ ンピ

ュータの入門を学び， 2年生で 1単位， 3年生で 1単

位開講して専門分野での情報処理法に応用できるよう

な教育を行なっていく．

建築学科は，パッケージソフトを利用したデータ処

理術や文書作成，スプレッド シートなどを使用できる

技術修得が目標である．平成 4• 5年度入学生に対し

ては，「情報処理」が 1年生で2単位， 2年生で2単位

の総計4単位開講されている．それを，平成6年度入

学生からは， 1年生2単位分を「情報処理基礎」とし

てコンピュータ利用法を学び，専門分野でのコンピュ

ータを活用できるような能力を養っていく．

3 . 近隣小中学校の情報処理教育環境

平成5年度から，小中学校の教育課程の中に「情報

教育」に関する内容が導入された．そ こで，中学校卒

業生を受け入れる本校のような高等専門学校の「情報

処理教育」について，直接影響が及ぶことになったの

で，小学校および中学校の情報教育の内容や現状の設

備状況などの調査をアンケート形式によって，本校が

所在する近郊の都市，大牟田市と荒尾市の全小中学校

を対象に行った．

小学校36校，中学校16校に図 1のようなアンケート

をお願いして，小学校20校，中学校14校より，回答が

あり， 65%の回答率でおおかた，近郊の情報教育の現

状が把握できたものと思われる．分析してみると，設

備は一人に一台ずつのパソ コン操作の機会を与える状

況ではないが，二人に一台は与えられているようであ

学校長

様 平成5年6月I8日（金）

有明工業高等専門学校

電子計算復逗章長 山下 • 巌

私違、有明工菓高等専門学校では、ただ今、地域への本校の物的人的資蘊の遺元策とし

て、情粧処理9欠育についてのノウハウを提供する方策を撲索中であることと、本校の情柏
処理枚育を平成 5年度から導入されました小学校の情報関連の授業や中学校の「情礼基悦」
との授業内容と同期をとった内容にするための研究を、現在推進中です。

そのための参考資料収伯のために、貴校の実状をおiii]いする意味で下記のようなアンケ

ートを冥施致したく、協力方のお顧いを申し上げます。よるしければ、伽担当の先生に、

ご依頼顧えないでしょうかc

お取り計らい、よろしくお狐いします。お手数をおかけしますが、 6月30日までにご
回答下さい。

アンケート項目

l. 貴校のバ‘ノコンの紋置台数を教えて下さい。

2. 枚育に用いるソフトウェアの名称を数えて下さい。

3. パ‘ノコンを利用するIf菜名とその内容および年Ill!時間数を教えて下さい。

4. 学習指導要領には、情報処理枚育関係の授業として、どこまで要求されているのか枚
えて下さい。

5. 4. の目渭遠成には、スタッフは十分か、スタ
十分なのか個人的な見解をお111lかせ下さい。

ッフヘの事前の教育は十分か、設伽It.

6. もし、私ども高専で、情糾処理枚育関係のスタッフヘなられる方への1)1前準伽のため

の埠習会を企画すれば、参加意志があるかどうかをおIMJかせ下さい< (ijjの指必があ

り、公開以座として、開憧すれば受繕料を取ることになりますので、その事をiiiまえ
て触答下さい。）

7. 繕習会を受けるとして、次のような計画の内、どの設定が参加し易いですか。
(I l夏休みあるいは春休みのある期間集中的に、 1日3時間で 5日1l1Jほど
(2)毎逍土濯日午後 2時から 5時、 5週間に渡って

(3)毎日夜11113時間 （午後 6時から 9時）、 5BIIOほど

8. 本校の｀ある学科またはある慣関が窓口にた
みたいなものを開設とするとし

:って 、 情械処理教育に関する相餃コ—+
たら、貴校にとって利用価値はあると思いますかc

図1 小・中学校への情報教育アンケート

る．パソコンをすべての人が触って操作を経験できる

環境は整っているようだ．他方，ソフトウェアの充実

の度合いは後述する広範囲な教育内容に必要なソフト

ウェアを完備するには予算的な制約上不可能のようで

ある．

本校で主催した小 ・中学生教師向けの公開講座に集

まった先生方の情報教育に関する相談や意見を聞いて

みた感想では，指導者の立場からすると，未だ指導を

なにから手をつけて良いかわからないで試行錯誤の状

況のようである．

とにかく，学習指導要領には，情報教育の内容を次

のように指示している．つまり，小学校では，視覚教

材的にパソコ ンを授業で適宜利用すること，情報機器

操作に慣れ親しませることとする．また，中学校では，

技術家庭の中のひとつの単元として，情報基礎が取り

あげられて，選択科目として扱い，情報を適切に活用

する基礎的な能力を養うことを要請し，パソコンの構

成や論理回路を教えて ワ プロやクフフィックや表

計算およびデータベースなどのソフトの活用，簡単な

プログラム作成，さらには，情報を扱うときのモラル

などかなり豊富で広範囲な内容を扱うようになってい

るようだ．

このような基準はあるものの，国語や算数 ・数学な

どのように目標がはっきりしておらず，どの程度の内
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容をどう理解させるべきか，どう指導すべきかが現場

の先生方にはわからない状況のようである．

高等専門学校の立場からすれば，本校に入学する中

学生には，最低限次のようなことが理解できていれば，

本校での情報処理基礎教育への連続性は維持できると

思われる．

すなわち，どのようにセットすれば，コンピュータ

が利用できるのか，文章を作るには，どんなソフトを

つかうのか，キーボードをたたくことによって，コン

ピュータに情報が伝えられることを知り，欲を言えば，

ブラインドタッチができていれば申し分ない．

4. 大学での情報処理教育に関するアンケー

ト調査

本校の情報処理教育がめざすところは，高等専門学

校が大学並みの知識の養成を目標とする学校であれば，

やはり大学の情報処理教育の現状を把握することが必

要である．

そこで，固 2のようなアンケート調査を行った．ア

ンケート依頼大学は 8大学，回答をもらった大学は 6

大学で，回答率は75%で，大学の情報処理教育に関す

る平均的なところをつかめていないと思われるが，大

学のめざす情報処理教育の概観はつかめたと認識する．

大学においては，上級の専門分野においてのデータ

処理やシミューレーションなどにおいて，どうしても

プログラミング作成能力が必要となる．そのための準

備教育として構造化されたアルゴリズム的に優れた言

語といわれる PASCALを教育言語としてほとんどの

大学が採用し教育している．また，最近はネットワー

クによる情報交換・伝達方法の教育も基礎的な情報教

育として重視されているようである．

センクー長

様 平成5年6月I8日（金）

有明工業高等専門学校
電子計算機呈豆長 山下巌

私違、有明工菓高等専門学校では、ただ今、本校の情紙処理教育の基破教育をいかにす
ペきかを検討中です，そこで、情報処理枚育に経験の深い貴大学のカリキュラムの内容を
枚示狐いたく、下記のアンケートご回答と情似処理の必悦教育のカリキュラムのコピーを
ご提供紐きたく、協力方のおりUいを申し上げます。
お取り計らい、よろし〈お馴いします。お手数をおかけしますが、 6月30日までにご
回答をお馴いします。

アンケート項目

I. 責大学の情骰処理必破枚打に用いられる引算閃システムを枚えて下さい。

2. 基硫教育に用いるソフトウェアの名称を枚えて下さい。

3. 情報処理教育の基硫教育の内容と年間時間数と対象学年を教えて下さい。

4. 一つの授業時間における受繕学生数と指導者数（実習の際などの実伎指導補助者を含
めて）の人数を数えて下さい。

図2 大学への情報処理教育アンケート

5 . 本校入学生の情報処理教育へのアンケー

ト調査

前述のように，平成5年度より中学校に情報基礎教

育が導入されたことにより，本年度本校入学生の中に

は，「技術・家庭」のなかで，「情報基礎」という項目

を履修している学生がいることになる．

そこで，本校の「情報処理基礎」の内容の吟味，選

定を進めるために，図 3のようなアンケートを作成し

て，情報処理基礎教育への予備知識調査を実施した．

この調査を集計して，分析した結果，クラスの半数

ぐらいの学生がパソコンを何らかの形で，扱ってはい

るが，系統立てて深い内容の情報処理に必要な教育は，

受けていないようである．その内容は，ワープロを少

しやってみる，表計算を使って簡単な表をつくってみ

る，お絵かきソフトで絵を描いて見る程度のようで，

本校の情報処理教育のスタートをコンピュータ入門の

初歩的教育からの導入から進めていっても支障はない

ものと思われる．

6. 情報処理教育の共通基礎化への検討

本校には平成4年度情報工学を専門とする教官が，

応用数学と並行しで清報処理の基礎部分を担当するこ

ととして採用され，当時の校長の方針で共通専門へ配

惜報処理基礎教育についてのアンケート調査

有明高専電子計算機室

皆さんが中学時代に学んだと思われる「情報基礎」と言う科目でどんな
内容を学習したかを知って、高専での「情報処理基礎」の内容を確定して
いこうと思っています。下記のアンケート項目にご協力ください。該当す
る番号を選ぴ、 0で囲んで下さい。

アンケート項目

問1. 「情報基礎」と言う内容の授業を受けましたか。
(1)受けた。 (2)受けていない。

問2.その授業でバソコンを使いましたか。
(1)使った。その槻種は (2)使っていない。

問3.授業ではバソコンを何台位使っていましたか。
(1) I 0台位 (2) 2 0台位 (3) 3 0台位 (4) 4 0台位

問4. 「情報基礎」では、どのような内容を勉強しましたか。
(1) プログラムを作った。 (2) ワープロで文章作りをした。
(3)表を作って、合計や平均などを出すことを学んだ。
(4)絵を描くことをしてみた。 (5)その他

問5. プログラムを作ったことのある人で、そのプログラム作りにはど
んな言葉を使いましたか。
(l)BASIC(ペーシック）
(2) FORTRAN (フォートラン）
(3) PASCAL (バスカル）
(4) C (シー言語）
(5) LOGO (ロゴ）
(6)その他

問6. 「情報基礎」以外の科目でパソコンを使った授業がありましたか。
(1)国語 (2)社会 (3)理科 (4)英語
(5)数学 (6)その他科目名

どうもアンケートご協力ありがとうございました。これから高専で学習
する「情報処理基礎」でパ‘ノコンを自由に気楽に伎えるようになるよう、
しっかり勉強して下さい。

図3 本校入学生への情報処理予備知識アンケート
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属された．一年目は機械工学科，電気工学科，電子清 礎教育にプログラミングを中心とする教育がどうして

報工学科，工業化学科，および建築学科の 5学科とも， も必要と言うことである． もちろん，ワープロや表計

共通な教官が担当してどのような情報処理基礎教育の 算などの応用ソフトを使ったコンピュータリテラシー

内容を教えるべきかの検討が十分なされていなかった 教育は「工学実験」，「演習」などの中で，適宜教育を

ので，その教官は，当面前年度から継続する，カリキ してゆく．

ュラム改訂の過渡的時間数増に伴って派生した 1年建 他方，工業化学科（物質工学科），建築学科の目標は

築学科の「情報処理」 2単位と 3年建築学科の「情報 各種応用ソフトをうまく使いデータ処理をできる能力

処理」 1単位を教えて，あとは応用数学の一部を担当 をつければ，十分と言うことである．プログラミング

した．二年目は，やはり，建築学科のカリキュラム改 も，簡単で理解の容易な言語を用いて，プログラムを

訂過渡期に伴う 1年建築学科の 2単位の「情報処理」 組むと言うことがどういうことで，どのような動きで

と1年電気工学科の 2単位の「情報処理」と 1年電子 計算がなされてい くかが，理解できる程度でよいとす

情報工学科の 2単位の「情報処理」を担当する．前年 る．その観点から，キーボードのブラインドタッチ操

度と同じく応用数学も担当した．次の年は，情報処理 作，ワープロソフト，表計算やデータベースなどの操

基礎教育の共通な内容による授業が可能か，その内容 作を習熟することが，コ ンピュータリテラ シー教育で

はいかにあるべきか，はたして，情報処理の共通な基 あり，そこに重点をおいた基礎教育をすれば十分であ

礎が専門学科が違ってもあり得るのかなどについて， る。プログラミング作成技術については，簡単に扱え

本校の電子計算機室運営委員会の中からワーキンググ ばよいとの見解である．

ループを作り， 4回ほどの研究討論を重ねて検討して そこで，このような本校の教育目標は，現在の周辺

いった．そして，全学科がとにかく，内容の違いは多 小・中学校の情報教育の現状との連続性が妥当である

少あるにしても，一年生の段階に，コンピュータに慣 のか，さらには大学の情報処理教育と比較して内容が

れ親しむコンピュータリテラシー教育を実施しようと 浅薄すぎないのかを調べるために，前記3, 4節のよ

言うことで，合意を得て，一人の教官が全学科を教え うなアンケート調査を実施，討論の資料にした．小・

るという体制が整備され，実施することになった．以 中学校においては， ハード的な設備がある程度整い，

上の結論にいたる討論経過を整理してみよう． 曲がりなりにも授業ができる体制はできているが，情

各学科はこれまで「情報処理」を後記の付表3.1から 報教育に堪能な指導者が不足していること．指導内容

3.3に掲げられるような到達目標によって実施してい が学習指導要領で示されてはいるが，それに見合うソ

る．自ずと，専門学科の特色により，将来的な利用の フトが整っていない．内容が多岐にわたり，範囲が広

バックグラウンドが異なることから，内容は学科によ すぎるので，もう少し，内容を絞り，コンピュータを

り異なっている．そこで， 1年生の段階における，共 使うおもしろさに重点をおき，コンピュータアレルギ

通的な基礎の情報処理教育とはなにかを考える手始め ーを助長しないよ うな教育が必要と思われる．それら

に，各学科の将来必要な「情報処理」の到達目標を再 の観点から小・中学校においては，系統だてた情報教

検討することから研究討論を開始した． 育は，未だ完成していないよ うだから，本校の情報処

この表に示される特徴的な観点を整理しておくと， 理基礎教育を，上記議論で述べた到達目標をめざす教

電気工学科，電子情報工学科では，「情報処理」の理論 育から行っていっても中学校からの連続性は維持でき

とその応用技術を使いながら，将来機器を製造し，開 るようである．

発していくことができることに目標をおいているので， さらに，高等専門学校が参考にすべき大学教育にお

情報処理はカリキュラム構成上重要な根幹をなす専門 いては，専門教科での各種理論計算に必要なプログラ

教科となっている．ソフトウェア，ハードウェアの両 ミング技術を習得するために，構造化の進んだ教育用

方に精通しなくてはならない．機械工学科では，各種 言語として適切とされる PASCAL言語を選んで，プ

機械システムに組み込み，制御システムとして応用す ログラミ ング作成能力，アルゴリズム教育がされてい

る場面に情報処理技術が生かされるので ドを知 るようである．最近の大学は学内 LANが整備されて，

っていることに越したことはないが，ソフト的な面か 電子メール，電子掲示板・ニュースの利用などネ ット

ら，プログラムと制御システムの動作との関連を理解 ワーク操作のテクニックも重要な情報処理基礎教育の

できる能力が必要である．従って，以上の 3学科では， 内容として重視されてきている．したがって，本校の

早くから，プログラミングの考え方，作成能力を養成 情報処理基礎教育が，コンビュータリテラシー教育と

することが，将来の専門教科としての「情報処理」へ してプログラミング作成能力を重点に置く学科と，コ

の前段の教育として必要のようである．それゆえ，基 ンピュータの応用ソフト利用技術に重点を置く学科と
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に分かれているところは，大学と多少異なっているが，

基礎教育としての内容の選択としては間違いないよう

である．ただ，残念なのは本校では，校内 LANがまだ

整備できずに，授業の中に，電子メール，電子掲示板・

ニュースなどの情報伝達，交換技術の最近のテクノロ

ジー利用の環境を全学科の学生に教育できないのは致

し方ない．整備されたら，コンピュータリテラシー教

育の中に是非取り入れたい内容である．

以上の調査や討論を下に，各専門学科の先生方に考

え方を知らせ，意見や協議をお願いして，最終的にま

とめる会議をおこない，次の結論を得た．

“第 1学年時にどの学科にも共通に「情報処理基礎」

という科目を置く．その科目は，従来からの「情報処

理」に関する科目を，単位数を分けて，措置する．

学科によって，その科目の中で扱う内容は異なるが，

適当な時期に，担当教官と学科で協議し，コンピュー

タリテラシーにふさわしい内容を選定し決定していく．

担当教官は，情報工学を専門とする共通専門に属す

る教官が担当する．”

7 • あとがき

本年度，本校では，全学科共通に「情報処理基礎」

というコンピュータリテラシー教育を主体とする科目

を，従来から実施していた「情報処理」の一部単位を

分割して，新しく設けて，全学科共通な講座としてス

タートした年である．実施にいたるまでの調査審議・

検討事項をここに整理し，以下のようにまとめた．

本校では，小学校や中学校の「情報基礎」において

やられている内容は，これから本校で実施しようする

「情報処理基礎」の内容を包含するも，内容は浅いよ

うなので，再度ワープロや表計算やプログラミング教

育のコンピュータリテラシー教育から始め，内容の深

いところまでを習熟する教育を実施してもよいことが

わかった．そして，第 1学年時に従来の「情報処理」

を分けた「情報処理基礎」を 1単位ないし 2単位共通

に置き，一人の教官が共通に担当する．

これらの成果は， 5年くらいたつで清報処理基礎か

ら応用までの一つのサイクルが完結する時点で試みて

みたい．

本研究をまとめるにあたり，電子計算機室運営委員

会ならびに教務委員会の諸先生方には，情報処理教育

の目標や内容ならびにカリキュラムの検討など慎重な

審議を繰り返しお願いした．また，本校周辺の小・中

学校あるいは九州内の大学には，アンケート調査をお

願いして，それらに快く応じて戴いた．ここに，記し

て謝意を述べる．
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付表1.1 平成6年度入学生カリキュラム表

教育課程（平成6年度入学生）
一般科目（各学科共通）

授業科目 単位数
学年別配当

備
1年 2年 3年 4年 5年

語国国国 文 語学
7 3 2 2 

2 1 1 

社 地理学 2 2 
歴史学 4 2 2 

会 社政治学会・経済学学
2 2 
2 2 

必 基礎数学 I 4 4 
数基礎数学 II 2 2 
微分籾分 I 4 4 

修 微分栢分 II 4 4 
学代数 ・幾何 2 2 
確率 ．統計 2 2 

科 理科
物 理 5 2 3 
化 学 5 3 2 

体保保健体育 7 3 2 2 
体育実技 2 I 1 

目 芸術
美 術 1 1 
音 楽 1 1 

外 英語 I 5 3 2 

国 英語 II 6 3 3 

そn五ロ 英ド イ ツ 語声nロ
8 5 2 1 
3 2 1 

小 計 80 29 26 18 4 3 
哲学 ・思想学 I 1 I 

歴史 ・人類学 I 1 I 

社会科学 I 1 1 
自閑境科学 I I -1 
由人問科学 I 1 1 

選 哲学 ・思想学 II 1 1 
歴史 ・人類学 II 1 1 

択 社会科学 II 1 1 
科閑境科学 II l 1 

目 人間科学 JI 1 I 

英語梱習 2 2 
ドイツ語浙習 2 2 

小 計 14 12 2 

開設単位数 94 29 26 18 16 5 
修得単位数 80 29 26 18 4 3 

付表1.3 平成6年度入学生カリキュラム表

電気工学 科

授業科目 単位数
学年別配当

備
1年 2年 3年 4年 5年

ェ` 応用数学 I

2 2 
応用数学 II 2 2 
梢報処理基礎 2 2 
物理学 3 2 1 

必 胤子器
屯気基礎 l I 
屯気磁気学 4 I I 2 
屯気回路 G 1 2 2 1 
屯気‘這子計測 3 1 2 

腐孟 梢報処理
5 2 2 1 

論理回路 I 1 
計箕機工学 2 2 

修i・J?-,u 屯子デパイス 3 I 2 
屯子回路 4 2 2 
屯子物性 2 2 
屯子設計 2 2 

科屯ヵI 屯気機器 4 2 2 
屯気設計 2 2 
屯力輸送工学 2 2 
高屯圧工学 I I 
バワーエレクトロニクス I I 

目 屯気>通
屯気姐子工学演習 2 1 I 
屯気製医l I 1 
制御工学 2 2 
システム制御 2 2 
機械工学概論 2 2 
屯気屯子工学実験 15 3 3 6 3 
卒業研究 6 6 
小 計 82 4 7 15 30 26 
屯気材料 l I 
屯気工学特論 1 1 
屯力発生工学 2 2 

考

考

必修 贋エ学系
屯気応用 I 1 

: ，，目 " 子工学系

計狂機工学特論 1 1 こ5の単う位ち選か択ら
屯子工学特論 1 1 
通信工学 [ 2 2 
通信工学 II I 1 

小 計 10 10 
開設単位数 92 4 7 15 30 36 
修得単位数 87 4 7 15 30 31 

付表1.2 平成6年度入学生カリキュラム表

専門科目 機械工学科

授業科目 単位数
学年別配当

備 考
1年 2年 3年 4年 5年

工学基礎 1 l 

基梢報処理基礎 2 1 I 

物理学 4 2 2 

応用数学 I 2 2 

礎応用数学 II 2 2 

工業英語 1 1 

必構
材料学 3 1 1 I 

材料力学 4 1 2 1 

造 工業力学 2 2 

機械力学 1 1 

修 加工
溶融加工 2 2 

籾密加工 2 2 

ェ熱力学 2 2 
ネ 熱工学 2 2 
1レ
水力学 2 2 

科 f流体工学 2 2 

梢報処理 2 1 I 

制 屯気屯子工学 2 2 

目御
計測制御 3 2 1 

メカトロニクス 4 2 2 

紐ヘ機械要索設計 4 2 2 

機械設計製図 14 3 3 3 5 

機械実習 ， 3 3 3 
合 機械工学実験 6 3 3 

卒業研究 6 6 

小 計 84 4 7 15 30 28 

流体工学特論 l 1 

必機械力学特論 1 1 

選修 システム制御工学 1 1 
このうちから

択 生産システム工学 1 1 

科内燃機関工学 I 1 3科目選択

目塑性加工学 1 1 

小 計 6 6 

開設単位数 90 4 7 15 30 34 

修得単位数 87 4 7 15 30 31 

付表1.4 平成6年度入学生カリキュラム表

屯子↑i'i報工学科

授業科目 単位数
学年別配当

備 考
1年 2年 3年 4年 5年

応用数学 I 2 2 
工応用数学 II 2 2 
学物理学 4 2 2 
基製 図 I 1 
礎栢報処理基礎 2 2 
外害輸謡 I I 
龍子1莉報工学演習 2 2 
屯気回路 4 2 2 

必 屯気屯子計測 2 2 
屯磁気学 4 2 2 

ハ 硝子1/i報工学実験 12 3 3 3 3 
，屯子物性 2 2 
半刃体工学 2 2 

修ド 光エレクト nニクス 1 I 
ゥ屯子回路 4 2 2 
筍子設計工学 2 2 
工論理回路 2 2 
ァ計箕機工学 4 2 2 

科 通信工学 I I I 
通侶工学 II 1 I 
箭報理論 2 2 
制御工学 2 2 
プログラミング 4 2 2 

目ソ
狂法概論 2 2 

r 
数値計箕法 2 2 
言語処理系 2 2 
システムプログラム 2 2 
エデータペ ー ス 2 2 
ァ 梢報論理学 2 2 
システム工学 1 I 
卒業研究 8 8 
小 計 84 4 7 15 30 28 
制御工学特論 1 l 

必I人工知能 1 l 
計箕機工学特論 1 1 このうちから
梢報処理特論 1 1 
屯子工学特論 I I 3科目選択

通信工学特論 1 I 
小 計 6 6 
開設単位数 90 4 7 15 30 34 
修得単位数 87 4 7 15 30 31 
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付表1.5 平成 6年度入学生カリキュ ラム表

物四工学科

単位数
学・ 年
五3年L 紀4阜生2ー 5 年 備考1年 2年

2 
2 2 
3 3 
2 2 
2 I I 
2 2 
2 2 
2 2 
I 1 
2 2 
2 2 
3 3 
4 2 2 
5 2 2 I 
3 3 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
12 3 9 
67 4 7 15 22 19 
2 2 

ココ ーー(4スス年選別次授択に菜） 2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
4 4 
16 8 8 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
4 4 
16 8 8 
I I 
I I 
1 I 
I I 
I I 
I I 

こ4の科う目ち選か択ら1 I 
l I 
l 1 
1 1 
I I 
1 l 

1H 87 

12 

皿Ill!巫f径 坐瓜 阜ィ.>[ 竿,iw 
4 7 15 30 47 
4 7 IS 30 31 

付表2.1 平成4・5年度入学生カリキュラム表

教育課程 （平成4・5年度入学生）
一般科目（各学科共通）

授業科目 単位数
学年別配当

備 考
1年 2年 3年 4年 5年

語国国国 文 語学
7 3 2 2 
2 1 1 

社 地理学 2 2 
歴史学 4 2 2 

必 云ヽ

社 会学 2 2 
政治学 ・経済学 2 2 
基礎数学 ［ 4 4 
数基礎数学 II 2 2 
微分和分 I 4 4 

修 微分栢分 II 4 4 
学代数 ・幾何 2 2 
確率 ．統 計 2 2 

科 理科 物化
理 5 2 3 
学 5 3 2 

保体 保健体育 7 3 2 2 
体育実技 2 I I 

目 芸術 音美
術 I 1 
楽 1 1 

外英語 I 5 3 2 
国英 芦叩 II 6 3 3 
英語 8 5 2 I 
語ドイツ語 3 2 1 
小 計 80 29 26 18 4 3 
哲学 ・思想学 I 1 1 
歴史 ・人類 学 I 1 I 
自社会科学 I 1 I 
環境科学 I I 1 
由人問科学 I I 1 
選哲学 ・思想学 II 1 I 
歴史 ・人類 学 II 1 1 
択社会科学 II 1 1 
科環境科学 II 1 1 
人間科学 II 1 1 
目英語派 習 2 2 
ドイツ語演 習 2 2 

小 計 14 12 2 
開設単位数 94 29 26 18 16 5 
修得単位数 80 29 26 18 4 3 

付表1.6 平成 6年度入学生カ リキュラム表

建築学科

授業科目 単位数
学年別配当

備 考
1年 2年 3年 4年 5年

建築学概論 1 1 

建I梢報処理基礎 2 2 

術報処理 2 2 

造形 2 1 1 

物理学 2 2 

応用数学 2 2 

必 計
建築計画 6 2 2 2 

日本建築史 2 1 1 

画西洋建築史 2 1 1 

系‘ 建都築市デザ計イ画ン
2 2 

2 2 

修 腐系
蹂境工学 4 2 2 

建築設備 2 2 

構 構造力学 4 2 2 

材料力学 2 1 1 

造 臨コンクリート構造 2 2 

鋼構造 2 2 

科 系 構造計画 2 2 

基礎構造 1 1 

生 建築構造 2 1 1 

建築材料 2 1 1 

産建築法規 1 I 

目 系 建築測批 1 1 

建築生産 2 2 

紐ヘ建築設計製図 15 3 3 6 3 

建築実験実習 4 3 1 

外舌睛読 1 1 

合 卒業設計 4 4 

卒業研究 8 8 

小 計 84 4 7 15 30 28 

建築設計論 1 1 

必I構造力学特論 l l 

建築計画梱習 1 1 このうちから
建築振動学 1 1 

建築設備演習 1 1 3科目選択

構造設 計 特論 1 1 

小 計 6 6 

開設単位数 90 4 7 15 30 34 

修得単位数 87 4 7 15 30 31 

付表2.2 平成4・5年度入学生カ リキ ュラム表

専門科目 機械工学科

授業科目 単位数
学年別配当

備 考
1年 2年 3年 4年 5年

工学基礎 I 1 

基 プログうミング基罰 2 2 

物理学 4 2 2 

応用数 学 I 2 2 

礎応用数学 II 2 2 

工業英語 1 1 

必 構 材料学 3 1 I I 

材料力学 4 1 2 1 

造 工業力学 2 2 

機械力学 1 I 

修 加工
溶融加工 2 2 

籾密加工 2 2 

ェ熱力 必チ 2 2 
ネ 熱工学 2 2 

科 ルギI 水力学 2 2 

流体工学 2 2 

俯報処理 2 1 1 

制 屯気屯子工学 2 2 

目 御

計測制御 3 2 I 

メカトロニクス 4 2 2 

稔^ 機械要索設計 4 2 2 

機械設計製図 14 1 2 3 3 5 

機械実習 ， 3 3 3 
A ロ機械工学実験 6 3 3 

卒業研究 6 6 

小 計 84 4 7 15 30 28 

流体工学特論 1 1 

必修 機械力学特論 l 1 

選 システム制御工学 1 1 
このうちから

択 生産システム工学 1 ］ 

科内燃機関工学 I 1 3科目選択

目塑性加工学 1 1 

小 計 6 6 

開設単位数 90 4 7 15 30 34 

修得単位数 87 4 7 15 30 31 
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付表2.3 平成4・5年度入学生カリキュラム表

電気工学科

授業科目 単位数
学年 別配 当

備
1年 2年 3年 4年 5年

工設礎 応用数学 I 2 2 
応用数学 II 2 2 
物理学 3、 2 1 

必 盟祖益四

軍気基礎 1 1 
祖気磁気学 4 1 1 2 
屯気回路 6 1 2 2 1 
旬気軍子計測 3 1 2 

佃菜翌I 忙／ 報 処 理 7 2 2 2 I 
論理回路 1 1 
計箕機工学 2 2 

修屯1 系
屯子デバイス 3 1 2 
屯子回路 4 2 2 
屯子物性 2 2 
遁子設計 2 2 

科関~ 
逍気機器 4 2 2 
屯気設計 2 2 
屯力輸送工学 2 2 
高亀圧工学 1 1 
バワーエレクト0ニクス 1 I 

目 喜五通

姐気龍子工学演習 2 1 1 
屯気製図 1 1 
制御工学 2 2 
システム制御 2 2 
機械工学概論 2 2 
龍気礎子工学試験 15 3 3 6 3 
卒業研究 6 6 
小 計 82 4 7 15 30 26 
屯気材料 1 1 
屯気工学特論 1 1 
屯力発生工学 2 2 

考

必修 贋エ学系
屯気応用 I 1 

棗科目 屯子.学系T 

計箕機工学特論 1 1 こ5の単う位ち選か択ら
氾子工学特論 1 1 
通信工学］ 2 2 
通信工学 II 1 1 

小 計 10 10 
開 設単位数 92 4 7 15 30 36 
修得単位数 87 4 7 15 30 31 

付表2.5 平成4・5年度入学生カリキュラム表

工業 化学科

授業科目 単位数
学年別配当

備1年 2年 3年 4年 5年
応用数学 I 2 2 

工 応；用数学 II 2 2 
物理学 4 2 2 

学 伯工菜報化学処製理図
4 2 1 1 
2 2 

基 屯気工学払砿 2 2 
機械工学基砥 2 2 

礎
品質管耶 1 I 
工業化学英語 2 2 必、
工業化学油習 3 1 2 
生物学邸礎 2 2 
専分析化学 2 2 
門無機化学 3 2 I 
修基 有機化学 4 2 2 
礎物理化学 5 2 2 I 
化学工学 3 2 I 
生物化学 2 2 

科琢 無機工菜化学 2 2 
門 有機工業化学 2 2 
材料工学 2 2 

展 反応工学 2 2 
併］ 機器分析学 2 2 目
席分子化学 2 2 ； 工分析化学火験

2 2 
無機化学実験 2 2 
有機化学実験 2 2 
物理化学実験 2 2 
化学工業実験 2 2 
機器分析実験 4 4 
卒業研究 12 3 ， 
,jヽ n1- 83 4 7 15 30 27 
無機材料工学 I 1 

材高分子材料工学 I I 

必彩 料
金屈材料工学 I I 
屯子材料工学 I I 
センサー工学 I 1 

考

選
酵索工学 I 1 こ4の禾斗う目ち選かt尺ら

択科 生 食品化学 I I 
分子生物学 I I 

目 物
取i 淡エ：学 I 1 
生体高分子 I 1 

,Jヽ gt 10 10 
開設： Jji (立数 93 4 7 15 30 37 
囮佗： 111 位数 87 4 7 15 30 31 

付表2.4 平成4・5年度入学生カリキュラム表

旬子箭報工学科

授業科目 単位数
学年別配当

備 考
1年 2年 3年 4年 5年

応用数学 I 2 2 

学工畠 応用数学 II 2 2 
物理学 4 2 2 
製図 l 1 
外杏輸講 1 1 
姐子俯報工学演習 2 2 
祖：気 回路 4 2 2 
屯気屯子計測 2 2 

必 屯磁気学 4 2 2 
ハ 砥子情報工学実験 12 3 3 3 3 

I 祖半荘子体物工性学
2 2 
2 2 

ド 光エレクトロニクス I 1 
修 ゥ 軍子回路 4 2 2 

祖；子設計工学 2 2 
工 論理回路 2 2 
ア計冥機工学 4 2 2 

科
通信工学 I 1 1 
通侶工学 II I 1 
梢報理論 2 2 
制御工学 2 2 
プログラミング 6 2 2 2 

目ソ
箕法概論 2 2 

フ 数値計箕法 2 2 

ウト 言シス語テム処プロ理グラ系ム
2 2 
2 2 

ェデータベース 2 2 
ァ ti'i報論理学 2 2 
システム工学 I 1 
卒業研究 8 8 
小 計 84 4 7 15 30 28 
制御工学特論 1 1 

旦I 必人工知能 1 1 
計箕機工学特論 1 l このうちから
俯報処理特論 1 1 
電子工学特論 I 1 3科目選択

通信工学特論 1 1 
小 計 6 6 
開設単位数 90 4 7 15 30 34 
修得単位数 87 4 7 15 30 31 

付表2.6 平成4・5年度入学生カリキュラム表

建築学科

授業科目 単位数
学年 別配 当

備 考1年 2年 3年 4年 5年

''i 
建築学概論 1 I 
箭報処理 4 2 2 
造形 2 I 1 
物理学 2 2 
応用数学 2 2 

計 建築計画 6 2 2 2 

必 日本建築史 2 1 1 
画西洋建築史 2 1 1 

系 建都築市デザ計イ画ン
2 2 
2 2 

修 悶系
環境工学 4 2 2 
建築設備 2 2 

構
構造力学 4 2 2 
材料力学 2 1 1 

造 臨コンクリート構造 2 2 
鋼構造 2 2 

科系
構造計画 2 2 
基礎構造 1 1 
生建築構法 2 I 1 
建築材料 2 I 1 
産建築法規 I 1 

目系
建築測址 1 1 
建築生産 2 2 
紐^ 建築設計製図 15 3 3 6 3 
建築実験実習 4 3 1 
外害謡読 1 1 

合 卒業設計 4 4 
卒業研究 8 8 

小 計 84 4 7 15 30 28 
建築設計論 1 I I 必誓 構造力学特論 1 1 
建築計画演習 1 1 このうちから
建築振動学 1 1 
建築設備派習 I 1 3科目選択

構造設 計 特論 1 I 
小 計 6 6 
開設単位数 90 4 7 15 30 34 
修待単位数 87 4 7 15 30 31 
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付表3.1 電気工学科情報処理教育目標

電気工学科における情報処理教育について
屯気工学科では教育の 3本柱にエネルギー，エレクトロニクス，コンピュータを掲げてい

ることからも分かるように梢報処理教育については，単なる一般梢報処理教育ではな＜堕整

専門学科に準じた教育を目指している，そのために， IPSJCSカリキュラム ]90[*] (以

下，カリキュラム ]90と略す）で捉案されたコアカリキュラム 7科目は最低限クリアすべきと

考えている．

［＊］大学等における箭報処理教育のための調査研究報告i'F(H 3年 3月，俯報処理学会，
大学等における梢報処理教育委員会掲）

カリキュラム ]90と電気工学科の現状

]90コアカリキュラム
危気工学科における

]90コアカリキュラムの逹成度
対応科目

JCSl 1年情報処理 ほぼ．達成．（ネッ トワーク現境については

プログラミング序論 1年屯気祖子工学浪習 現在のところ設備がない）

JCS2 1年箭報処理
ほぼ，達成．（使用言語を 1,2年統一したほうが
効率的かもしれない）

プログラムの設計と実 2年俯報処理
1年で再帰の概念， 2年でデータ構造の一部

現 3年俯報処理
4年でさまざまなデータ構造とアリゴリズム

JCS3 
3年情報処理 ほぽ，達成

計箕機システム序論

JCS4 
計箕機ハー ドウエア基 4年屯子計箕機
礎

JCS5 一応全体をなめてはいるが修得させるまで

栢報構造とアルゴリズ 4年箭報処理 はいたっていない．現在1単位なのでぜひと
ム解析 も2単位は必要である．

JCS6 
オペレーティングシス なし 選択でもよいので2単位必要
テムとアーキテクチャ I

JCS7 
5年屯子計算機特論

プログラミング言語の
（選択）

半分位は達成，あと 1単位ほしい．
構造

［問俎点のまとめ］

* 1, 2年連携をもう少し考えた方がよいかも知れない．
＊ネッ トワーク蝶境の必要性

* 4年屯子計箕機
＊単位としてあと必修1;選択3単位は必要なのでは

付表3.2 電子情報工学科情報処理教育目標

電子情報工学科のカリキュラムとねらい

付表3.3 建築学科情報処理教育目標

建築学科の情報処理教育の目標

1年：プログラミング(2): PASCAL 次の2点を目椋とした教育とする．

19 

PASCAL言語を通してソフトウェアの作法を身に付ける．

梢報工学演習(2): ポケコン，タイピング， BASIC,ワープロなど

{I)社会生活において，コンピュータを利用し，ある程度の知的活動が行い得る程度の知識の修得

(2)建築技術者として必要な，コンピュータに関する基碇的知識の習得

コンビュータリテラシ．いろいろなソフトに触れる．タイピングをマスター．

2年：プログラミング(2): C, (CASL) 
PASCALとC言語の違い.MS-DOS上での使い方．

3年；プログラミング(2): アセンプラ，CASL
アセンプラを扱うことにより，高級言語と機械語の違いを役割，使い方などの面から考え
る．
工学実験： UNIXとC言語，ネットワーク体験，オンライン辞内
授業ではできない少人数指荘により，UNIXマシンを操作する．最先端の困悦を体験する（ソ
フトも少なくて済む）．

4年：箕法概論(2):PASCALによるアルゴリズム論
PASCALを使って，プログラミングの基本的なアルゴリズムを勉強する．

システムプログラミング(2); UNIX-OSについて
教材はMINIXを使う.UNIX風のOSについて機能と実現方法について学ぷ．
計江機工学(2): ハードウェア

CPUの内部構造など計四機の構成とその機能について学ぷ．

5年 ：言語処理論(2): コンパイラの構造
コンパイラを構成する場合には必要な機能について勉強する．

梢報構成論(2): データベース (SQL)
現在，データベースで標準となっている SQLについてまなぶ．

ti'1報理論(1):確率と情報エントロピー
梢報伝達の基本単位であるピットとはなにか．効率的な通伯方法など．

(I)に関しては，下記の事項に関する基礎的知識の習得と演習．

・コンピュータの開発の歴史，現状，将来展望

・コンピュータの仕組み，周辺装骰

・MS-DOS 

・ワードプロセッサー

・コンピューター通信，データペースアクセス

・タイピング

・表計狂

(2)に関しては，下記の事項に関する基碇的知識の習得と演習．

・建築界でのコンピューターの利用状況についての知識，将来展望

・言語 (BASIC,FORTRAN, PASCAL, C) 

・CAD (コンピュータ援用による，（意匠）設計，製図）

・数値計箕

パソコン.ws, 大型機の利用の経験
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イギリス近現代史研究とレファレンス・プック

- H.J. Creaton,'An Introduction to Sources 

for Historical Research'を中心にして一

高田 実
く平成 6年 9月26日受理〉

Modern British History and Reference Books: 
H.]. Creaton's Seminar on Sources for Historical Research 

No historical research can be done without reference books. Every historian who starts research 

in an unfamiliar subject, at first, refers to those sorts of books to survey the existing works in the 

related fields and to get primary sources essential for his/her research. It seems, however, that few 

Japanese scholars of foreign histories have paid due attention to refence books. 

This paper is an attempt to encourage more attention to those books by giving information 

about a seminar which was organised by one of the leading bibliographers, Heather J. Creaton, the 

Deputy-director of the Centre for Metropolitan History. The British historical world has accumulat-

ed a large number of valuable bibliographies, guides, and finding aids. At the seminar, she talked on 

those achievements, and showed to us some important libraries and archives in London. In this paper, 

I introduce those libraries and archives, and later give a list of some three hundred reference books, 

focusing on modern British history, most of which she showed at the seminar. 

Minoru T AKADA 

I 

近年，海外を訪れる日本人歴史研究者の数は増え続

けている．円高の進行がこれを促進していることは言

うまでもない．そうした事態に伴って，日本国内では

とても読めないような第一次史料を使った研究が続々

と発表されている．なるほど，これまでも国家レベル

の史料，例えば議会議事録，委員会史料，主要な全国

新聞，主要政党の史料は比較的容易に見ることができ

たし，それらのためのガイドブックも出版されてきた．

しかし，歴史研究の進展，とりわけ「社会史」の隆盛

に伴い，地方や地域の史料，私文書などの特別コレク

ション史料を含むより広範な史料，時には非文書史料

を検討することが必要になっている．

そのためには，｛憂れたレファレンス・ブックを参照

することが不可欠であるしイギリス歴史学界はこれま

で，数多くの優秀な書誌学者，古文書学者，ライブラ

リアンの地道な努力に基づいて， この分野で優れた業

績を残してきた．本稿はこうした成果の一端を紹介し

ようとするものである．

ところで， これらの書誌学者たちは書誌の出版だけ

でなく，大学院生や一般向けにセミナーを開く仕事も

おこなっている．幸運にも筆者はこうしたセミナーの

ひとつ， AnIntrod_uction to Sources for Historial 

Research (the Institute of Historical Research, the 

University of London)に出席する機会をえ，レファレ

ンス・ブックや歴史研究の基礎について多くを学ぶこ

とができた．日本では同種のセミナーはあまり催され

ていないようであるので，紹介する意味があるのでは

ないかと思う．

以下，最初にセミナーそのものを紹介し，後半では

セミナーで紹介された書物を中心にして，主要なレフ

ァレンス・ブック（主にイギリス近現代史関係に限定）

を挙げることにする．

II 

セミナーは theCentre for Metropolitan History 

の副所長である H.J.Creaton女史によって組織され臼

歴史学研究所で開催された．同女史は元ライブラリア

ンで，現在歴史学研究所の大学院担当教師であり，同
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時に著名な書誌学者として，地方図書館を利用して多

くの成果を公表している尺同セミナーは1987年に開始

されたが，その時点では同種のセミナーはごく僅かの

大学で行われていたにすぎなかった．セミナーは毎年

l ,...._, 3月に開催されているが，その目的は新しい大学

院生やセミナーの各テーマ（後述）に関心を持つその

他の歴史学研究所訪問者に，研究入門の機会を提供す

ることにある．セミナーは 8回のシリーズから成って

おり，今年度 (1994年）は以下のような構成となって

いた．

1月20日 Locatingyour materials : secondary 

sources 

(visit〉NationalRegister of Archives 

1月27日 Locating your materials : primary 

sources 

(visit〉LambethPalace Library 

2月3日 Sources: medieval to early modern 

(visit〉Public Record Office (Chancery 

Lane) 

2月10日 Sources: 18-20th centuries 

(visit〉PublicRecord Office (Kew) 

2月24日 Localhistory sources 

〈visit〉GuildhallLibrary 

3月3日 Film,sound, oral history etc. 

(visit〉ImperialWar Museum, dep. of 

sound and film 

3月10日 Biographicalsources 

(visit〉Houseof Lords Record Office 

3月17日 Planningthe thesis : practical consid-

eration, discussion 

(visit〉BritishLibrary, Oriental and Indian 

Office collection 

それぞれ午前中はレファレンス・ブックについての

講義が行われ，書誌を中心として延べ200冊を超える研

究参考図書が紹介された．これらの本すべては後述の

リストに挙げてある．

午後は主だった図書館や文書館を訪問したが，各固

書館でライブラリアンが懇切丁寧に，図書館の歴史，

所蔵資料，検索方法について説明してくれた．それほ

ど日本人研究者になじみのない所も訪れたので，まず

そのいくつかを紹介しておきたい (PRO, BL 

Oriental and Indian Officeは周知のものに属するで

あろうから除外する）．

NATIONAL REGISTER OF ARCHIVES 

(address: Quality House, Quality Court, Chancery 

Lane, London WC2/phone: 071-242-1198) 

この文書館は1945年に，「公的記録以外のイギリス史

に関する manuscriptsの情報を収集し，広めるため

に」， RoyalCommission on Historical Manuscripts 

によって設立された．そのねらいは，「この情報をでき

るだけ迅速にまた全体として，人々が利用できるよう

にすることにある」．同文書館は史料そのものは所蔵し

ておらず， manuscriptsについての35500の未公刊のリ

ストやカタログを所蔵している．それらは，地方のレ

コード・オフィス，国立図書館や大学図書館，専門分

野の文書館や博物館，イギリス内外のその他の団体の

所蔵文書を記録している．また個人によって私的に保

有されている文書のリストも所蔵されており，その場

合には，同文書が研究のために閲覧可能かどうかにつ

いて詳しい情報を得ることができる．われわれは，コ

ンピュータ検索によって，個人名インデックス，ビジ

ネス・インデックス，主題別インデックス，所蔵ファ

イルから，目的の文書がどこに，どのように所蔵され

ているかを知ることができる．

このように，この文書館は非公文書資料に関する最

も有益な情報センターであり，「歴史家のための不可欠

の研究ツールとして」機能している［また，それは，

首相文書編集版尺年次出版物6,随時出版物八イギリ

ス史資料ガイド凡報告書及び要覧凡などを出版してい

る．

LAMBETH PALACE LIBRARY 

(address: London WC2/phone 081-928-6222) 

同図書館はカ ンタベ リ大司教に関する歴史図書館で，

1610年に大司教Bancroftによって設立された．所蔵

文書には， 3000巻を超える 9世紀以来の manuscripts,

13世紀以来の同大司教の registers,大司教の資産記

録，カンタベリ大司教教会管区古文書，ランベス会議

記録，それに植民地時代のアメリカに関するコレクシ

ョンなどがある．同図書館は，中世史のみならず，近

現代史にとっても重要な，教会史に関する中心的な図

書館としての役割を果している児

同図書館所蔵の史料の詳細については，公刊の文献

目録から知ることができる尺

GUILDHALL LIBRARY 

(address: Aldermanbury, London EC2P 2EJ) 

元々の図書館は1420年代に設立されたが，近代的な

図書館はシティ，サウスウォーク・バラ， ミドルセッ

クス州の referencelibraryとして1824年に整備され

た (1974年，現在地に移転）．

同図書館は以下の三部門から成っている庄
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Printed section (071-332-1868) 

この部門には，通常の印刷物に加えて，シティの経

営史に関する特別コレクションがある．証券取引所関

連の所蔵書には， 1824r--.,1964年の貸付要覧や会社設立

趣意書， 1880r--.,1965年の市場相場見積企業の年次報告

書などがある．海運コレクションには，時計製造業者，

庭師，矢羽職人，国際ワイン・食料協会，ワイン製造

業者組合， GreshamCollege, Charles Lamb協会など

の資料が含まれている．

Prints, maps and drawings section (071-332-1863) 

この部門は同館の中でも評判の高いものである．所

蔵品の中で最も多いのは， 17.-....,20世紀のロンドン地誌

に関する印刷物や絵画である．その他，風刺画，パノ

ラマ，社会的テーマに関する絵画などもある．更に，

16000に及ぶ肖像画や18世紀のイギリス人肖像画に関

する WittIndexも所蔵している．

一方，地固部門では特にロンドン関係，とりわけシ

ティ関連のコレクションが非常に有名である．行政地

図はもちろんのこと，ロンドンに関するテーマ別の地

図も含めて， 16世紀から現在までの地図が集められて

いる．またリヴァリ・カンパニについてはロンドン以

外の所領の地図も利用できる．その他の特別コレクシ

ョンでは，NobleCollection (特殊画材関係）， Norman

Collection (ターバン，コーヒー・ハウス関係）， Phillips

Collection (トランプ関係）などがある．

Manuscript section (071-332-1863) 

この部門は「theCity Corporationの記録保管所と

は別個の， theCity of London (the Squire Miles)に

関する地方公文書館」である．「その所蔵文書は11世紀

に遡り，ロンドン教会管区，セント・ポール大聖堂に

関する行政及び所領記録， シティのほとんどすべての

ウォード，パリッシュについての古文書， 70以上の古

くから存在するリヴァリ ・カ ンパニーについての古文

書などが含まれる」．またロンドン証券取引所，ロンド

ン商業会議所，数多 くの保険会社，マーチャ ント ・バ

ンク，貿易会社や株式ブローカーについてのビジネス，

商業文書も所蔵されており，経済・金融・商業史研究

の中心的な図書館となっている．

IMPERIAL WAR MUSEUM 

(address: Lambeth Road, London SEl 6HZ/phone 

071 -416-5000) 

同博物館は1917年に設立され， 1936年に現在地に移

転した．ここは今世紀の二つの大戦に関する博物館と

して旅行ガイドブックにも登場するほど有名だが，同

時に Departmentof Art, Dep. of Documents, Dep. of 

Exhibits and Firearms, Dep. of Film, Dep. of Photo-

graphs, Dep. of Printed Books, Dep. of Sound 

Recordsなどの研究施設も備えている．ここでは映画

と音声資料について紹介したい．

Dep. of Film 

同部局は5000万フィートを超える映画を所蔵してい

る，世界で最初の映画記録保存館である．主要なコレ

クシ ョンは二つの大戦のイギリス及び連邦側の「公式

フィルム」であるが，その他にも同盟国，敵対国，特

にドイツの映画も保存，収集している．戦争史の研究

にとって第一級の非文書資料を所蔵している．閲覧に

は事前の許可が必要であるが，フィルムの複製編集を

有料で行ってくれる．

Dep. of Sound Sources 

同部局は12000時間に及ぶ戦争関係の音声資料を所

蔵している．その内容は大きく三つに分かれる．ひと

つは同博物館のオーラル・ヒストリ計画の一部として

行われている軍人，文官双方に対する回想録インタビ

ューである．第二に同時代の音声記録であり，そこに

は著名人の演説，戦場報告，戦犯裁判記録などが含ま

れている．最後にラジオ，テレビの特集番組の録音，

録画を見ることができる．利用ガイド，簡単なカタロ

グは無料で入手できる庄

日本では非文書資料はまだあまり使われていないが，

現代史に関してはこうした新しい史料の持つ研究，教

育上の可能性は大きい．筆者の経験したところでは，

戦時国策フィルムの中で，敵国ドイツがいかに描かれ

ていたかを通じて，戦時ナショナリズムを分析した報

告に接する機会があった．

HOUSE OF LORDS RECORD OFFICE 

(address: London SWl/phone 081-219-307 4) 

同文書館はパーラメントのヴィクトリアン・タワー

の上層部に位置しており，その窓からはロンドンを一

望でき，すばらしい眺めである．資料閲覧には事前の

許可が必要であるが， theChancellor's Gateでの入構

許可，所持品検査の後文書室に入室することができる．

上院文書は1497年以降ウエストミ ンスター修道院に

保管されていたが，1864年に同タワーに移された(1834

年の大火で下院文書のほとんどは消失した）．「同文書

館は1946年に創設され，現在は両院の記録保管所の役

割を果している.1497年以降の300万を超える文書が保

管されているが，それらは，制定法，上院文書，両院

のジャーナル，委員会議事録，爵位請求文書などのよ



24 イギリス近現代史研究とレファレンス・ブック

うに，主に議会に関連したものである」．ただ，ここに

は多くの私文書も所蔵されており，その中には the

Baverbrook Papers, the Loyd George Papers, the 

Andrew Bonar Law Papersなどが含まれている14.

III 

日本では多くの新しい研究成果が発表されているも

のの，ガイダンス・ブックやレファレンス・ブックに

は必ずしも十分な注意が払われてこなかった．特定分

野についてこれまでどのような研究がなされてきたか，

関連の第一次史料はどこに所蔵されているか，またそ

の史料そのものや史料を生み出した団体の性格はどん

なものであるか，こうした研究準備作業にとって，こ

の種の本は大変有益なものである汽

以下，こうしたレアアレンス・ブックを，セミナー

のテーマに従って紹介したい（中世から近世は除外）．

H.J. Creatonはセミナーを通じて200冊を超える本を

紹介してくれたが，それ以外に筆者が重要と思う本も

付け加えて稿末のリストを作成した．各分野で特に重

要と思われるものについては簡単なコメントをつけた

（彼女には各分野5冊程度の推薦本を選んでもらい，

それらにはアステリスク（＊）を付した）．

BASIC BIBLIOGRAPHIC SOURCES 

歴史研究を始めるにあたっては，どのような先行研

究があるかを調べる必要がある．それには文献目録を

調べるが，更にその前に適切な文献目録を探すための

「書誌の書誌」 bibliographiesof bibliographiesに当

たってみるのが有効である．それに関しては A-1とA

-2 (稿末文献目録，参照．以下同様）が大変有益であ

る．前者は，最も総括的で，権威のある書物である．

同書は歴史以外の社会科学の分野も取り扱っており，

そこで取り上げた文献目録のそれぞれに簡単な説明を

ほどこしている．他方，後者は歴史分野に限定されて

おり，しかもそこでとりあげる文献目録はより選択的

であるが，各項目に付されている解説は前者よりも詳

しく，わかりやすい．もっと広範な分野についての文

献目録が必要ならばA-3~7が参照さるべきである．

定期刊行物の文献目録としては A-14が，歴史分野に

関する雑誌や定期刊行物についての，世界的規模での

情報を与えてくれる．

研究の進展のためには，アップ・デートな研究成果

を知らねばならないが，それにはまずA-9とA-11が

役にたっ．両者とも毎年発行されているが，特に前者

は取り上げられた各項目に短い説明文が付けられてお

り，日本でいえば『史学雑誌』の「回顧と展望」にあ

たるものである．その他には A-17,18, 19, 25が有

効である.A-25は「連合王国内の大学，コレッジ，そ

の他の研究所で現在進行中の研究に関する全国的登録

簿」であり，研究者氏名，研究題目，研究開始・終了

（予定）年月，資金援助団体，それに出版物などの情

報が盛り込まれている．また学位論文を調べてみるの

も最新の研究を知る手がかりになる．歴史学研究所は

毎年，現在進行中の学位論文と提出ずみの学位論文，

各々について著者と論文題名を整理した小冊子を発行

している（計2冊： A-17). これらの集積版がA-18

,.._,20である．

以上のレファレンス・ブックに加えて，実際的な面

で重宝する小冊子として A-27がある．これは各大学，

コレッジ，研究所の歴史研究者のリストであり，イギ

リスの歴史家と連絡をとる場合に役立つ．

TRACING PRIMARY SOURCES 

言うまでもなく，歴史研究にとって一次史料は最も

重要な資料である．それを探すためには，どうしても

レファレンス・ブックが必要となる. B-1とB-2は一

次史料の所蔵を知る上で不可欠な書物である.B-2は

すべての図書館と公共の文書館の住所を教えてくれる

小冊子である.B-1はより総括的で，一次史料に関す

る最も有益なガイドである．各図書館，文書館の所在

地のみならず，それらの歴史的経過や主要所蔵文書，

それに各図書館自身による刊行物などの情報が盛り込

まれている.B-3はすべての地方文書館の所在地を示

す地図を集めたもので，実際にそこを訪れる時に便利

である．また B-13はイギリス以外の国に関するもの

である．

Public Record Officeは日本人研究者にもなじみの

深い文書館であるので，詳しく述べる必要はないであ

ろうが汽最も詳細な文書リストは B-28(マイクロフ

ィッシュ）である．これは三部構成で，第 1部は史料

探索の基礎となる各政府部局の行政史，機能を簡単に

説明したもので，それ自体政府部局についての見取固

を描くのに役立つ．第2部は文書の「クラス・コード」

をアルファベット・番号順に整理しており，これを使

って目的の史料の大分類項を探し，第3部の総括的な

インデックスで目的史料の 「文書番号」を特定する17.

なお，現在このリストには補足版がある.PROの史料

はあまりに膨大であるので，効率的に目的の史料を探

すには，特定分野についてのハンドブックやパンフレ

ットを使うのが有効な手段である.PRO自身が120以

上のテーマについて無料の情報パンフレットを発行し

ているが，その他にも B-30,31やC-52などの出版

物がある．また，公文書（特に議会，政府文書）史料

全般についての基礎知識を得たい場合には， B-14,
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15, 16が参照されるべきである．

ところで， manuscriptsを参照する場合に注意すべ

きことは，そのいくつかは既に刊本として出版されて

いるということである.B-4はそうした刊本史料を探

すための最も総括的で定評のあるガイドであり，一般

的なコレク ションの形や，公的団体及び私的組織によ

ってシリーズの形で刊行された，刊本の史料原文と

calendarsについてのリストである．どうしても man-

uscriptsそのものを見る必要がある場合には， B-7,8 

がその所蔵場所を教えてくれる．

特定テーマについては多くのレファレンス・ブック

が出版されている．それらの中では，少し以前に出版

されたものではあるが B-33,34, 35のシリーズもの

が有益である．また，その他にもテーマやコレクショ

ンごとに，数え切れないくらいのカタログやガイドブ

ックが出版されている．それらをうま く活用すること

も適切な一次史料に到達するための手段となる庄

SOURCES FOR THE 18TH TO 20TH CEN -

TORIES 

特定の時代についても多くのレファレンス・ブック

が出版されている．近現代史の分野で代表的なものに

は，次のようなものがある．

18世紀については C-11がある．それは，印刷物及び

文献目録研究，歴史・社会・経済研究，哲学，科学及

び宗教，文学研究という広範な分野にわたる，アップ・

デートな研究成果を紹介している. 19世紀については

C-19が1976年以前の研究を，また C-21が最新の研

究成果を知らせてくれる.20世紀に関しては C-24が

基礎的なガイドブックとなっている．

一次史料については C-22が有益で，イギリス国内

のmanuscriptsやその他の史料についての，所蔵場所

やその使い方について基礎的情報を与えてくれる．言

うまでもなく，近現代史研究にとって議会史料は大き

な比重を占めるが，これについての最も有名な案内書

はB-19である．同書はその副題に示された三つの側

面について，学生や研究者の手助けをするために書か

れたものであり，また議会議事録についての説明も含

まれている．更に，同じ著者による B-21,22, 23は

議会史料に関して，最も権威のある，かつ最も重要な

書物である汽

センサス報告書は人口，職業，その他の長期的変化

（特にその数量分析）を分析する基礎史料としてよく

利用されている．しかし，そのためには技術的な問題

なども含めて史料の性格をよく理解した上で利用する

ことが必要であろう.B-30-XXIIIは同報告書に関する

最も総括的なガイドで，その歴史的経過や史料の構造

を説明しているし， B-31-1とC-31はそれを使うため

の技術的な情報を与えてくれる．

最後に，歴史上の人物や歴史的事実そのものについ

て調べたい時には， C-4,5, 6やC-32が役に立つ．

LOCAL HISTORY SOURCES 

地方史はとりわけレファレンス・ブックやガイ ドブ

ックが重要な役割を果す分野で，それらを参照するこ

となしには目的の史料に行き着くことすらできない分

野とも言える．そうした意味で，この分野の研究準備

書は特に紹介する価値がある.B-34-XIはこの分野で

の「バイブル」と見なされている．同書の序文からは，

地方諸組織も含み，地方史料についての基礎知識を得

ることができる．それに続いて，本論部分では，地方

史研究に必要不可欠なすべてのテーマ，例えば地方政

府の構造と機能，人口，救貧，産業，教育などなどに

ついての解説が行われ，同時にその関連史料について

説明される．また当然ながら，各テーマについて，詳

しい文献目録が付されている．この本と同種の書物に

は0-4,..,_,7がある.D-5は上述本と同様のテーマを取

り扱っているし， D-7は1961,..___,1971年に雑誌History

に掲載された24本の地方史料に関するショート・ガイ

ドを集めたものであり，上述本よりも更に詳しい文献

目録が紹介されている．

各レベルの地方当局についてのガイドブックは， D-

17,..,.,20に掲げている．特に，最末端の地方組織，パリ

ッシュを扱った D-17は有益で，「パリッシュの歴史を

研究する者にとって役に立つ主要な文書群を示し，こ

れらの文書を解釈する際の手助けを行うための教科

書」となることを意図して書かれている．

「地方史はそれだけを孤立させては書かれえない」，

より広範なコンテクスト（例えば中央政府との関係）

の中に位置づけなければならないという視点も提示さ

れている．こうした観点から，主に PRO所蔵史料を紹

介しながら，中世以来の中央・地方政府関係について

解説しているのが， D-4である．これに関連して，地

方政府の活動で大きな比重を占めた救貧法については，

関連史料とその所蔵場所を地図を交えながら説明して

いる 4冊の小冊子 (C-52)が特に有益である．同書の

「序文」は同時に PRO所蔵の救貧法関係史料のわか

りやすいレファレンスとなっており，同書は地方救貧

法史研究には欠かせない書物となっている竺

旅行記は人々の日常生活を理解するのに便利な史料

であるが，その包括的なレファレンスがD-31である．

また，地図も地方史研究の基礎的ツールであるが， D-

42はイギリスの初期の地医，州の地図，所領・エンク

ロジャー・十分の一税の地図，都市平面図，交通図，
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英国陸地測量部地回，以上について説明している．

特定の地方についての詳細な知識を得たい場合に参

照すべき一種の「百科事典」的な書物として， D-15が

ある．同種は地方史に関する最良のレファレンス・ブ

ックとして国際的な評価を受けてきたものであり，地

方史研究にとって不可欠な書物である．編集作業は

1897年に開始され，これまでに37小,,,について207冊の本

が出版されたが，作業は依然継続中である．

最も詳細に調査しようとすれば，各ストリート毎の

家庭や人名を確定する必要がてでくる．そのための情

報を得るには， F-26を使う．

最後に，特定地方の研究をする場合には，もちろん

その地域に限定されたガイドブックやカタログなどを

利用しなければならないが，イギリスの地方史，家族

史研究の長い伝統の中で，数多くのこの種の出版物が

蓄積されてきている． とりわけ地方史協会によって刊

行されている，歴史に関心を持つ一般の人々を意識し

た，コンパクトで，安価な小冊子はとても有用で，実

際的である庄

NON-BOOK MATERIALS 

「社会史」の隆盛に伴い，非文書史料の重要さが認識

されてきている．映画やテレビのコレクションは現代

史，とりわけ20世紀の戦争史を研究する重要な史料と

なっている. E-3はこの種の資料を所蔵している図書

館やオフィスの歴史，所蔵資料，カタログなどの情報

を伝えてくれる.E-5は音声資料の分野についての同

類書であるが， 489に及ぶ図書館，文書館，博物館をカ

バーしている. E-2は全世界の画像・絵画資料に関す

る総括的なガイドであるが，それは一般博物館，地方

博物館，国立博物館，特殊博物館，この四部に分け，

更にそれぞれについて絵画，建築・考古学，娯楽，映

画，軍事，自然史，写真，宗教，科学・産業・技術，

スポーツ，交通，その他，の各項目毎に説明を行って

いる. E-7は，イギリスの公共保存資料や私的コレク

ションの中に見つけられる地誌図解（絵画，印刷物，

写真）のコレクションを，州毎に整理している．

「オーラル・ヒストリ」は，この分野でとりわけ新た

な，多くの成果を生み出している．我々がオーラル・

ヒストリの方法を語る時には， E.P. Thompsonの名

前を忘れることはできない (E-10). オーラル・ヒスト

リの方法論を論じた書物としては E-12があるが，こ

れは公的，私的な各組織（少年クラブ，労働組合，国

家など）のリーダーたちに焦点をあてている．その他，

オーラル・ヒストリ専門のいくつかの文献目録や雑誌

も出版されている．

BIOGRAPHICAL SOURCES 

人名辞典として最も定評があるのが E-8であるこ

とはいうまでもない．現在， CD-ROMで出版予定の新

版 DNBの編集作業が進行中である． この新シリーズ

には，新人物12000名を含む， 50000名の人物が取り上

げられる予定で，特に次の分野でのカヴァレジの改善

が図られるようである．ビジネス界と労働界の人物，

女性， 20世紀の人物，首都圏以外の著名人，イギリス

人ではないがイギリスで人生の重要な時期を過ごした

人物，イギリス生まれだが主にヨーロッパで暮らし，

そこで重要な役割を果した人物，イギリスヘの短期的

な訪問者であるがイギリス人の生活を観察し，解釈す

る作品を書いた人物，など.DNB以外の人名辞典とし

ては， 18世紀に関しては F-18が利用できるし，

1850~1900年の時期については特別のものがある (F-

19). 

歴史上の人物について詳しく知ろうとすれば，それ

らの人々の伝記を読まなければならないが，適切な伝

記を探すには，「伝記の書誌」bibliographiesof biogra-

phiesを参照しなければな らない.F-1と4は全世界

の著名人についてカバーしており，このためには便利

な書物である、また，遺言書willを利用するのも歴史

上の人物を調べるひとつの方法であるが，それに関し

ては F-50が最も役に立つ．特に長文の序文は遺言書

についての基礎知識を与えてくれる．遺言書自体のリ

ストは小l・I毎に， 1858年の前後で分けて掲載されている．

ORGANISING THESIS 

イギリスでは大学院生や一般研究者向に，勉強の方

法や論文の書き方について説明した本がたくさん出版

されている．その中でも歴史家にとって有益なのは G

-2である．同書は，多くの経験を例として引用しなが

ら，歴史研究に対する考え方の原則を解説したり，研

究上のいろいろな困難を分析している．

歴史研究の作業は学位論文，著作，雑誌論文の執筆

に行き着く．最近では日本人研究者も英語で執筆する

機会が多くなっているが，依然として正確で，読みや

すい英文を書くことは決して簡単なことではない．英

作文力の向上のためには，そのための技術的な解説書

を参考にするのもひとつの手段であろう．そうした書

物として代表的で，版を重ねているものが G-6であ

る．同書は多くの実際に使われた文書を例文として掲

げ，それらを比較することで，読みやすい英文の書き

方を教えている．また，句読点の使い方などの純粋に

技術的な問題については G-11や 12が役に立つ．
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IV 

以上の紹介は完全なものではないし，より本格的な

ガイド・ブックが書誌学者やライブラリアン自身によ

って書かれなければならない．その意味で本稿は，純

粋な紹介に留まっている．しかし，日本ではイギリス

史に関するレファレンス・ブックについて本格的な紹

介書がないという現状を考えたとき，本稿が幾分なり

とも事態の改善に貢献できればと期待している．また，

ここで掲げた文献のうち，果してどれくらいのものが

日本国内に整備されているのか全くわからないが，歴

史研究の基礎的ツールとして，できるだけ多くのレフ

アレンス・ブックが整備されることを望むとともに，

西洋史研究の「国際化」にとってそれらが不可欠の書

物であることの認識を高めていくことが必要であろう．

今回のセミナーからは歴史研究の基礎作業について

貴重なことを学んだ．ロンドンを訪れる日本人歴史研

究者が決して少なくないという状況の中で，できるだ

け多くの方に，とりわけ若い歴史研究者に，このセミ

ナーに参加していただきたいと思うし，またそれは H.

J. Creaton自身からのメッセージでもある．

最後に，彼女のセミナーと彼女自身が調べた文献を

紹介することを快く許可していただき，またお忙しい

中，い くつかの助言までもいただいた H.J.Creaton 

に心からお礼を申し上げたい．

NOTES 

1 ここでいう「レファレンス・フック」 reference

booksとは，書誌bibliographiesのみならず，辞

典，辞典，年鑑，年表，地図などを含めた広い意味

での参考図書を指す．研究一般におけるこの種の本

の使い方については，斉藤・佐野・甲斐編『文献を

探すための本』（日本エデイタースクール出版， 1989

年）を参照されたい．

2 The Centre for Metropolitan Historyは1987年

に創設され，開闊以来現在までのロンドンの発展や

性格についての研究を促進し，ロンドンについての

理解を広めること，またロンドンの歴史を他の首都

の歴史と比較研究しようとする研究所である．同研

究所はこれまでに多くの成果を公表してきたが，現

在進行中の研究プロ ジェクトには次のようなものが

ある.Social and Economic Study of Medieval 

London; Feeding the City: London's Impact on 

the Agrarian Economy of Southern England, c. 

1290-1400 ; The Growth of the Skilled Workforce 

in London, 1500-1750 ; From Craft to Industry・ 

London's Scientific Instrument Maker's Work-

shop, 1780-1820, etc. 詳しくは H.J.Creatonの業

績の 5), 13)を参照．

3 彼女の主要な仕事としては次のようなものがある．

1) Writing on BガtishHistory, 1958-74 (8vols., 

1977-86) 

2)'A Supplement to the London inhabitants list 

of 1695', Guidhall Studies in London History, 

II, 1976. 

3)'Bibliography of printed works on London 

history to 1939'. Book Trade History Group 

Newsletter, no. 8, 1989. 

4)'Research in progress on London history', 

London Journal, X III-(1), 1987-88 

5_)'Centre for Metropolitan History', London 

Topographical Record, XX VI, 1990. 

6)『イギリス法史資料』（平松共著，敬文堂， 1989)

7)'Starting research in medical history : prepar-

ing the ground', Social History of Medicine, III, 

1990. 

8)'Quarter session records', Early Modern 

History, I -no. 1, 1991. 

9)'Probate inventories', Early Modern History, 

I -no. 2, 1992. 

10)'Early newsletter', Early Modern History, I -

no. 3, 1992. 

11) with J. Gibson, Lists of Londoners, (FFHS, 

1992) 

12)'A local history database : the bibliography 

of printed works on London history', ASSIG-

nation : ASLIB Social Sciences Information 

Group Newsletter', X I , no. 1, 1993. 

13) Bibliography of Printed Works on London 

History to 1939, (Library Association Publish-

ing, 1994). 

とりわけ， 13)の仕事は重要で， 1939年までの

ロンドンの歴史に関する歴史研究についての本格

的な文献目録である (22000項目が取り上げられて

いる）．なお，彼女は現在1940年以降の時期につい

ての文献目録を作成中である．

4 Leaflet,'National Register of Archives' 

5 すべての出版物は HMSOから出版されている．

W. E. Gladstone I : Autobiographica (ed. by J. 

Brooke, and M. Sorensen, 1971). 

W. E. Gladstone II: Autobiographical memo-

randa 1832-1845 (ed. by do., 1972). 
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W. E. Gladstone III: Autobiographical memo-

randa 1845-1866 (ed. by do., 1978). 

W. E. Gladstone IV: Autobiographical memo-

randa 1868-1894 (ed. by do., 1981). 

Wellington I : Political Correspondence 1833-

November 1834, (ed. by J. Brooke and J. Grandy, 

1976). 

Wellington II: Political Correspondence 

November 1834-April 1835, (ed. by R. J. Olney 

and J. Melvin, 1986). 

Palmerston I : Correspondence with Sir George 

Villers (afterwards fourth Earl of Clarendon) as 

ministers to Spain 1833-1837 (ed. by R. Bullen 

and F. Strong, 1985). 

6 Annual Review. Accessions to Repositoガesand 

Reports added to the National Register of Ar-

chives. 

7 Reports to the Crown : Twenty-seventh Report 

1982-1990 (1992). Record Repositories in Great 

Britain : A Geographical Directory (9ed. rev., 

1992). Surveys of Historical Manuscripts in the 

United Kingdom (1989). 

8 Papers of BガtishCabinet Ministers 1782-1900 

(1982). The Manuscript Papers of British Scien-

tists 1600-1940 (1982). 

Guide to the Location of Collections described 

in the Reports and Calendars Series 1870-1980 

(1982). 

Private Papers of British Diplomats 1782-1900 

(1982). 

Private Papers of British Colonial Governors 

1782-1900 (1986). 

Papers of British Churchmen 1780-1940 

(1987). 

Papers of British Politicians 1782-1900 (1989). 

Records of BガtishBusiness and Industry 1760 

-1914 : Textiles and Leather (1990). 

9 このシリーズは1870年に刊行開始され，624の私有

文書コレクションについて238巻が刊行されている．

最近の出版物には次のものがある．

Salisbury (Cecil) XX I V: Manuscripts of the 

Marquess of Salisbury: Addenda 1605-1668 

(ed. by G.D. Owen, 1976). 

Bath V: Manuscripts of the Marquess of 

Bath: Talbot, Dudley and Devereux Papers 1533 

-1659 (ed. by do., 1980). 

Downshire VI: manuscripts of the Marquess of 

Devonshire : Papers of William Trumbull the 

elder, September 1614-August 1616 (ed. by do., 

1988) 

Downshire VI.-manuscガPtsof the Marquess of 

Devonshire : Papers of William Trumbull the 

elder, September 1616-December 1618 (in prepa-

ration). 

Finch V: Papers of Daniel Finch, 2nd Earl 

of Nottingham, 1963 and Secret Service Papers 

1691-1693 (in preparation) 

10 Leaflet,'Lambeth Palace Library' 

11 [Manuscript] 

H.J. Todd, A Catalogue of the Archepiscopal 

Manuscripts in the Library at Lambeth Palace 

(1812 ; MSS 1-1221). 

M. R. James, A Descriptive Catalogue of Manu-

scripts in the Library of Lambeth Palace. The 

Medieval Manuscripts (1932 : Medieval MSS). 

J. S. Brewer and W. Bullen ed., Calendar of the 

Carew manuscripts Preserved in the Archepiscopal 

Library at Lambeth (1867-73: MSS 596-638). 

J. E. Sayers, Original Papal Documents in the 

Lambeth Palace Library : A Catalogue (1967 : 

MSS 643-4). 

Index to the Papers of Antony Bacon (1558-

1601) in Lambeth Palace Lirary (MSS 647-662), 

(1974). 

C. Jameson, rev. by E. G. W. Bill, A Calender of 

the Shrewsbury and Talbot Papers in the Lambeth 

Palace~ibrary and the College of Arms, Vol. 1 . 

Shrewsbury MSS in Lambeth Palace Library (MSS 

694-710), (1966). 

D. M. Owen, A Catalogue of Lambeth Manu-

scripts 889 to 901 (Carte Antique et Miscellanee), 

(1968). 

J. Houston, Catalogue of Ecclesiastical Records 

of the Commonwealth 1643-1660 in the Lambeth 

Palace Library, (1968: MSS 902-22c, 944-50, 966-

102lf, 1800). 

E.G. W. Bill, A Catalogue of Manuscガptsin 

Lambeth Palace Library, MSS. 1222-1860 (1972). 

Do., Catalogue of the Papers of Roundell 

Palmer (1812-1895) : First Earl of Selborne 

(1967 : MSS 1861-1906). 

Do., A Catalogue of Manuscガptsin Lambeth 

Palace Library, MSS. 1907-2340 (1967). 

Do., A Catalogue of Manuscripts in Lambeth 
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Palace Library, MSS. 2341-3119 (1983). 

Do., The Queen Anne Churches; A Catalogue 

of the Papers in Lambeth Palace Library of the 

Commission for Building Fifty New Churchs in 

London and Westminster 1711-1759 (1979 

MSS 2690-2750). 

G. R. Batho, A Calendar of the Shrewsbury and 

Talbot Papers in the Lambeth Palace Library and 

the College of Arms : vol. II: the Lambeth Palace 

Library and the College of Arms, (1971: MSS. 

3192-3206) 

[Archives] 

<Archibishops'Papers〉

J.E. Sayers and E. G. W. Bill, Calender of the 

papers of Charles Thomas Longley, Archbishop of 

Canterbury 1862 -1868 in Lambeth Palace 

Library, (1976) 

N. R. A., Letters and Papers of Archibald 

Campbell Tait, Bishop of London 1856-1868 

Index (1968) 

Index to he Letters and Papers of Edward 

White Benson, Archbishop of Canterbury 1883-

1896 in Lambeth Palace Library (1980). 

M. Barber, Index to the Letters and Papers of 

Frederick Temple, Archbishop of Canterbury 

1896-1902 in Lambeth Palace Library (1975). 

<Archbishops'Registers〉J.C. Smith, Index of 

Wills recorded in the Archiepiscopal Registers at 

Lambeth Palace (1919). 

<Court of Arches〉J.Houston, Index of Cases in 

the Records of the Court of Arches at Lambeth 

Palace Library 1660-1913 (1972; Index Library 

No. 85). 

<Faculty Office〉D.S. Chambers, Faculty Office 

Registers 1534-1549 : A Calendar (1966). G. E. 

Cokayne and E. A. Fry, Calendar of Marriage 

Licences issued by the Faculty Office 1632-1714 

(1905 : Index Library, vol. 33). 

<Fulham Papers〉W.W.Manross, The Fulham 

Papers in the Lambeth Palace Library: American 

Colonial Section : Calendar and Indexes (1965) 

<S. P. G. 〉W.W.Manross, S. P. G. Papers in the 

Lambeth Palace Library : A Short Catalogue 

(1965) 

〈Temporalites〉J.E. Sayers, Estate Documents at 

Lambeth Palace Library : A Short Catalogue 

(1965) 

<Vicar General〉

C.H. W. Dunkin, (ed. by C. Jenkins and E. A. 

Fry), Index of the Act Books of the Archbishops 

of Canterbury 1663-1859 (1929, 1938: Index 

Library vols. 55, 63) 

J. L. Chester (ectracted), (ed, by G. J. Ar-

mytage), Allegations for Marriage Licenses issued 

by the Dean and Chapter 1558 to 1699; also, for 

those issued by the Vice-General of the Arch-

bishop of Canterbury 1660 to 1679 (Harleian 

Society, vol, 23). 

G. J. Armytage (ed.), Allegations for Marriage 

Licenses issued by the Vice-General of the Arch-

bishop of Canterbury 1660 to 1668 (Harleian 

Society, vol, 33) 

Do. (ed.), Allegations for Marriage Licenses 

issued by the Vice-General of the Archbishop of 

Canterbury 1669 to 1679 (Harleian Society, vol, 

34). 

Do. (ed.), Allegations for Marriage Licenses 

issued by the Vice-General of the Archbishop of 

Canterbury July 1679 to June 1687 (Harleian 

Society, vol, 30). 

Do. (ed.), Allegations for Marriage Licenses 

issued by the Vice-General of the Archbishop of 

Canterbury July 1687 to June 1694 (Harleian 

Society, vol, 31). 

J. Foster, Index to the Testamentary Records of 

the Deanery of the Arches in Lambeth Palace 

Library (in preparation). 

12 Pamphlet,'Guidhall Library: Brief Guide'. コレ

クションの詳細は以下の出版物から知ることができ

る．

P. E. Jones & R. Smith, A Guide to the Records 

in the Coゅorationof London Records Office and 

the Guildhall Library Monument Room (English 

Universities Press, 1951) 

Catalogues of the Guildhall Library of the City 

of London (1889) 

Guildhall Library Research Guide Series 

No. 1 A Guide to Genealogical Sources in Guild-

hall Library (by R. Harvey, 3rd ed. 1988) 

No. 2 The British Overseas (by G. Yeo, 2nd ed. 

1989) 

No. 3 City Livery Companies and Related Or-

ganisations : A Guide to their Archives in Guild-

hall Library (3rd ed. 1989) 
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No. 4 City of London Parish Registers : A 

Handlist of Parish Registers, Register Transcripts 

and related Records at Guildhall Library (rev. ed. 

1990) 

No. 5 Greater London PaガshRegisters : Regis-

ters of Church of England Paガshesoutside the 

City of London, Non-parochial Registers, Regis-

ters of Foreign Denominations, Burial Grounds 

and Marriage Documents (6th rev. ed. 1990) 

No. 6 A Handlist of Non-conformist, Roman 

Catholic, Jewish and BuガalGround Registers at 

Guildhall Library (2nd rev. ed. 1993) 

Guildhall Library Research Guides Supplemen-

tary Series 

No. 1 A Guide to Archives and Manuscripts at 

Guildhall Library (by J. Bullock-Anderson, C. 

Clubb & J. Cox, 2nd ed. 1990), 

No. 2 A Hand list of Business Archives at 

Guildhall Library (by J. Bullock-Anderson, 2nd 

ed. 1991) 

The Gresham Music Library Catalogue ; A List 

of Printed Books in the British Isles and English 

Books PガntedAbroad Before 1701 in Guildhall 

Library, 2 vols 

A. Cox, Sources for the Study of Public Hous-

ing: A London Archive Guide (1993) 

13 Leaflet, Imperial War Museum,'Guide to 

Research Facilities' 

14 Pamphlet,'The House of Lords Record Office 

General Imformation'所蔵文書の詳細については

次の文献から知ることができる.M. F. Bond, Guide 

to the Records of Parliament (1971, HMSO), do., 

A Short Guide to the Records of Parliament 

(1980), Historical Manuscripts Commission, 

Reports 1-14 (include list of House of Lords MSS, 

1498-1693), The Manuscripts of the House of 

Lords 1698-1718 (12 vols), H. S. Cobb, Guide to 

the HistoガcalCollections of the 19th and 20th 

Centuries preserved in the House of Lord Record 

Office (HLRO, 1978), HLRO memoranda, 1-74. 

Do.,'Source for Economic History amongst the 

Parliamentary Records in the House of Lords 

Records Office, EcHR ., vol. XIX, 1966. 

15 日本においても歴史学入門の類の本が多く出版さ

れ，また各国史の入門書も出版されている．そうし

た本では研究文献そのものは詳しく論じているが，

書誌自体や文書館案内書にそれほど注意が払われて

いるわけではない．その中で，西川正雄編『ドイツ

史研究入門』（東大出版会， 1984年）は，この面にも

十分配慮しており，類書の中では出色のものといえ

る．また法律関係については，板寺一太郎『法学文

献の調べ方』（東大出版会， 1978年）が包括的であ

る．レファレンス・ブックの重要性については H.J.

Creatonの仕事 7) を参照．

16 日本における PRO紹介としては次のものがある．

塚本孝「閲覧者として見た英米の国立公文書館」，『国

立国会固書館月報』No.360 (1991年3月）：長谷川伸

三「英国パブリック・レコード・オフィス」，『地方

史研究』221号 (1989年）：清水元編『文献解題36 英

国国立公文書館の日本・東南アジア関係史料』（アジ

ア経済研究所， 1992年）．より詳しく PROを知るに

は，稿末リスト B-26,27を参照．

17 この「文書番号」がわかっていれば，日本からで

もエージェントを通じてフォトコピーを取り寄せる

ことができる．ただし，このエージェントの手数料

はそれほど安くないので，コピー代とあわせると費

用はかなり高額になる．

18 例えば，次のようなものがある．

J. Percival (ed.), A guide to Archives and 

Manuscripts in the University of London. 

University of Warwick Library, [Occasional 

Publications (series, University of Warwick)] 

No. 2 Guide to the Modern Records Centre, 

University of Warwick Library (by R. Storey & J. 

Druker) 

No. 3 Taff Vale Case: A Guide to the ASRS 

Records (by C. Woodland & R. Storey, 1978) 

No. 4 The Osborne Case Papers & other Records 

of the Amalgamated Society of Railway Servants 

(by C. Woodland & R. Storey, 1978), 

No. 6 Trade Union & Related Records (6th edn., 

by J. Benett, A. Tough & R. Storey, 1991) 

No. 11 The First Labour Correspondence & the 

Board of Trade Library (by J. Bennett, M. Can-

nons & R. Storey, 1983) 

No. 14 Consolidated Guide to the Modern 

Records Centre (by R. Storey & A. Tough, 1986) 

No. 18 Employers'and Trade Associations' 

History (by L. Smallbone & R. Storey, 1992). 

19 議会資料や政府文書については，日本でもよく知

られており，いくつかのガイドブックや論文が公刊

されている．その中でも，竹島武郎『イギリス政府・

議会文書の調べ方』（丸善， 1989年）と国立国会図書

館調査及び立法考査局法令議会資料課（諸氏）「世界
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の議会資料・法令資料 イギリス(l),...__,(14)」『国立国会

図書館月報』No.385-404 (1993年 4月,...__,1994年11月）

が総括的である．また，日本における資料の所蔵場

所を知るには国立国家図書館編『国立国会図書館蔵

外国法令・議会資料目録』（紀伊国屋書店， 1990年）

や東京大学附属図書館編『全国国立大学所蔵 大型

コレクション総合目録』 (1991年）が役に立つ．

20 この「序文」の他に， K.M. Thompson,'Sources 

for the New Poor Law in the Public Record', 

Journal of Regional and Local Studies, 7-l (1986) 

も有用である．

21 詳細については， CurrentPublications by Mem-

ber Societies (FFHS, 1992)を参照

REFERENCE BOOKS LIST 

Abbreviation 

BL : British Library 

FFHS : Federation of Family History Society 

IHR : Institute of Historical Research 

PRO : Public Record Office 

A: BASIC BIBLIOGRAPHIC SOURCES 

General 

BRA : British Record Association 

HA : Historical Association 

IUP: Irish University Press 

RHS : Royal Historical Society 

A-1 * Day, A & J.M. Harvey (ed), Walford's Guide to Reference Material, vol. 2: the Social and Historical Sciences, 

Philosophy and Religion, (Library Association, 5th edn., 1990) 

A-2* Fritze, R.H., Coutts, B. E. & Vyhnanek, L.A., Reference Sources in History : An Introductory Guide, (ABC-CLIO, 

1990) 

A-3 Godlin, E. M, ASLIB Directory : Information Sources in the Social Science, Medicine and the Humanities, 4th edn. 

vol. 2, (ASLIB, 1980) 

A-4 Downs, R. L., British and Irish Library Resources : A Bibliographical Guide, (Mansell, 1981) 

A-5 ASLIB, Going Online, (8th edn., 1989) 

A-6 BL, General Catalogue of Printed Books; Catalogue of the Newspaper Library, Colindale, 8vols., (British Museum 

Publication, 1975) 

A-7 Council of British National Bibliography, British National Bibliography, (BL, 1951-) 

A-8 International Committee of Historical Sciences, International Bibliography of HistoガcalScience, (K. G. Saur, 1926 

ー）

A-9 HA, Annual Bulletin of Historical Literature, (Blackwell, 1911-) 

A-10 American Bibliographical Centre, Historical Abstracts : Bibliography of the World's HistoガcalLiterature (CD-

ROM available), (ABC-CLIO, 1955-) 

A-11 IHR, Wガtingson British History: 1901-74 (annually), (IHR, 1900-1974) 

A-12 RHS, Annual Bibliography of Bガtishand Irish History, (annually, from 1975: previous A-11), (Oxford UP, 1975 

ー）

A-13 Modern Humanities Research Association, Annual Bibliography of English Language and Literature, (W. S. 

Mary & Son, 1920-) 

Periodicals & Newspapers 

A-14* Boehm, E. H., Pope, B. H. & Ensign, M. S. (ed),、HistoricalPeriodicals Directory, 5 vols. (ABC-CLIO, 1981-84) 

A-15 Stewart, J. R., Hammond, M. E. & Saenger, E., British Union Catalogue of Periodicals; A Record of the 

Periodicals of the World from the Seventeenth Century to the Present Day in BガtishLibraries, (BUCOP), 4 vols. ; + 

supplement, (BL, 1955-62) 

A-16 BL, Current Periodicals List, (British Museum Publication, currently) 

Dissertation & Current Research 

A-17* IHR, Historical Research for University Degrees in the U. K. : I Thesis in progress/ II Thesis completed, (IHR, 
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annually) 

A-18* Jacobs, P. M., History Theses 1901-70 (IHR, 1976) 

A-19* Horn, J.M., History Theses 1971-80 (IHR, 1984) 

A-20* Horn, J.M., History Theses 1981-90 (IHR, 1994) 

A-21 Bell, S. P., Dissertations on British History, 1815-1914 : An Index to British and American Theses, (Scarecrow 

Pr., 1974) 

A-22 Kaehl, W. F., Dissertations in History: An Index to Dissertations completed in History Departments of United 

States and Canadian Histories ; 3 vols 1873-1960 ; 1961-June 1970 ; 1970-1980, (ABC-CLIO, 1965, 1972, 1985) 

A-23 Gilbert, V. F., The Labour and Social History Theses: American, Britain and Irish University Theses and 

Dissertations in the fieds of British and Irish Labour History presented between 1900 and 1978, (Mansell, 1982) 

A-24 Gilbert, V. F. & P. S. Tatla, Immigrants, Minorities and Race Relations: A Bibliography of theses and disserta-

tions presented at British and Irish Universities 1900-1981, (Mansell, 1984) 

A-25* BL, Current Research in Britain : the Humanities/ Social Science, (Longman, 8th ed., 1993) 

A-26 The Wellcome Institute for the History of Medicine, Current Work in the History of Medicine, (WIHM, 

currently) 

Others 

A-27 IHR, Teachers of History, (IHR, annually) 

B: TRACING PRIMARY SOURCES 

General 

B-1 * Foster, J. & Sheppard, J., British Archives : A Guide to Archive Resources in the United Kingdom, (Macmillan, 

2nd edn., 1989) 

B-2* Historical Manuscript Commission, Record Repositories in Great Britain : A Geographical Directory, (HMSO, 9th 

edn. 1991) 

B-3 Gibson, J. S. W., Record Offices: How to Find Them, (FFHS, 4th edn. 1987) 

B-4* Mullins, E. L. C., Texts and Calendars, 2 vols, (RHS, 1958, 1983) 

B-5 Fryde, F. B., D. E. Greenway, S. Porter & I. Roy, Handbook of British Chronology, 3rd edn. (RHS 1986) 

B-6 I ndex to NIDS: National Inventory of Documentary Sources (on CD-ROM), (Chadwyck-Healey, 1993) 

B-7 Historical Manuscript Commission, Historical Manuscript Commission Reports, (HMSO, currently) 

B-8 Royal Commission on Historical Manuscripts, Surveys of Historical Manuscript in the United Kingdom, (HMSO, 

1989) 

B-9 Nickson, M.A. E., The British Library: Guide to the Catalogue and Indexes of the Department of Manuscripts, 

(BL, 1982) 

B-10 BL, Index of Manuscripts in the British Library, 10 vols, (Chadwyck-Healey, 1989) 

B-11 Munro, D. J. (comp.), Microforms for Historians (on fiche), (IHR, 1990, 2nd edn, 1994) 

B-12 Young, J., Local Record Sources in Print and in Progress 1972-76, (HA, 1985) 

B-13 Archivum, International Directory of Arch切es,(Presses Universitares de France, 1975) 

Government Publications 

B-14 Olle, J. G., An Introduction to British Government Publications, (Association of Associated Libraries, 1965, 2nd 

1973) 

B-15 Galbraith, V. H., Introduction to the Use of the Public Records, (Oxford UP, 2nd edn., 1952) 

B-16 Rodgers, F., Guide to British Government Publications, (H. W. Wilson Company, 1980) 

B-17 Bond, M., Guide to the Records of Parliament, (HMSO, 1971) 

B-18 Government and Society in the Nineteenth Century: Commentaries on British Parliamentary Papers (series), 

(IUP, 1973-) 

I Monetary & Financial Policy, (by F. Fetter & D. Gregory, 1973) 

II Industrial Relations, (by P. S. Bagwell, 1974) 
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Ill Population and Emigration, (by D. V. Glass & P.A. M. Taylor, 1976) 

N Education, (C. Fox & others, 1977) 

V Crime and Law in Nineteenth Century Britain, (by W.R. Cornish, & others, 1978) 

VI Aspects of Government in Nineteenth Century (by V. Cromwell, & others, 1978) 

33 

B-19* Ford, P. and Ford, G., A Guide to Parliamentary Papers: 加 atThey Are, Where to Find Them, How Use 

Them, (IUP, 1972) 

B-20 Ford, P. and Ford, G. Hansard's Catalogue and Breviate of Parliamentary Papers 1696-1834, (IUP, 1953) 

B-21 Ford, P. and Ford, G., A Breviate of Parliamentary Papers 1900-1916, (Blackwell, 1957) 

B-22 Ford, P. and Ford, G., A Breviate of Parliamentary Papers 1917-1939, (Blackwell, 1951) 

B-23 Ford, P. and Ford, G., A Breviate of Parliamentary Papers 1940-1954, (Blackwell, 1961) 

B-24 Ford, P. and Ford, G., Select List of Parliamentary Papers 1833-1899, (IUP, 1969) 

B-25 Ford, P. Ford, G. and Marshallsay, D., Select List of British Parliamentary Papers 1955-64, (IUP, 1970) 

PRO 

B-26 Martin, G. H. & Spufford, P. (ed.), The Record of the Nation : the Public Record Office 1838-1988, the British 

Record Society 1888-1988, (Boydell, 1990) 

B-27 Cantwell, J. D., The Public Record Office 1838-1958, (HMSO, 1991) 

B-28* PRO, Current Guide (fiche, 17 vols+supplement), (HMSO, currently) 

B-29 PRO, Guide to the Contents of the Public Record Office, (HMSO, 1963, 1968) 

vol. 1 Legal Records, : vol. 2 State Papers and Departmental Records, : vol. 3 Documents Transformed 1960-1966 

B-30 PRO Handbook (series), (HMSO, 1954-) 

I Guide to Seals in the Public Record Office, (2nd edn. 1968) 

II Domesday Re-bound, (1954) 

Ill The Records of the Colonial and Dominions Office, (by R. B. Pugh, 1964) 

N List of Cabinet Papers 1880-1914, (1964) 

V Shakespeare in the Public Records, (1964) 

VI List of Papers of the Committee of Imperial Defence to 1914, (1964) 

VII List of Documents relat切gto the Household and Wardrobe, John to Edward I, (1964) 

VIII List of Colonial Office Confidential Print to 1916, (1965) 

IX List of Cabinet Papers 1915 and 1916, (1966) 

X Classes of Departmental Papers for 1906-1939, (1966) 

XI The Records of the Cabinet Office to 1922, (1966) 

XII The Records of the Forfeited Estates Commission, (1968) 

XIII The Records of Foreign Office 1782-1939, (1969) 

XN Records of Interest to Social Scientists 1919 to 1939 : Introduction, (by B. Swann, B. & M. Turnbull, 1971) 

XV The Second World War : A Guide to Documents in the Public Record Office, (by J. D. Cantwell, 1972, rev. edn. 

1993) 

XVI Records of Interest of Social Scientists: Unemployment Insurance 1911 to 1939, (by B. Swann & M. Turnbull, 

1975) 

XVII The Cabinet Office to 1945, (by S.S. Wilson, 1975) 

躙 Recordsof Interest to Social Scientists 1919 to 1939 : Employment and Unemployment, (by B. Swann & M, 

Turnbull, 1978) 

XIX Tracing Your Ancestors in the Public Record Office (by J. Cox & T. Padfield, 4th edn., 1990) 

XX Records of General Eyre, (by D. Crook, 1982) 

XXI The Court of Star Chamber and its Records to the Reign of Elizabeth l, (by J. A. Guy, 1985) 

XXII National Records for Genealogists, (by N. A. M. Rodger, 1988) 

* XXIII Making Sense of the Census : the Manuscript Returns for England and Wales 1801-1901, (by E. Higgs, 1989, 3rd 

edn., 1991) 
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XXIV English Sheriffs to 1154, (by J. A. Green, 1990) 

XXV Development of the Welfare State 1939-1951: A Guide to Documents in the Public Records Office, (by A. Land, 

R. Lowe & N. Whiteside, 1992) 

XXVI Economic Planning 1943-1951: A Guide to Documents in the Public Record Office (by B. W. E. Alford, R. Lowe 

& N. Rollings, 1992) 

B-31 PRO Readers'Guide (series), (PRO, 1992-) 

I Making Use of the Census, (by S. Lumas, 1992) 

II Army Records for Family Histoガans(by S. Fowler, 1992) 

B-32 PRO (ed. by P.A. Penfold), Maps and Plans in the Public Record Office: vol. 1, British Isles 1410-1860 ; vol. 

2 America and West Indies; vol. 3 Africa, (HMSO, 1967) 

Specific Theme 

B-33* B. R. A. Archives and the User series, (BRA, 1970-) 

I The Records of the Established Church in England excluding Parochial Records, (by D. M. Owen, 1970) 

II Indexing for Editors, (by R. I. Hunnisett, 1972) 

Ill Sources of the History of Houses, (by J. Harvey, 1974) 

N Editing Records for Publication, (by R. I. Hunnisett, 1977) 

V ManoガalRecords, (by P. D. A. Harvey, 1984) 

VI IガshHistory from 1700 : A Guide to Sources in the Public Record Office, (by A. Prochaska, 1986) 

VII Materials for the Local and Regional Study of Schooling 1700-1900, (by W. B. Stephens & R. W. Unwin, 1987) 

VllI Sources for the History of English Nonconformity 1660-1830, (by M.A. Mallet, 1991) 

B-34 Sources of History series: Studies in the Use of Historical Evidence, (Rodger & Stoughton, 1969-) 

I England 1200-1640, (by G. R. Elton, 1969, 1976, CambridgeUP) 

II Historical Demography, (by T. H. Hollingsworth, 1969) 

Ill Great Britain since 1914, (by C. L. Mowat, 1971) 

N Medieval Wales, (by I.Jack, 1972) 

V Early Christian Ireland : An Introduction to the Sources, (by K. Hughes, 1972) 

VI The Western European Powers 1500-1700, (by C.H. Carter, 1971) 

VII Law and Politics in the Middle Ages : An Introduction to the Sources of Medieval Political Ideas, (W. Ullmann, 

1975) 

VllI The United States 1789-1890, (by W.R. Brock, Cambridge UP, 1975) 

IX Sources for the History of Science 1660-1914, (by D. Knight, 1975) 

X Scotland from the Eleventh Century to 1603, (by B. Webster, 1975) 

* XI Sources for English Local History, (by W. B. Stephens, Manchester UP, 1973, rev. 1981) 

XII Sources for US History: Nineteenth Century Communities, (by W. B. Stephens, Cambridge UP, 1991) 

B-35 Historical Association Pamphlets (series), (HA) 

General Series (1945-)/ Helps for Students of History 

C: SOURCES FOR THE 18TH TO 20TH CENTURIES 

General 

C-1 Bloch, C., and Renouvin, P., Guide de l'etudiant en historie moderne, (Presses Universitaires de France, 1973) 

C-2 Gerin, P., Nouvelle initiation a la documentation ecrite de la periode contemporaine, (Libraire universitaire Fernand 

Gothier, 1982) 

C-3 Williams, N., Chronology of the Modern World: 1763 to the present time, (Barnes & Rackliffe, 1966, rev. 1975 

Penguin) 

C-4 * Keesing's Record of World Events, (formerly Keesing's Contemporary Archives), (Longman, 1931---) 

C-5 W妬taker'sAlmanac, (1868--) 

C-6 Annual Register, (1758-) 
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C-7 Bidwell, R. L., Currency Conversion Tables : A Hundred Years of Change, (Rex-Collings, 1970) 

C-8 Mackie, T. T. & Rose, R., The International Almanac of Electoral History, (Macmillan, 1974, 3rd edn., 1991) 

C-9 Westergaard, J. & others, Modern British Society : A Bibliography, (F. Pinter, 2nd ed., 1977) 

C-10 Economic History Review, (no. 4, every year) 

Specific Periods 

[18th century, or from 18th century J 

C-11 * The 18th Century: A Current Bibliography, (AMS Press, 1975-) 

C-12 Pargellis, S. & Medley, D. J., Bibliography of BガtishHistory : the 18th century, (Oxford UP, 1977) 

C-13 Smith, R. A., Late Georgian and Regency England 1760-1837, (Cambride UP, 1984) 

C-14 Brown, L. M. & Christie, I. R., Bibliography of BガtishHistory 1789-1851, (Oxford UP, 1977) 

[19th century, or from 19th century] 

C-15 Batts, J. S., BガtishManuscript Diaries of the 19th century : An Annotated Listing, (Fontwell, 1976) 

C-16 Cobb, H. S., Guide to the HistoガcalCollections of the 19th and 20th centuries preserved in the House of Lords 

Record Office, (House of Lords Record Office, 1978) 

C-17 Propas, S. W., Victorian Studies :、AResearch Guide, (Garland, 1992) 

C-18 Nicholls, D., Nineteenth Century Britain 1815-1914, (Dawson Archon Books, 1978) 

C-19 Hanham, H.J., Bibliography of British History 1851-1914, (Oxford UP, 1976) 

C-20 Altholz, J. L., Victorian England 1837-1901, (Cambridge UP, 1970) 

C-21 Victorian Studies (no. 4, every year) 

C-22* Storey, R. A. & Madden, L., Primary Sources for Victorian Studies: A Guide to-the Location and the Use of 

Unpublished Materials, (plus updating, 1987), (Phillimore, 1977) 

[20th century] 

C-23 Havinghurst, A. F., Modern England 1901-84, (Cambridge UP, 2nd ed., 1987) 

C-24 Mowat, C. L.,-see B-34 

C-25 Catterall, P., British History 1945-87 : A Bibliography, (Blackwell, 1990) 

C-26 Cook, C. & others, Sources in BガtishPolitical History 1901-51, (Macmillan, 1975-78) 

C-27 Cook, C. & Walber, D., The Longman Guides to Sources in Contemporary History: 1 Organisations and Societies, 

2 Individuals, (Longman, 1992) 

British Parliamentary Papers: see Government publications in B. 

Census 

C-28 Office of Population Censuses and Surveys, Guide to Census Reports: Great Bガtain1801-1966, (HMSO, 1977) 

C-29 Higgs, E.: see B-30-XXIII 

C-30 Lumas, S.: see B-31-1 

C-31 Mclaughlin, E., The Censuses 1841~1881: the use and interpretations, (FFHS, 3rd edn., 1985) 

Statistics 

C-32 Mitchell, B. R. & Deans, P., Abstract of British Historical Statistics, (Cambridge UP, 1962) 

C-33 Mitchell, B. R., British Historical Statistics, (Cambridge UP, 1988) 

C-34 Mitchell, B. R., European HistoガcalStatistics 1750-1975, (Macmillan, 2nd edn., 1980) 

C-35 Maunder, W. F. (ed), Reviews of United Kingdom Statistical Sources, 25 vols, (Pergamon Press, 1974-1988) 

C-36 Mort, D. & Siddle, L. (Univ. of Warwick), Sources of Unofficial United Kingdom Statistics, (Gower, 1985) 

Periodicals & Newspapers 

C-37 Vann, J. D. & Van Arsdel, R. T., Victorian Periodicals: A Guide to Research, (Modern Language Association of 

America, 1978) 

C-38 Houghton, W. E. (ed.), The Wellesley Index to Victorian Periodicals 1824-1900, 5vols., (University of Toronto, 

1987) 

C-39 BL, Bibliography of BガtishNewspapers, (BL, 1982) 

C-40 Wolfe, M., North, J. S. & Deering, D., The Waterloo Directory of Victorian Periodical, (Wilfrid Laurier UP, 1977) 
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C-41 Linton, D. & Boston, R., The Newspapers Press in Britain : An Annotated Bibliography, (Mansell, 1987) 

C-42 Index to the Times 

Specific Theme 

C-43 Chaloner, W. H. & Richardson, R. C., Bibliography of British Economic and Social History, (Manchester UP, 1984) 

C-44 Aldcroft, D. H. & Rodger, R., Bibliography of European Economic and Social History, (Manchester UP, 1984) 

C-45 McCloskey, D. N. & Hersh, G. K. Jr., A Bibliography of Historical Economics to 1980 (Cambridge UP, 1990) 

C-46 Engeli, C. & Matzerath, H. (ed), Modern Urban History Research in Europe, USA and japan: A Handbook, 

(BERG, 1989) 

C-47 Sutcliffe, A., The History of Urban and Regional Planning: A annotated bibliography, (Mansell, 1981) 

C-48 Ian Hamilton, F. E, Regional Economic Analysis in Britain and the Commonwealth: A Bibliographical Guide, 

(the London School of Economics and Political Science, 1969) 

C-49 Bain, G. S. & W oolven, G. B., A Bibliography of British Industrial Relations, (Cambridge UP, 1979) 

C-50 Barnet, M, Vincent, D. & Mayall, D., The Bibliography of the Working Class: An Annotated Critical Bibliogra-

phy, (Harvester Press, 1987) 

C-51 Rawson, J. F. C. & Thompson, D., Bibliography of the Chartist Movement 1837-1976, (Harvester Press, 1978) 

C-52 Poor Law Union Records (series) 

I South-East England and East Anglia, (by J. Gibson, C. Rodgers, & C. Webb) 

II The Midlands and Northern England, (by J. Gibbons & D. Rogers) 

Ill South-West England, The Marches and Wales, (by J. Gibbons & D. Rogers) 

N Gazetteer of England and Wales, (by J. Gibbons) 

C-53 Barrow, M., Women 1870-1928 : A Select Guide to Printed and Archival Sources in the United Kingdom, 

(Mansell, 1981) 

C-54 Kanner, B., Women in English Social History 1800-1914 : A Guide to Research, 3vols, (Garland, 1988) 

C-55 Cox, R., Sport in Britain: A Bibliography 1800-1988, (Manchester UP, 1991) 

C-56 Goodall, F., A Bibliography of British Business Histories, (Gower, 1987) 

C-57 Richmond, L. & Stockford, B., Company Archives: the Survey of the Records of 1000 of the First Registered 

Companies in England and Wales, (Gower, 1985) 

C-58 Prinssnell, L. S. & Orbell, J., A Guide to Historical Records of British Banking, (Gower, 1985) 

C-59 Armstrong, J. & S. Jones, Business Documents : Their Origins, Sources and Uses in Historical Research, (Mansell, 

1987) 

C-60 Royal Commission on Historical Manuscripts, Survey of the Records of British Banking, 3vols, (RCHM, 1980) 

C-61 Aster, S., British Foreign Policy 1918-1945 : A Guide to Research and Research Material, (Wilmington, 1984, rev 

1991) 

C-62 Holding, N., The Location of the British Army Records 1914-1918, (FFHS, 3rd edn. 1991) 

C-63 Bayliss, G., Bibliographical Guide to the Two World Wars : An Annotated Survey of English Language Reference 

Materials, (Bower, 1977) 

C-64 Mayer, S. L. & others, The Two World Wars : A Guide to Mss. Collections in the United Kingdom, (Bower, 1976) 

C-65 Gorvin, I. (ed), Elections since 1945 : A Worldwide Reference Compendium, (Longman, 1989) 

D: LOCAL HISTORY SOURCES 

General 

D-1 * Stephens, W. B.: see 8-34-XI 

D-2 Martin, G. H. & Mcintyre, S., Bibliography of British and Irish Municipal History, (Leicester Press, 1972) 

D-3 Hall, A. T., English Local History Handlist: A Select Bibiography, (HA, 1965) 

D-4 Riden, P., Record Sources for Local History, (Batsford, 1987) 

D-5 Hoskins, W. G., Local History in England, (Longman, 1959, 2nd edn. 1972) 

D-6* Emmison, F. G., Archives and Local History, (Methuen, 1966, 2nd edn. 1973) 
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D-7* Munby, L. M. (ed.), Short Guides to Records, (HA, 1972) 

D-8 Morton, A. & Donaldson, G., British National Archives and the Local Historian : A Guide to Official Record 

publications, (HA, 1980) 

D-9 Guy, S., English Local Studies Handbook: A Guide to Resources for each County including Libraries, Record 

Offices, studies, Journals and Museums, (University of Exeter Press, 1992) 

D-10 Pinhorn, M., Historical, Archaeological and Kindred Societies in the United Kingdom : A List, (Pinhorns, 1986) 

D-11 Mullins, E. L. C., Texts and Calendars : An Analytical Guide to Serial Publications, (RHS, 1968) 

D-12 Moore, J. S. (ed), Avon Local History Handbook, (Phillimore, 1979) 

D-13 FFHS, Current Publications by Member Societies (FFHS, 7th edn. 1992) 

D-14 Mullins, E. L. C., Guide to the Historical and Archaeological Publications of Societies of England and Wales, 

(Athlone Pr., 1966) 

D-15* IHR, Victoria History of the Counties of England, (Oxford UP, 1899-) 

D-16 Rochardson, J., The Local Historian's Encyclopedia, (Historical Publications ltd., 1974, 2nd edn. 1986) 

Specific fields 

D-17* Tate, W. E., The Parish Chest: A Study of the Records of Parochial Administration in England, (Cambridge 

UP, 3rd rev. edn., 1983) 

D-18 West, J., Town Records, (Phillimore, 1983) 

D-19 West, J ., Village Records, (Phillimore, 2nd edn. 1982) 

D-20 Emmison, F. G. & Gray, I., County Records, (HA, 1961) 

D-21 Porter, S., Exploring Urban History : Sources for Local Historians, (Batsford, 1990) 

D-22 Harvey, P. D. A.: see B-33-V 

D-23 Harvey, P. D. A.: see B-33-VIII 

D-24 Edwards, P., Farming: Sources for Local Historians, (Batsford, 1991) 

D-25 Powell, W.R., Local History from Blue Books: A Select List of Sessional Papers of the House of Commons, (HA, 

1962) 

D-26 Stephens, W. B. and Unwin, R. W., Materials for the Local and Regional Study of Schooling 1700-1900, (BRA, 

1987) 

D-27 Gooder, E. A., Latin for Local History, (Longman, 2nd edn. 1978) 

D-28 Newton, K. C., Medieval Local Records : A Reading Aid, (1971) 

D-29 Emmison, F. G., How to Read Local Archives 1550-70, (HA, 1973) 

D-30 Barley, M. W., Guide to British Topographical Collections, (Council of British Archaeology, 1974) 

D-31 * Cox, E.G., Reference Guide to the History of Travel : vol 3. Great Britain, (University of Washington Press, 

1949) 

D-32 Gard, R. (ed.), The Observant Traveller: Diaries of Travel in the County Record Offices of England and Wales, 

(HMSO, 1989) 

D-33 English Place-name Society, The Place-Name Series (each county), (Cambridge UP, 1924-) 

D-34 English Surname Series, (Leopard Head Press) 

D-35 Norton, J.E., Guide to National and Provincial Directories of England and Wales, excluding London, published 

before 1856, (RHS, 1950) 

D-36 Shaw, G. and Tipper, A., British Directories: A Bibliography and Guide to Directories published in England and 

Wales (1850-1950) and Scotland (1773-1950), (Leicester UP, 1988) 

D-37 Goss, C. W. F., London Directories 1677-1855, (Denis Archer, 1932) 

D-38 Atkins, P., The Directories of London 1677-1977, (Mansell. 1990) 

D-39 Atkins, P., Bibliography of British Newspapers, (BL, 1982) 

D-40 Moody, D., Scottish Local History : An Introductory Guide, (Batsford, 1986) 

D-41 Armstrong, N. E. S., Local Collections in Scotland, (Scottish Library Association, 1977) 

Maps 
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D-42* Hindle, B. P., Maps for Local History, (Batsford, 1988) 

D-43 Harley, J.B., Maps for the Local Historian: A Guide to British Sources, (National Council of Social Service, 

1972) 

D-44 Harley, J.B. & Phillips, C. W., The Historian's Guide to Ordnance Survey Maps, (National Council of Social 

Service, 1964) 

D-45 PRO : see B-32 

E: NON-BOOK MATERIALS 

General 

E-1 Cornish, G. P., Archival Collections of Non-book Materials: A Listing and Brief Description of Major National 

Collections, (BL, 1986) 

E-2* Evans, H. & Evans, M., The Picture Researcher's Handbook: An International Guide to Picture Sources and How 

to Use Them, (Van Nostrand Reinhold, international, 4th edn. 1989) 

E-3* Oliver, E., The Researcher's Guide to British Film and TV Collections, (British Universities Film & Video 

Council, new. rev. edn. 1985) 

E-4 Ballantyne, J., The Researcher's Guide to British Newsreels, (British Universities Film & Video Council, 1983) 

E-5* National Sound Archive, Directory of Recorded Sound Collections in the United Kingdom, (BL, 1989) 

E-6 Macdonald, B., Broadcasting in the United Kingdom: A Guide to Information Sources, (Mansell, 1993) 

E-7* Barley, M. W., Guide to British Topographical Collections, (Council for British Archaeology, 1974) 

E-8 Adams, B., London Illustrated 1604-1851: A Survey and Index of Topographical Books and their Plates, (Library 

Association, 1983) 

E-9 Wall, J., Directory of British Photographic Collections, (Heinemann, 1977) 

Oral history 

E-10 Thompson, E. P., The Voice of the Past: Oral History, (Oxford UP, 1978) 

E-11 Howarth, K., Remember, Remember : Tape Recording and Oral History, (1984) 

E-12* Seldon, A. & Pappworth, J., By Word of Mouth:'elite'Oral History, (Methuen, 1983) 

E-13 Wasserman, E. S. (ed.), Oral History Index: An International Directory of Oral History Interviews, (Meckler, 

1990) 

E-14 Perks, R., Oral History: An Annotated Bibliography, (BL, 1990) 

F: BIOGRAPHICAL SOURCES 

General 

F-1 * Slocum, R. B., Bibliograophical Dictionaries and Related Works : An International Bibliography+ supplement 

(2vols), (Gale Research, Michigan, 1977-78) 

F-2 Bibliography Index, (New York, 1947-) 

F-3 Current Bibliography, (New York, 1940-) 

F-4 BL, Bibiography of Biography, (BL, on fiche) 

F-5 Hoffer, J., Nouvelle biographie generale: depuis temps les plus Recules jusqu~a nos jours. avecles renseignements 

bibliographiques eet l'incidation des sources a consulter (46 vols), (Didot, Paris, 1852-77) 

F-6 Thorne, J. 0 & Colocott, T. C., Chambers Biographical Dictionary, (Chambers) 

F-7 Lane, W. C. & Browne, N. E., A. L.A. Portrait Index, (Library of Congress, 1906) 

F-8* Lane, W. C. & Browne, N. E., Dictionary of National Biography (22 vols)+supplements to 1985, (Oxford UP, 1908 

-09) 

F-9 Who's Who: An Annual Biographical Dictionary, (Adams & Charles Books, 1908-09) 

F-10 Who Was Who (8 vols+index), (Adams & Charles Books, 1897-1980) 

F-11 Who's Who in the United Kingdom Counties (series), (Ebenezer & Baylis) 

F-12 Cokayne, G. E., The Complete Peerage (13 vols.), (St. Catherine Pr., 1910-59) 
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F-13 Matthews, W., British Autobiographies Berkeley, (California, 1950) 

F-14 Gibson, J. S. W., Unpublished Personal Name Indexes in Record Offices and Libraries, (FFHS, 1986, 2nd 1988) 

F-15 Gibson, J. S. W., General Register Office and International Genealogical Indexes, (FFHS, 1988) 

Specific Period 

F-16 Chevalier, C. U. J., R寧 rtoiredes sources historiques du moyen age : bibliographie, 2 vols. in 4, (Paris, 1894-1907) 

F-17 Reel, J. V., Index to Biographies of Englishmen 1000-1485 found in Dissertaions and Theses, (Greenwood, 1975) 

F-18* Musgrave, Sir W., Obituary prior to 1800, 6vols, (London, 1899-1901) 

F-19* Boase, F., Modern English Biography: containing Many Thousand Concise Memoirs of Persons Who Have Died 

During the Years 1851-1900, 6 vols, (Truro, 1892-1921) 

F-20 Ward, T. H., Men of the Reign: A Biographical Dictionary of Eminent Persons of British and Colonial Birth 

Who Have Died during the Reign of Queen Victoria, (Akademische Druck-u. Verlagsarstalt, Graz, 1885) 

F-21 Pike, W. T., A Dictionary of Edwardian Biography, (Peter Bell, Edinburgh, 1904, rep. 1986-87) 

Specific fields 

F -22 Law List 

F-23 Navy List 

F-24 Army List 

F-25 East India Register 

F-26 International Genealogical Index (on fiche), (1972) 

F-27 Dod's Parliamentary Companion, (1832-) 

F-28 History of Parliament (series), (Secker & Warburg) 

1660-1690 (by B. D. Henning, 3vols) , 

1715-1754 (R. Sedgwick, 2vols) , 

1754-1790 (by L. N amier & J. Brooke, 3vols) 

1790-1820 (by R. G. Trone, 5vols) 

F-29 Stenton, M. & Lees, S. (eds.L Who's Who of British Members of Parliament, 4 vols. (Harvester Press, 1981-1987) 

F-30 Horn, D., British Diplomatic Representatives 1869-1852, 2vols, (RHS, 1932-34) 

F-31 Foss, E., judges of England 1066-1870, (J. Murray, 1870) 

F-32 IHR, Office-holders in Modern Britain (series), (IHR, 1972-1984) 

I Treasury Officials 1660-1870 (by J.C. Sainty, 1972), 

II Officials of the Secretaガesof State 1660-1782 (by J.C. Sainty, 1973) 

Ill Officials of the Boards of Trade 1660-1870 (by J.C. Sainty, 1974) 

N Admiralty Officials 1660-1870 (by J.C. Sainty, 1975), 

V Home Office Officials 1782-1870 (by J.C. Sainty, 1975) 

VI Colonial Office Officials 1794-1870 (by J.C. Sainty, 1976) 

VII Navy Board Officials 1660-1832 (by J.M. Collinge, 1978) 

vm Foreign Office Officials 1782-1870 (by J.M. Collinge, 1979) 

IX Officials of Royal Commissions of Inquiry 1815-1870 (by J.M. Collinge, 1984) 

F-33 Crawford, A., Europa Biographicat'Dictionary of British Women, (Europa Publication, 1983) 

F-34 Eckels, A. & Williams, M., An Annotated Index to Medieval Wormen, (Berb, 1992) 

F-35 Banks, 0., The Biographical Dictionary of British Feminists, (Harvester Pr.) 

F-36 Uglow, J., The Macmillan Dictionary of Women's Biography, (1982, 2nd. ed., 1989) 

F-37 Greaves, R. & Zaller, R. (ed.), Biographical Dictionary of British Radicals in the Seventeenth Century, 3 vols, 

(Harvester Press, 1982) 

F-38 Baylen, J. 0. & N. J. Gossmann (ed.), Biographical Dictionary of Modern British Radicals, 4vols, (Hassocks, 

Sussex, 1979-88) 

F-39 Bellamy, J.M. & Saville, J., Dictionary of Labour Biography, 9vols, (Macmillan, 1972-1993) 

F-40 Jeremy, D. J., Dictionary of Business Biography: A Bibliographical Dictionary of Business Leaders Active in 
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Britain in the Period 1860-1980, 5vols, (Butterworths, 1984-86) 

F-41 Venn, J. & J. A., Alumni Cantabrigienses: A Bibliographical List of All Known Students, Graduates and Holders 

of Office at the University of Cambridge from the Earliest Times to 1900, Pt 1; 4vols, Pt 2; 6vols, (Cambridge UP, 

1922-1954) 

F-42 Foster, J., Alumni Oxonienses: the Members of University of Oxford 1500-1714, and 1715-1886; their 

Parentage, Birthplace and Year of Birth with a Record of their Degrees, 8vols, (Parker, 1888) 

F-43 W. Munk, The Roll of the College of Physicians of London: comprising Biographical Sketches, (Oxford UP, 1878, 

supple to 1983) 

F-44 Crockford's Clerical Directory, (Oxford UP, 1858-) 

F-45 IHR Fasti ecclesiae anglicanae (series), (IHR, 1962-) 

く1066-1300〉

I St. Paul, London (by D. E. Greenway, 1968) 

II Monastic Cathedrals (by D. E. Greenway, 1971) 

III Lincoln (by D. E. Greenway, 1977) 

N Salisbury (by D. E. Greenway, 1991) 

V Bath and Wells (by D. E. Greenway, in preparation) 

く1300-1541〉

I Lincoln Diocese (by H.P. F. King, 1962) 

II Hereford Diocese (by J.M. Horn, 1962) 

III Salisbury Diocese (by J.M. Horn, 1962) 

N Monastic Diocese (Southern Province) (by B. Jones, 1962) 

V St. Paul, London (by J. M. Horn, 1963) 

VI Monastic Diocese (N ortherb Province) (by B. Jones, 1963) 

VlI Chichester Diocese (by J.M. Horn, 1964) 

vm Bath and Wells Diocese (by B. Jones, 1964) 

IX Exter Diocese (by J.M. Horn, 1964) 

X Coventry and Lich_ガeldDiocese (by B. Jones, 1965) 

XI The Welsh Diocese (B. Jones, 1965) 

XII Introduction, Errata and Index (by J. M. Horn, 1967) 

く1541-1857〉

I St. Paul's London (by J.M. Horn, 1969) 

II Chichester Diocese (by J.M. Horn, 1971) 

III Canterbury, Rochester and Winchester Diocese (by J.M. Horn, 1974) 

N York Diocese (by J.M. Horn & D. M. Smith, 1975) 

V Bath and Wells Diocese (by J.M. Horn & D.S. Bailey, 1979) 

VI Salisbury Diocese (by J. M. Horn, 1986) 

VlI Ely, Norwich, Westminster and Worcester Diocese (by J.M. Horn, 1992) 

VIll Bristol, Gloucester, Oxford and Peterborough Diocese (by J. M. Horn, in preparation) 

F-46 Medical Register: London and Provincial Medical Directory 

F-47 Herwig, H. H., & Heyman, M. M. (eds.), Biographical Dictionary of World War I, (Greenwood, 1992) 

F-48 A Biographical Dictionary of Actors, Actresses, Musicians, Danceers, Managers & other Stange Personnel in 

London 1660 -1800 

F-49 Matthews, W., British Diaries, (Berkeley, California, 1950) 

F-50* Camp, A. J., Wills and their Whereabouts, (London, 1974) 

F-51 Cox, J., Wills, Inventories and Death Duties: the Records of the Prerogative Court of Canterbury and the Estate 

Duty Office : A Provisional Guide, (PRO, 1988) 

F-52 Lists of Monumental Inscriptions, (1974) 
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F-53 Creaton, H.J. & Gibson, J., List of Londoners (FFHS, 1992) 

G: ORGANISING THE THESIS 

General 

G-1 * Kitson Clark, G., Guide for Research Students Working on Historical Subjects (2nd edn.) (Cambridge UP, 1968) 

G-2* Barzun, J. & Graff H.F., The Modern Researcher, (Harcourt Brace Jovanovich, 1957, 4th edn. 1985) 

G-3 Phillip, E. M. & Pugh, D. H., How to Get a Ph.D. ; A Handbook for Students and their Supervisors, (Open 

University Press, 1987, rep. 1992) 

G-4 Turabian, K., A Manual for Writers of Research Papers, Theses and Dissertations, (University of Chicago Press, 

5th ed. 1987) 

Practical 

G-5 Hart, H., Hart's Rule for Compositors and Readers at the University Press, (Oxford UP, 39th edn., 1983) 

G-6* Gower, Sir E. (rev. by S. Greenbaum & J. Whitcut), The Complete Plain Words, (Pelican, rev. edn. 1986) 

G-7 Carey, G. V., Mind the Stop! A Brief Guide to Punctuation, (Penguin, 1958, rep. 1976) 

G-8 Hunnisett, R. F. : see B-33-11 

G-9 Hunnisett, R. F.: see B-33-111 

G-10 Butcher, J., Copy-editing (Cambrige University Press Handbook), (Cambridge UP, 3rd edn. 1993) 

G-11 * Maney, A. S & Smallwood, R. L. (ed), Style Book, (Modern Humanities Research Association, 1971, 3rd edn. 1981) 

G-12 Cambridge Author's and Printer's Guides (series), (Cambridge UP, 1951-) 

I Preparation of Manuscripts and Correction of Proofs, (by, Crutchley, B., 1951, 5th edn. 1968) 

II Punctuation, (by Carey, G. V., 1957) 

Ill Making an Index (by Carey, G. V., 1951, 3rd edn. 1963) 

N Book Indexing, (by Anderson, M. D., 1971) 

V First Principles of Typography (by Morison, S., 1951) 

VI Notes and References (by Burbidge, P. G., 1951) 

VII Prelims and End-pages (by Burbidge, P. G., 1963) 

VIII Prelims and End-pages, (by Ewart, K., 1952) 
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ON CERTAIN MATRIX SPACES 

Fumitoshi SAKANISHI 

ABSTRACT. In this paper, we introduce certain matrix spaces and talk on the properties and 

mention the relationship between those spaces. And we show the existence of a real analytic path 

in those spaces. 

1. THE MATRIX SPACES 

In this section, we define some matrix spaces and mention the characterization and the relationship of those 

spaces. 

First we prepare the notation. We denote K the real space R or the complex space C. Let m, n, r E 

N be natural numbers. 

Notation. We define following matrix spaces. 

We denote Mat(m, n, K) the set of m x n-type matrix with K-component : 

Mat(m, n, K) :={(a;』a池 E K, 1 ~ j ~ m, 1 ~ k ~ n} . 

Dia<R(n) :={(入，似） E Mat(n, n, R)I入jE R, ふ ~ ... ~ ふ｝，

D配 O(n):= {(入ふ） E Dia <R(n)IO ~ ふ｝，

Dia>0(n) :={(入ふ） E Dia<R(n)IOくん｝．

For A :=(a心 E Mat(m, n, K), we set *A:=(如） E Mat(n, m, K) with b泣：=akj. 

Her<R(n, K) :={H E Mat(n, n, K)I * H =H}, 

Her;;e,0(n, K) :={H E Her<R(n, K)I *xHx :?: 0 for V x E Mat(n, 1, K)}, 

Her>0(n, K) :={H E Her<R(n, K)I *xHx > 0 for V x E Mat(n, 1, K)¥{O}}, 

GL(m, n, K) :={G E Mat(m, n, K)I det(*GG] > O}. 

We denote Ir:=(ふ） the identity matrix in Mat(r, r, R). 

Uni(m, n, K) :={U E GL(m, n, K)I *UU=In}, 

We define the following subspaces in Mat(2m, 2n, K). 

Maゎ(2m,2n) -{(督脊） E Mat(2m, 2n, c)jA, B E Mat(m, n, C) }. 

Mat,.,(2m, 2n) :-{(i --£) , Mat(2m, 2n, c)jA E Mat(m, n, c>}. 
Matc,(2m, 2n) ,-{(; -:) E Mat(2m, 2n, R)jA, B E Mat(m, n, R)} 

When I'is a matrix space among the spaces above with 2m x Zn-type matrices except Diい(2n),we denote 

几(2m,2n) the intersection of I'and Maゎ(2m,2n), similarly we denote I'hot and I'cn : 

几(2m,2n) :=I'n Maゎ(2m,2n), 

I'hoiC2m, 2n) :=I'n MathoiC2m, 2n), 

応 (2m,2n) :=I'n Matcn(2m, 2n). 

For example, Her1(2n) :=He戸 (2n,C) n Mat#(2n, 2n), where @ is E R or:?: 0 or > 0, and GLho1(2m, 2n): 

= GL(2m, 2n, C) n Matho1(2m, 2n), Unicn(2m, 2n):= Uni(2m, 2n, R) n Matcn(2m, 2n). 

For Dia町2n),we set as follows: 
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Dia翌(Zn):-D疇 (Zn):-D疇 (Zn)-l(i~)I ii E Dia"(ni) 
We denote Eふ，E丑 E Uni(2r, 2r, R) and ]zr E Uni(2r, 2r, C) 

鯰-(~6), E丑-(~-;'). J,, -JzU: ~[~,) 
the folllowmg matrices : 

For a domain D c C'and C'-mapping f :D→ C", we will treat its complex Jacobian matrix (り砂
where fz := 

紆
and/;:= “ az 泣・

So we introduce the matnx space Matn(2m, 2n). 

We remark simple characterizations of some matrix spaces above. 

Remark. 

(1) We have the following characterization. 

Matn(2m, 2n)={A E Mat(2m, 2n, C)I * EふAE正ふ，

Mathoi(2m, 2n)={A E Mat(2m, 2n, C)I *麟AE臣 A,*年 AE戸巫
Matrn(2m, 2n)={A E Mat(2m, 2n, R)I *麟AE玩=A}.

(2) Let U, V E Uni(m, n, K). Then* VU=In holds if and only if we have V= U 

Proof (1) Those characterizations are induced from following equalities 

Foe A~(; :).'EふA麟~(: :), . 麟 AE玩{'.¥-:,c) 
(2) Let Uj and Vj be column vectors of U and V. Then Ui, Vj E Uni(m, 1, K), that is to say, 約，防 are

unit vectors. So if *VU=In, then *v心=1, which leads v戸約， thatis to say, V = U. 

We have the relationship between the matrix spaces with the real components and the matrix with the 

complex components. 

Theorem 1 

By the mapping Mat#(Zm, 2n)→ Mat(Zm, Zn, R) : A→ * l2mA!zn, we get the following isomorphisms. 

(1) Mat#(Zm, 2n)コMat(Zm,Zn, R) and Mathoi(Zm, 2n)~Matcn(Zm, 2n). 

(2) Dia 翌 (Zn)=Dia嵩(2n)~Dia 'en (Zn), where @ is E R or~0 or > 0. 

(3) Her魯 (Zn)~He戸 (2n, R) and Her嘉(2n)~He喝(2n), where @ is E R or~0 or > 0. 

(4) 几(2m,2n)言 (2m,2n, R), and I'ho1(2m, 2n)~ 応 (2m,2n), where I'is CL or Uni. 

Proof 111 Let a, b, c, d, a, P, r, J E Mat(m, n, R), and we set A:~(a+ ib c+ id) E Maゎ(2m,Zn) and 
c-id a-ib 

B :~(a P) E Mat(2m, 2n, R). Then we have•1,.,,41,,~(a+ c -b+d) E Mat(2m, 2n, R), so the 
ァ o b+d a-c 

mapping is well-defined. Since fzm, fzn are unitary, the mapping is l-to-1. And we have fzmB *fzn=-
1 
2 

(;~;! ロ:!)E Mat,(2m, 2n), with a~a+8, b~r-P, c~a-8, d~P+ r so the mapping 1s onto. Hence 

Mat#(2m, 2n):::::::Mat(2m, 2n, R) holds. If A E Matho1(2m, 2n), then c=d=O, so *fzmA]zn=(: ~b) E 

Malrn(2m, 2n). And if B E Malrn(2m, 2n), then 8~a, y~-P, so J,.B•1,.~(a+ iy O.) E Mat,,,(2m, 
0 a-zy 

2n) holds, hence we get Mathal2m, 2n):::::::MatCR(2m, 2n). 

(2) If A E Dia翌(2n)=Dia嘉(2n),then a E DiaR(n), b=c=d=O, so we have *fzmA]zn=(~ ~) E 
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Dia烈(2n,2n). 

(3) Let H :=* Vil V E Her魯(2n)with V E Uni(2n, 2n, C), .!l E Dia町2n).Then *H=H is equivalent 

to * ]znH]zn E He戸 (2n,R), since *(*ムH]zn)=*]zn * H]zn holds. And H E Herf(2n) is equivalent to .!l E 

Di戸 (2n)which holds if and only if *ムH]zn=*(V.ん）.!l(加） E He尺 (2n,R). 

(4) G E GL#(2m, 2n) is equivalent to * ]zmGfzn E GL(2m, 2n, R), since det[*GG] > 0 holds if and only if 

det[*(*ふ G]zn)(*加 Gム）] > 0 holds. 

Because *UU=ln holds if and only if *(*fzmU]zn)(*fzmU]zn)=In, so U E Unい(2n,2n) is equivalent to 

* ]zmU]zn E Uni(2m, 2n, R). 

We have a characterization of He戸 (n,K). 

Proposition 1 

we have He戸 (n,K)={* Vil VIV E Uni(n, n, K), 11 E DiaR(n)} where @ is E R or~0 or > 0. 

Proof For 11 :=(11ふ） E Dia<R(n) and permutation p of {l, 2, ・ ・ ・, n}, there is P E Uni(n, n, R) such that 

* PilP=(11pu>似）• So for H E He戸 (n,K), we can choose 11 :=(11ふ） and V E Uni(n, n, K) with 111~ … 

三ふ suchthat H =* V 11 V holds, that is to say, we have 11 E DiaR(n). 

By Theorem 1, we get characterizations of Her『(2n),Her嘉(Zn)and He喝 (Zn).

Corollary 1 

We have following characterizations. 

Her序 (2n)~rv(: ニ：二）V VE  Unい(2n,2n), a, b E DiaR(n)), 
Her嘉(2n)={* VA VIV E Uniho1(2n, 2n), A E Dia似(2n)},

Her'tn(2n)={* VA VIV E Unicn(2n, 2n), A E Dia'tn(2n)}, 

where @ is E R or~0 or > 0. 

Proof Let H E Her翌(2n).Since * ]2nH]2n E He尺 (2n,R), so we have * ]2nH]2n = * WMW with some W E 

Uni(2n, 2n, R) and some M :~ 「0), Di砂 (2n).We put V : ~J,. W'J,., il : ~J,.M'J,. ~( 
a+b a-b 

0 b a-b a+b)' 

then we have a, b E DiaR(n), V E Unin(2n, 2n), and H=* VA V. And we can show that converse holds, 

since(:~: :~:) E Mat,(2n, 2n) 

Next let H : ~(K Q) E H叫 (2n),and let K~• WMW E He戸 (n,C) with W E Uni(n, n, C), M E 
0 K 

DiaR(n). Then we set V :~(り犀） and /l :~(り~). then V E Uni,.,(2n, 2n, C), /l E D疇 (2n),and 
H =*VA V hold. The converse is trivial. 

Finally let H E He喝 (2n).Then ]2nH* ]zn E Her嘉(2n),so there are W E UnihoiC2n, 2n), M E Dia嘉(2n)

such that ]2nH*]2n=*WMW. We set V:=*lznW!zn, A:=*fznM!zn,then VE Unz丘(2n,2n), A E Dia烈(2n)

and H = * VA V hold. The converse is trivial. 

We define the mapping which give the eigenvalues of the matrix in Her(n, K) 

eig: HerER(n, K)→ DiaER(n); H :=* V Jl V→ Jl, where V E Uni(n, n, K) 

eig@: Herば(2n)→ Diaば(2n);H :=* Vil V→ Jl, where V E Unirn(2n, 2n) and @ is hol or CR. 

And we define Diaべ (n),Dia盆(2n),Dia絃(2n)and Herくく(n,K), Her盆(2n),Herぷ(2n)

Diaくく(n):={(ん如） E DiaER(n)Iふく・・・くん｝，
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faa邸(2n):~Dia甜(2n)~1(り幻IMED誓 (n))
Herくく(n,K) :={H E Her•R(n, K)lezg(H) E Diaくく(n)},

He心 (2n):={H E Herば(2n)leig@(H)E Dia富く(2n)},where @ is hol or CR. 

We give the regularity of the mapping eig. 

Proposition 2. 

eig is continuous on Her •R(2n, K) and cw on Herくく(2n,K). 
n 

Proof We define¢: CxHer(n, K)→ R; (A,K)→ det[Aln-K](= 〗心(K)炉） • Thenゆisholomorphic on A, 
h-0 

and cw on K. For K E Her(n, K), we set eig(K) :=(ん(K)似）， then;t=ん(K)is a solution ofゆ(A,K)=O. 

Let H E Her(n, K) and c > 0. We set eig(H)~(:• • •• :J. where M, :~ μ,J"'" withぃ < ... <μ, 

and n(l)+・ ・ ・+n(R)=n. Then there is c with O < c < E such that Llp n Llq=rp for pキ q,where Llr :={A 

E Cll11―叫 <c}. Then S := U oLir is compact. Sinceゆiscontinuous and訊(11,H)キ 0on S, co:= 
r=I 

min{Iゆ(11,K)ll11 E S} > 0. Sinceゆiscontinuous on K, there is 8 > 0 such that Iゆ(11,K)-<j;(,1, K)I < c。for
any 11 E S and any K with IK-HI < 8. By Rouche's theorem, the number of the set {11 E Lirlゆ(11,K)=O} 

is equal to the number of the set {A E LI拉(A,H)=O} for any K with IK-HI < 8, since Iり(A,K)一ゆ(A,H)I

<Iゆ(11,H) I holds for any 11 E oLir. When r = 1, ん(K)E LI1 for 1~j~n(l), that is to say, Iん(k)一ん(K)I< 
r+l 

|ん(K)一叫 <c < E holds. Inductively, we haveん(K)E Llr+1 for区n(k)+ 1 s j s~n(k), that is to say, 
k=l k=l 

|ん(K)一ん(H)I< c < E. So we have that if IK-HI < o, then凶(K)一ん(H)I< E holds for any j with 1 s 

j s n, that is to say, lezg(K)-eig(H)I < E holds, hence eig is continuous on K E Her(n, K). 

砂Nextゆ(A,H) is C竺ゆ（ん(H),H)=O holds for any H E Her•R(n, K), and we have (ん(H),H)キ 0for 
3A 

HE  Herくく(n,K), sinceふ(H)< ... くん(H)holds. So A/H) is cw on H E Herべ (n,K). 

Corollary 2. 

eig@ is continuous on Herば(2n)and cw on He心 (2n),where @ is ho! or CR. 

Proof First for H :~(心 i)EH叫 (2n),we have eig,o,(H)~(eig:t) e, ん），SO疇 "'iscontinuous 

on Herは(2n)and cw on Her~。う(2n).

Next for H E Herc,(2n), we have J,aH• fu E Her,o,(2n), we set J,aH'J,. ~(~ 皇）with K E Her(n, C). 

then eigc,(H)~(eigJK) eig~K)), since ha is unitary. So eig~is continuous on Herl閉(2n),and C" on 

Herぷ(2n).

w e ment10n the regularity of the mapping which maps H := * VA V to V E Uni(n, n, K). In order to this, 
we prepare a Lemma. 

Lemma. 
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Proof Let W~( 四・・；．． 門l). Then we have• W il W~il • ilW~Wil • ,i,w:~ 心w:⇔ w,e~o for p 
W) … W訊

キ qand w; E Uni(n(r), n(r), K). 

For A E Mat(m, n, K), we set B(A, c) :={A'E Mat(m, n, K)IIA'-AI < c}. 

p ropos1t1on 3. 
For any H E Herくく(n,K), there are c > 0 and cw mappingsゆh: B(H, c) n Herくく(n,K)→ Uni(n, n, K) 
such that H = *伽(H)eig(H)伽(H),h=I, ・.. , N :=zn. 

Proof For K E Herべ (n,K), we set u(K) :={V E Uni(m, n, K)IK= *Veig(K)V}, and set {Wh}に

: ~1(: ・.. :)約:~1 or -1)-By previous Lemma, for any V, U E u(K), there is W, such that• VU 

= Wh holds. So if we fix VK E u(K), then we have u(K) :={VK冗｝ダ=J. If応→ U asK→ H, then we have 

VK肌→ uwh. And since K=  *(VK肌）eig(K)(VK肌）， wehave H = *(UWh)eig(H)(UWh) as K→ H, so 

uwh E u(H), that is to say, u E u(H) and u(H)={UW, 虚=o, Hence there is c > 0 such that the number 

of the intersection set u(K) n B(VHWh, c) is equal to 1 for any K E B(H, c) and any 1~h~N. For fixed 

vi E u(H), we set u(K) n B(vi, c)={V: 足}.We define伽(K):= VlWh for K E B(H, c) and 1~h~N. 

Then we have伽(K)E u(K). 

Next we show the regularity of伽.We set四 (V,K) :=~; V1eig(K); Vi-Kt. Then四 areC竺andwe 

have 刃~b(¢h(K), K)=O for any K E B(H, c). So 伽 is cw with respect to H E Herくく(n,K). 

Corollary 3. 
For any H E He心 (2n),there are c: > 0 and cw mappingsゆh: B(H, c) n He心 (2n)→ UniR(2n, 2n) 
such that H = *伽(H)eigcR(H)伽(H),h=l, ・ ・ ・, N :=22n, where @ is CR or ho!. 

Proof For H :~(K Q_) E Her盆(2n)with K E Herくく(n,C). By Proposition・3, there are £ and c• 
0 K 

mapping 釦： B(K, E) n Herくく(n)→ Uni(n, n, C) such that K =い(K)eig(K)四(K). We define 

応., .. ,(H) :~(四(K) O)-Thenゆw., .. , is c• on Her盆(2n),and we have H~'¢w. , .. ,(H)eigc,(H) 
0 四 (K)

知.h"i(H). 

Next for H E Herぷ(2n),we have * ]znH]zn E Her盆(2n).By the previous part, there are cw mapping 
釦 suchthat ]znH * ]zn = *四(H)eigCR(H)四(H). We set釦 (H):= * ]zn四(H)]zn,then we have伽(H)E 

UniCR(2n) and H = *伽(H)eigCR(H)伽(H).

Remark. 

There does not exist the continuous mapping : 

ゅ： Her>O(n, K)→ Uni(n, n, K) such that H = *ゆ(H)eig(H)ゆ(H)for H E Her>0(n, K). 

Proof We show the counterexample in case of n=2 and K=C. Assume that there is a continuous mapping 
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ゅ： Her>0(2, C)→ Uni(2, 2, C) such that H = *ゅ(H)eig(H)ゆ(H)for H E Her呵 2,C). Let a, b 

{r E Rlr~O} • ｛入 E Rl-1 > O} be continuous functions such that O < a(O)= b(O) and a(r) < b(r) for r > 

0. We set A(r) :~(a~) btr)) E Dia,0(2), U(0) :~(: 二―C二） E Uni(2, 2, C), and H :~H( r, 0) :~ 

* U(0)A(r) U(0). Then we have eig(H)=A(r) and H(r, 0)→ 11(0) as r→ 0. Since *ゆ(H)eig(H)ゆ(H)=H

~ • U(0)A(r) U(0) hold, we have W :~ ゆ(HJ•u<ei~( 〗1±~l) by the previous Lemma, so we have 

ゆ(H(r,0))= WU(0). Since H(r, 0)→ 11(0) andゆiscontinuous, ゆ(il(O))=WU(0), as r→ 0, that is to say, 

* w: り(a(O)In)=U(0) which is a contradiction, because the matrix in the left hand is constant with respect to 
〇．

Now we constractげ forH E He戸 0(2n,K). 

We start to define 111 

RDia(n) :=({t E Rlt > O} x Di訳 0(n))n (RX Dia>0(n)). 
が：＝（（ん）加） for (t, 11) E RDia(n) with 11=(ん似）．

Lemma 2. 

Let (t, A), (t, B) E RDia(n) and X, Y E Uni(n, n, K), 

then* XAX= * YBY⇔ *XがX=*YB1Y holds. 

Proof If* XAX= * YBY holds, then we have A=eig(* XAX)=eig(* YBY)=B. We set A :=(11ふ）=A=B, 

and set W :=(wk) :=X * Y E Uni(n, n, R), then the_following hold: * XAX= * YBY⇔ AW=WA⇔ んwk=

ふ四⇔（ん）t四＝（ふ）1wk⇔ がW=W/21⇔*XA1X= *YB1Y. 

We define the set RHer(n) and a mapping eP. 

RHer(n, K) :=({t E Rlt > O} X He戸 0(n,K)) n (RX Her>0(n, K)), 
ep: RHer(n, K)→ He戸 0(n,K): (t, H)→げ：=*VA1V 

where H := * VA V with V E Uni(n, n, K) and (t, A) E RDia(n). 

By Lemma 2, the definition of Hs is independent on the choice of V and A, so the mapping ep is 

well-defined. 

Proposition 4. 

ep is continuous on RHer(n) and cw on Rx Her>0(n, K). 
Proof For t E R and H := * V .11 V E Her>0(n, K) with V E Uni(n, n, K), .11 :=(入ふ） E Dia>D(n), we set 

log .11 :=((logん）似） E DiaeR(n), log H := * V(log .11) V E HereR(n, K), then log H is well-defined by Lemma 

2, and the following holds. 

log H~ •v(二（一h~: - •(ん-a)唸成） v~ •v(二 (-h~:-•(fl -ala)') V 

>(-l)h-1 
h;O 

= hah [* V(.11-aln) Vド＝虞 (-h~: - 1 [H-alオ
So log H is cw on H E Her>0(n, K). And we have 

co fh co 

H ' ~ 'Vil'V~ •v(i,h! (log ん）督,}~ •v(>~ft-(log fl)') V 

〗和 *Vlog .11 V]h => h~ [log H]h 
h;Q h;Q 

So H1 is cw on t E R and H E Her>0(n, K). 
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Next we show that ep is continuous on RHer(n, K). Let th > 0, Hh := * Vhふ vhE Her;;,,0(n, K) withふ

=ez"g(Hh) E D£a;;,,0(n) and Vi E Unz"(n, n, K) such that th→ t。andHh→ H。.Since ez"g is continuous, we 

haveふ =ez"g(Hh)→ezg(R。)=A。,SO eP(fh, ふ）→ eP(t。,A。). Assume that there are {h'} c {h} and H E 

Her;;,,0(n, K) such that ep(tが， H心→K キ ep(t。,Ha). Since Unz"(n, n, K) is compact, there are {h"} C {h'} and 

V。 E Un£(n, n, K) such that Vi"→ Voo. Then we have ep(t炉， Hが,)=* Vh"[ep(tが,,Ah")] vh"→ 

＊に[ep(t。,A。)] v;。=Kキ ep(to,Hi。)that is to say, we have* V"'Ji.1°V"'キ*Vi。が0Vo. On the other hand, we have 

Hh,,= vh"心 Vh"→ * V"'A。V"'=R。=*VoA。Vo,so* v;。A炉V"'=* VoA&0 Vo holds by Lemma 2. This is a contradic-

tion. 

Corollary 4. 

We have ep(RHer@(2n)) c Her@(2n), where @ is# or ho! or CR. 

Proof Let H E Her言0(2n),where @ is CR or ho!, then there are V E UniR(2n, 2n) and A E Dia畜0(2n)

such that H = * VA V, by Corollary of Proposition 1. Then we have A I E Dia畜0(2n),so H1 E Her畜0(2n).

If H E Her戸0(2n),then * ]znH]zn E Her砂 (2n,R) by Theorem i. So there are V E Uni(2n, 2n, R) and 

A E Dia呵2n)such that H=*]zn *VAV *]zn. Because *VAV E Her呵 2n,R), we have Hs= * fzn 

*Vが V]znE Hert0(2n). 

We give a decomposition of Mat(m, n, K) to Uni(m, n, K) and Heだ 0(m,n, K) 

Proposition 5. 

When m 2 n, for any G E Mat(m, n, K), there are U E Uni(m, n, K) and unique H E He戸 0(n,K) such 

that G=UH. 

If G E GL(m, n, K), then we have H E Her>0 and U is unique. 

Proof First we show the case of G E GL(m, n, K). For such G, there are U E Uni(m, n, K) and A E 

Dia>D(n, K) such that *CG=* VがV.We set H:= *VAVand U:=GH-1. Thenwehave HE  Her>0(n,n,K), 

G=UH and *UU= *H-1*GGH-1= *(*VA-1V)(*VA2V)(*VA―1 V)=ln, so we have U E Uni(m, n, K). 

Next let G E Mat(m, n, K). Since GL(m, n, K) is dense in Mat(m, n, K), there is {Ch} C GL(m, n, K) 

with ch→ G. Since *Gふ→ *CG and eig is continuous, we have eig(*Gふ）→ eig(* CG). Since * CG E 

He戸 0(n,K), there is V E Uni(n, n, K) such that *CG=* V[eig(*GG)] V. By the previous part, there are 

Uh E Uni(m, n, K), Hh E Her>0(n, K) and Vi E Uni(n, n, K) withら＝いH戸 uh*Vi[eig(Hh)] Vi. Then 

[eig(Hh)「=eig(* HhHh) = eig(* GhGh)→ eig(*GG), so eig(Hh)→ Aoo : = [ eig(* CG)] 112 hold. Since 
Uni(m, n, K) is compact, there are {h'} c {h} and U E Uni(m, n, K), Voo E Uni(n, n, K) such that Uh, → 

u and vh'→ Voo. We set H := * Vooiloo Voo, then we have H E Her;;,:0(n, K) and G= UH, since Ch,= uが

＊凶[ezg(Hh)] Vi, → U* Vooiloo Voo= UH. 

Finally, we show the uniqueness of U and H. Assume G= UH= WK with U, W E Uni(m, n, K) and H, 

K E Her ;;,:0(n, K). Let H = * X[eig(H)]X, K=  * Y[eig(K)] Y with X, Y E Uni(n, n, K), then 

*X[ezg(H)]2X=*HH=*GG=*KK=*Y[ezg(K)]2Y hold. By Proposition 3, we have *X[ezg(H)]X= 

* Y[ezg(K)] Y, that is to say, H=K. Moreover if G E GL(m, n, K), then H=K E Her>0, so U=GH-1= 

GK-1= W hold. 

We define mappings her and uni. 

When G := UH E Mat(m, n, K) with U E Uni(m, n, K) and H E He戸 0(n,K), 

her: Mat(m, n, K)→ Her:ac0(n, K); G := UH→ H, 

uni : CL(m, n, K)→ Uni(m, n, K); G := UH→ U. 

Corollary 5. 
We have her(M叫 (2m,2n))=Her贔R(2n)and uni(GL@(2m, 2n))= Uni@(2m, 2n), 
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where @ is # or hol or CR. 

Proof Let G := UH E GL(2m, 2n, K) with U :=uni(G), H :=her(G) . Then we have followmg eqmvalences 

by the uniqueness of the decomposition of GL(2m, 2n) and Remark after Notation. 

G E GLCR(2m, 2n)⇔ *E五GEin=G⇔ (* Eim UEin)(* EinHEin) = UH, 

⇔ *E五UEin=U, * EinHEin=H⇔ U E UniCR(2m, 2n), H E HercR(2n, 2n). 

G E GL#(2m, 2n)⇔ *EふGEtn=G⇔ (*EふUE幻(*EふHEtn)=TI甘，

⇔ *EふUEtn=U,*EtnHEtn=H⇔ U E Unい(2m,2n), H E Her#(2n, 2n). 

G E GLho1(2m, 2n)⇔ *EふGEtn=*E五GEin=G=UH, 

⇔ * Eim UEin = * Eim UEi, ← 0, *EtnHE五=*EinHEin=月，
⇔ U E Unihoi(2m, 2n), H E Herhoi(2n, 2n). 

And we have her(Mat @C2m, 2n))=her(GL@(2m, 2n))=Her孟0(2n),since GL(2m, 2n) is dense in 

M叫 (2m,2n) and her is continuous, where @ is # or hol or CR. 

We give the regularity of the mapping her and uni, and remark a characterization of uni. 

Proposition 6. 

her is continuous on Mat(m, n, K) and cw on GL(m, n, K). 

uni is cw on GL(m, n, K). 

Proof We have her(G)=[ *GG]1'2=ep(l/2, *CG), so the regularities of her hold by Proposition 4. And we 

have uni(G)=G[her(G)J-1, so uni is cw on GL(m, n, K). 

Remark. 

Let C E CL(m, n, K) and U E Uni(m, n, K). Then U=uni(C) holds if and only if IC-UI:.:;;: IC-WI 

holds for any W E Uni(m, n, K). 

Proof Let C=uni(C)*VAV with VE Uni(m, n, K) and A:=(んふ） E Dia>0(n). For W E Uni(m, n, K), 

we set X :=(x心：= V *[uni(C)] W * V and Y :=(y心：= V *[uni(C)] U * V, then we have X, Y E 

Uni(n, n, K) and we have 

IC-Wl2=Tr[*(C-W)(C-W)]=Tr[ *CC-*CW-*WC+ *WW] 

=Tr[ *VA叩—*VAXV -* V * XA V + I』=Tr[A2-AX-*XA+ln] 

＝〗店ー 2〗んRe[叫 +n, and 
j;J j;J 

n n 

1c-u12=〗か2〗んRe[叫+n.
j=l j=! 

So IC-UI:::;; IC-WI hold for any W if and only if (l=)Re[yjJ;;::: Re[x』 holdfor any W, which is equiva-

lent to Y=In, that is to say *[uni(C)]U=In. By (2) in first Remark, it means U=uni(C). 

2. THE REAL ANALYTIC PATH IN MATRIX SPACES 

In this section, we consider the real analytic path in the matrix spaces which is introduced in the previous 

section. 

Proposition 7. 

Let m~n, and let I'be Dia>0(n) or Heだ°Cn,K) or Uni(m, n, K) or GL(m, n, K) except Uni(n, n, R) 

and GL(n, n, R), or Uni(n, n, R) n {<let U > O} or GL(n, n, R) n {<let G > O}. Then for any G。,G1 E r, 
there is cw-path G(t), (t E R) in I'such that G(O)= G。,G(l)=G1. 

Proof Let i=O, 1 and m'> m~n. 
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Let 11; E Dia>0(n). Weset A(t):=ep(I-t,A。)・eP(t,111), (t E R), then A(t) is cw-path in Dia>0(n) with 
A(i)=ふ

Let U,-E Uni(n, n, C) or Uni(n, n, R) n {det U > O}. Since those spaces are connected cw closed 
submanifold of Mat(n, n, K), there is a cw geodesic U(t), (t E R) in those spaces with U(i)= U;. 

Let H; := *U;A,-U,-E Her>0(n, K) with U; E Uni(n, n, K) and 11; E Dia>°{n). Case of U; E Uni(n, n, R) 

with det U, < 0, we replace (-! O) U to U, so we may assume U, e U(n, n, R) n (det U > 0). Then 
0 In-I 

there are cw path U(t) in Uni(n, n, K) and A(t) in Dia>0(n) with U(i)= U,-and A(i)=A; by the previous 

parts. So we have cw path H(t) := * U(t)A(t) U(t) in Her>0(n, K) with H(i)=H;. 

Let U; E Uni(m', n, K). There are W,-E Uni(m', m'-n, K) such that Vi:=(U肌） E Uni(m', m', K). 

Case of U; E Uni(m', n, R), we may assume that det Vi > 0, because if det Vi < 0, then we replace W; 

（勺H O) to W,. By the previous part, there is c• path V(t) :~(U(t) W(t))in Uni(m', m', K) with U(t) 

E Mat(m', n, K) and W(t) E Mat(m', m'-n, K) such that V(i)= Vi. Then U(t) is cw path in Uni(m', n, 

K) and U(i)= U;. 

Let G; E GL(n, n, C) or GL(n, n, R) n {det G > O} or GL(m', n, K). By Proposition 5, there are U; E 

Uni(n, n, K) or Uni(m', n, K) and H; E Her>0(n, K) such that G;= U;H,-. Case of G; E GL(n, n, R) with 

det G > 0, then det U;=det[ G;H戸]> 0 hold. So there are cw path U(t) in Uni(n, n, K) or Uni(m', n, K). 

and cw path H(t) in Her>0(n, K) such that U(i)= U; and H(i)=凡 byprevious parts. Hence we have cw 

path G(t)= U(t)H(t) in GL(m, n, K) with G(i)= G;. 

Remark. 

Let U(t) be a path in Uni(m, n, K). Then U(t) is geodesic if and only if { * U(t) U'(t)}'= 0 which is 

. tn 
eqmvalent to U(t)= U(O)~n-X叫 where X := 

h! 
* U(O) U'(O). 

Finally we give Theorem 2 which shows the existence of the real analytic path in GL@(2m, 2n). 

Theorem 2. 

Let m::?: n and @恥#or h叫可 C凡皿dlet I'be GL@(2薦 2n)or R釘~0(2n) or Unバ＠薦句奴⑬団

GL#(2n, 2n) and Uni#(2n, 2n), or GL#(2n, 2n) n {det G > O} or Unハ(2n,2n) n {det U > O}. Then for any 
G。,G1 E I', there is a real analytic path G(t), (t E R) in I'such that G(O)=G。,G(l)=G1. 

Proof Let G; :~(A, .!}_) E GL,o,(2m, 2n). Since A, E GL(m, n, C), there is c • path A(t) in GL(m, n, C) 
0 A; 

such that A(t)~A;. Then G(I) :~(A(t) O) is a c • path in GLo,(2m, 2n) with G(i)~G,. 
0 A(t) 

If G; E GLCR(2m, 2n), then ]2mG; * ]2n E GLhoz(2m, 2n), so there is cw path F(t) in GLhoz(2m, 2n) with 
F(i) = l2mGi * J加 ，henceG(t) := *加F(t)f2nis cw path in GLCR(2m, 2n) with G(i)= G;. 

Let m'> n. If G; E GL#(2m', 2n), then* J年 ,GJ2nE GL(2m', 2n, R), so there is cw path A(t) in GL(2m', 

2n, R) with A(i)= * J年 ,GJ2n,hence G(t) := ]2mA(t) * ]2n is cw path in GL#(2m', 2n) with G(i)= G;. Case of 

G; E GL#(2n, 2n, R) n {det G > O}, we show the existence of the cw path similarly, since we have * ]2nGd2n 

E GL(2n, 2n, R) n {det G > O}. 
Let G; E Unz亙(2m,2n) except Uni#(2n, 2n) or Uni#(2n, 2n) n {det U > O} and H; E Her@(2n), where 

@ is ho! or # or CR. By the part above, there are cw path A(t) in Gい(2m,2n) and B(t) in GL@(2n, 2n) 
with A(i)= U; and B(i)=H;. Then U(t) := uni(A(t)) is cw path in Uni@(2m, 2n) with U(i)= U;, and 

H(t) :=her(B(t)) is cw path in Her@(2n) with H(i)=H;, since uni and her are cw on GL@(2m, 2n). 
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The Riemann domain is, of course, motivated by Riemann's concept of the Riemann surface of an algebraic 

function as an abstract space realized by a branched covering space of the projective line. We consider the 

万operatoran on infinite dimensional Riemann domain. Everybody knows the importance of the百problem

on CN, and with respect to other work concerning Complex Analysis on infinite dimensional spaces, it was 

natural to try to solve the problem in such conditions. 

The first positive result in this direction was obtained by C. J. Henrich [3]. He showed solutions of the a 
equation on a separable Hilbert space. His work was deeply influenced by Gross'results on Potential theory 

in Hilbert spaces, by the L2 estimates of Hormander. 

Later P. Raboin [11] proved the existence of solutions on a pseudoconvex domain of a complex DFN space 

with a Schauder basis. And J. F. Colombeau -B. Perrot [l] proved the existence of solutions on all complex 

DFN spaces. In this paper, we will show the following estimate with respect to the万equationon a 

pseudoconvex Riemann domain. 

Theorem. Let H, G be separable Hilbert spaces such that the inclusion from H to G is compact, and (Q, p) 

be a pseudoconvex Riemann domain over G. We put QH = P―1(H)nQ. If gE C贔 (Q)satisfies a g=O, then 
there exists a continuous plurisubharmonic function rp on QH such that, for eve勾 zE QH, the following inequal-

ity holds 

llg(z)ll/¥(o,u(H):S eサrp(z)

2. NOTATIONS AND PRELIMINARIES 

Let E be a locally convex space, here always assumed to be complex and Hausdorff. Let 6 be a 

permutation of the set {1, …, p}. We denote by En the product space of n copies of the space E, and by 

s(6) the signature of the permutation 6 of the set {l, …， p}. A real p-linear form f:EP→ C is said to be 

skew-symmetric if 

J(x1, …，西）= s((j)/(X<5(1), …， X<J(p)) 

for (x1, …, Xp) E EP. The skew-symmetric real p-linear form f is said to be complex linear (resp. antilinear) 

if 



54 NOTE ON AN INFINITE DIMENSIONAL RIEMANN DOMAIN 

/(Aぁ十μyi,X2, …Xp)=A/(xi, X2, …, Xp) +μf(Yi, X2, …， Xp) 

(resp. /(入:r1+μy1,X2, …Xp)=えf(xi,X2, …， Xp) + fif (yi, X2, …, Xp)) 

for x;EE(I:s;;i:s;;p),y1EE and 11, μEC. 

Let / be a real n-linear form on En and a be a permutation of the set {1, …， n}. Then we denote by 

戸(X1,~-·, Xn) = /(Xcr(l), …， X和<n>)for every (x1, …, Xn) E En 

A real P+ q-linear form f:EP+q→ C is called skew-symmetガcp-complex linear and q-antilinear if / is skew-

symmetric and if there exists a permutation a of the set {1, …, p} such that a real p-linear form EP 3 (x1, ・・・, 

Xp)→戸(x1,…，Xp, Yi, …， yq) EC is complex linear for each (y1, …， yq) Eか andif a real q-linear form Eq 

ぅ(Yi,…, yq)→戸(x1,…, Xp, Yi, …， yq) E C is antilinear for each (x1, …, xp) E EP. We denote by /¥<p,qi(E) the 

linear space of all continuous skew-symmetricかcomplexlinear and q-antilinear forms / on E. The space 

/¥<P,q> (E) is equipped with the topology of uniform convergence on bounded subsets of E. 

Let Q be an open subset of E. A er -mapping form Q into /¥ (P,q>(E)is called a Cに (p,q)-form on Q. We 

denote by Cみ，qi(Q)the linear space of all er -(p, q)-form on Q. For ヶ ~ 1,we define linear operators a, from 
C[p, q)(Q)into C[p+1,qi(Q), and万， fromC(p, q)(Q) into cr(P, q+1lQ), by the formulas. 

(a/)い(y1,…， YPH+l) 
1 P+q+l 

p+q+l k=l 
~ (-l)k+1-{/'(x)yk-i/'(エ）（如）}(y1, ・・・,Yk, … YPH+l) 

2 

（初／）（ェ）(y1, …, YP+q+1) 

= 1 pぎ(1
p+q+l k=l 

-1)k+1-{/'(x) Yk + zf'(x)(iyk) }(y1, …， '/;k, ・・・, yp+q+1) 
2 

respectively for each x E Q and for (y1, …， YPH+i) E EP+q+i, P + q ~ , where汎kindicates that Yk is omitted. 

An element u of C[p,qi(Q) is said to be 万ーclosedif和 =0.We denote by C負） the linear space of er -

class functions on Q. 

A Hausdorff space M is called a complex manifold modeled on the space E if there exists a family行＝

{(Uj, 叫；j E J} of pairs (Ui, 叫ofopen sets Ui of M and homeomorphisms (f}j of open sets訊 ontoopen 

sets of E satisfying the following conditions. 

(1) For any j, k E J with ujn Uげ¢,the mappings四ぢ：四(ujnuk)→ rpi Uj n Uk) between open sets in 
E are holomorphic. 

(2) U仏=M.
jE/ 

舒iscalled a atlas of M, and an element of舒iscalled a chart of M. 

Let M and N be complex manifolds with atlases {(Ui, rpぶjE J} and {(Uら始）；a EA} respectively. 
Then a mapping / :M→ N is said to be holomorphic if, for any j E J and any a E A with /(UJ n U戸 0,the 

mapping始°がぢ isholomorphic when it is defined. Particulary, if N = C, I is called a holomorphic 
function on M. We denote by H(M) the vector space of all holomophic functions on M. As we stated in 

the previous part, the definitions of (p, q)-forms and 万—operatorscan immediately be extended to forms and 

functions on complex manifolds modeled on locally convex spaces. A function /:M→ [-co, 十co)is said to 

be pluガsubharmonicif, for any j E J, the function / 0 rpt is plurisubharmonic. 
We shall recall the definition of pseudoconvex domains of locally convex spaces and the properties of those. 

Let H be a Hilbert space and Q be a domain of H. We define the distance function d贔2→[O, +co] as 

follows: 

必(x)=sup({r>0; B(x, r)cQ} U {O}) 

where, for~E H and r > 0, we write 
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B(~, r)={~+ b; b EH, llbll < r}. 

Let (Q, p) be a connected Riemann domain over a Hilbert space H. For a, b E Q, the set [a, b] is said 

to be a line segment if it is homeomorphic under p to the line segment [p(a), p(b)]. For xo, x,, …, Xn E Q, 

the set [xo, x,, …xn] is said to be a polygonal line if it is a finite union of line segments of the forms [xi-1, 

x」,(j=l, 2, …， n). We define the geodesic distance Pn between x and y for x, y E Q as follows 
n 

pn(x, y)=inf{~IIP(xj-1)-p(xJIIH; 
j;J 

x=xo, X1, …，Xn=Y E Q, [xo, X1, , ] … Xn 1s a polygonal line} 

The domain Q is said to be pseudoconvex if the function - log dn is plurisubharmonic on Q. 

3. ESTIMATES ON A RIEMANN DOMAIN 

In this section we shall show estimates on a pseudoconvex Riemann domain over a Hilbert space. 

Lemma 1. 

Let H be a separable Hilbert space, and (Q, p) be a pseudoconvex Riemann domain over H. We set 

Q1,={xEQ; 心(x)>o}

for o>O. If U is a connected component of Qs, then the set 

{x EU; Pu(xo, x):c;;c} 

is relatively compact in Q for xo E U, c E R. 
0 

Proof We take 0< E<- and fix x。EU.We set 
3 

Kc={x EU; Pu(Xo, x):c;;c} 

for c ER. Since Pu is a metric on U, if c :s;; 0, Kc is compact. So in order to show that the set Kc is 

relatively compact for every c E R, it clearly suffices to show that if the set Kc is relatively compact for c 

キ0,the set Kc-e is relatively compact. 

We will show that 

Kc+eC UエEKc恥 (x,2c) 

In fact, we take y E Kc+e. Then there exists a polygonal line [xo, Xi, …, Xm] in U with Xm=Y such that 

I:IIP(ぁ)-p(x;-1)11< c+2c. 
i=l 

If 

m 

~IIP(xJ- P(xj-1)11~ c, 
j=J 

then Pu(Xo, y)::;;:c. So yEKc. If 

m 

c<~IIP(ぁ) -p(xj-1)11~c+2c, 
j=l 

then there exist k E N and x E [xk-1, Xk] such that 1豆~m and 

k-1 
~IIP(x;)-p(x;-1)11 + IIP(x)-p(xぃ）ll=c. 
i=l 

So we obtain 

m 

IIP(xk)-p(x)II+~IIP(ぁ)-p(xj-1)11 < 2c. 
j=k+l 

Therefore Pu(xo, x)~c, so x E Kc. Moreover since IIP(xJ-p(x)II < 2E for j =k, k+ 1, …， m, we have Xk, Xk+1, 
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…, Xm E Bn(x, 2c), and y=xm E Bg(X, 2c). 

If Kc is relatively compact for c~0 then there exist a。,a1, …, am E Kc such that 

KcCU戸BQ(ai,c). 

By the previous theory, we have 

Kc+eC U冗Bn(ai,3c). 

口

Lemma 2. 

Let H be a separable Hilbert space, and (Q, p) be a pseudoconvex Riemann domain over H. We set 

幼 ={xE Q; 心(x)>o}

for o > 0. If U is a connected component of Qs, then there exists a continuous plurisubharmonic Junction I 
on U such that 

{xE U;/(x):,;;c} 

is compact in U for c ER. 

Proof We take a positive constant c such that O < 2c< o. Let V be a connected component of砧 which

contains U. We fix x。EV, and for every x E V, we set 

!J(x)= Pv(xo, x). 

If x, y E V are in the same chart, we have 

J6(x)-6(y)J=Jpv(xo, x)-pv(Xo, x)I 

~IIP(x)-p(y)II. 

So we denote the smoothing function on Q, by刀c

<I(x)-<J叫 x)=f- {<I(x)ーか(PIUェ）一1(P(X)-t)加(t)dA(t)
Bo(O.e) 

吋~IIP(x)-(p(x)-t)II刀e(t)dA(t)
Bo(O.e) 

s;Efー刀e(t)dA(t)
Bo(O.e) 

=€. 

We take a constant c, so that the function u,(x)=6*TJ,(x)+c,IIP(x)ll2 is continuous and plurisubharmonic 

on U. By Lemma 1, the set {x E U ; u,(x) s c} is relatively compact in Q for each c E R. 

We next consider the function 

1 
v(x)= ,_ ___ , 1 _一、',---"・

Since cp(t) is convex increasing for t < 0, り(x)is continuous and plurisubharmonic on Qs. Hence we set / 

=max(ue, v), then / is continuous and plurisubharmonic on U. Since v(xJ→ 十=if a sequence {叫 inU 

converges to the boundary of U, the set 

{xE U;/(x)~c} 

is compact in U for c E R. ロ
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Lemma 3. 

Let H be a separable Hilbert space, and (Q, p) be a connected pseudoconvex Riemann domain over H. 

Then there exists a continuous pluガsubharmonicfunction Q on U such that 

{xEU;f(x)sc} 

is compact in Q for c E R. 

Proof Let Ai be an increasing sequence of compact subsets of Q such that each compact subsets of Q is 

contained in some Aj. Let {r: 晶 bea sequence of strictly positive numbers decreasing to zero such that AJ 

is contained in a connected component仏 ofQr1-We set K戸 AJPsccu1.,for each j. Then KJ is a compact 

subset of Uj-1 n QTjo Let防 bethe union those connected components of Qr1 which intersect KJ for each j. 

So we obtain that UJc Vjc U;+1 and Vj has only finitely many connected components. By Lemma 2, there 

exists a continuous and plurisubharmonic function v1 on恥 suchthat {x E Vi; 叫x)s c} is compact in U 

for each c E R. So we choose a constant c1 > 1 so that功(x)< c1 for every x E K1, and set 

L1={x E Vi; 叫x)scふ

Then there exists j EN such that L1CAj. So we may assume that LCA2 without the generality. Since 

ふPSC(V2)= A1PSC(U2) = K1 C防， thereexists a continuous and plurisubharmonic function vz on凡 suchthat 

(1) {x E兄； vz(x) s c} is compact in U for each c E R 

(2) vz(x) < 0 for every x E A1 

(3) vz(x)>2 for every x E A2¥ Vi 

We choose a constant cz >2 so that vz(x) < cz for every x E K2, and set 

Lz={x E Vi; vz(x)sc砂．

By an induction, there exist continuous plurisubharmonic functions v; on Vi and constant numbers c; E R 

such that 

(1) C; > j 

(2) {x E Vi ; v;(x):::;: c;} is compact in U 

(3) v;(x) < 0 for every x E A; 

(4) v;(x) > 0 for every x EA八A;-1

where L;={x E V砂 (x):::;:c;} for each jキ2.

Let x be a convex increasing function on R such that 

(1) x(t)=O for t:::;:o 

(2) x(t)キtfor tキ1

We set 

/;=±x゚In
n=l 

for each j E N, then we have Ii=九 onふ whenj, kキn.Therefore there exists f =Iim Ii, and / is continu-

ous and plurisubharmonic on Q. So we obtain 

{x E Q;/(x)::::::j}CL; 

for every j E N. ロ

Theorem 4 

Let H, G be separable Hilbert spaces such that the inclusion from H to G is compact, and (Q, P) be a 

seudoconvex zemann domain over G. We put Q戸 P―1(H)nQ.If g E c贔 (Q)satisfies a g=O, then there p R" 

exists a continuous plurisubharmonic function cp on品1such that, for every z E QH, the following inequality 

holds 
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llg(z)ll/¥rn,ll(H)::;: e―ふq,(z)

Proof From the condition of Q, there exists a continuous plurisubharmonic function f on幼 suchthat the 

set Kn= {z E QH;/(z)::;: n} is compact in QH for each n E N. Then the sets Kn are increasing and relatively 

compact and Q← U Kn. We set 
nEN 

Mn=詞 llg(z)IIA,o,1J(H), 

Let x be a positive convex increasing C2 function on R, such that 

1 
-x(n-1)塁 ogMn
2 

for all n=l, 2, 3, …. Then for all z E辺 thereexists n E N such that z E Kn ¥Kn-1. So n-1 ::;;J(z)::;; n. 

Therefore for all z E QH 

1 
2 
-x(/(z))::;; logllg(z)ll/¥10,u(H)・

We put cp = x Of, and cp has all required properties. ロ
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斜め衝突逼動をする二つの渦輪の可視化測定

簑田登世子
く平成 6年 9月30日受理〉

Experimental Study of Oblique Collision of Two Vortex Rings 

Toyoko MINOTA 

The shadowgraph observations have been performed for interactions between the vortex rings 

and the shock waves ejected from two nozzles placed at right angles. The spherical shock wave 

impinges obliquely on the vortex ring, and the shock front is detracted and diffracted corresponding 

to the velocity and density distributions of the flow field around the vortex core. Two vortex rings 

gradually aproach to each other with their self-induced motion and collide at the angle. The steady 

shock wave is formed between the cores inside before coming into contact. The vortex rings begin 

to touch from the cores inside, and the vortex lines seen as thin black filaments are coiled round each 

other. The traces of wave generation are seen in the shadowgraphs at this stage. The vortex lines 

of the twist structure undergo stretching by mutual induction, and this part of the vortex line is 

annihilated. 

1. はじめに

流体中の非定常な渦運動は，乱流現象や空力騒音発

生などの重要な要因であると考えられ，さまざまな角

度から研究されている。その中で乱流をモデル化し，

数値シミュレーションによって，その素過程，たとえ

ば渦運動による渦の変形や合体，渦線の繋ぎ変えなど

を詳しく調べ，乱流の構造解明に役立てようとする研

究も行われている。これらのシミュレーションの結果

を実験と比較するためには，複雑な乱流状態の実験結

果からその問題に合致した部分を抽出して調べるか，

シミュレーションと同じモデルを実際に作りだし実験

的に調べること等が考えられる。本論文は後者の方法

で，渦輪の相互運動によって生じる上記のような現象

を実験的に調べることを目的としている。

ノズ）レ噴流などの乱流中では渦輪の追い抜き現象や

衝突，合体等が観測されて，渦輪は乱流の素要素とも

考えられることから，渦輪運動に関してさまざまな角

度から理論的1,2), 実験的3,4)に調べられている。個々の

渦輪の渦核が互いに十分離れている場合には，非粘性

のポテンシャル理論による計算は，実際の渦輪の変形

や速度変化などの運動状態，さらにそれらの運動によ

って放射される音の波形もまた良 く表わすことが示さ

れている。しかし渦核が接近すると，渦輪の合体や分

裂，衝突によって生じる小さな渦輪などが観測され，

これらは非粘性理論では説明することができない。ま

た放射音の波形も理論計算から大きく離れており，粘

性が強 く影響していることを示している。

粘性を考慮してナビエ・ストークス方程式を直接解

く数値シミュレーションによる研究は，渦輪や渦糸の

相互運動を調べることにも適用され，渦度の運動学，

渦線の繋ぎ替え等の問題に対して，詳細な報告がいろ

いろと提出されている 5-7)。しかしシミュレーションの

方法の違いなどによって，それらの結果の間には相違

が見られる。一方実験的には，渦度分布あるいは速度

分布を直接測定することは非常に難し く，多くは渦の

中に注入された色素や煙の運動によ って調べられてお

り，渦線の繋ぎ替えなどの詳細な構造までは，まだ明

らかにされていない。

本報告の実験では，渦輪は衝撃波管を用いて生成さ

れた。この方法では細い渦核を持った高レイノルズ数

の渦輪が生成される。そのためトレーサなどを入れず

に光学的な方法で渦運動の可視化観測ができる。また

衝撃波管から最初に大気中に放射された衝撃波は，初

期に渦輪と相互作用し，渦と衝撃波の干渉現象が観測

される。

衝撃波と渦の干渉現象は，ロケ ットや航空機が作り

出す騒音の発生原因となることから，主に音の問題に

焦点をあてた研究が行われてきた8,9)。最近の渦輪と球

面衝撃波の相互作用の実験では，渦輪の渦核付近での
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密度の非一様性と渦核の回転速度により，衝撃波は回

折，屈折を受けることが示されている 10,11)。渦による衝

撃波の回折，屈折や，逆に衝撃波による渦の変形，渦

度の変化などの詳しい解析は，近年数値シミュレーシ

ョンによって提出され始めている 12,13)

本報告は， 90度の角度をもって設置された 2つのノ

ズルから生成された渦輪が，衝撃波と斜めから干渉し

ていく様子，および渦輪同士の相互運動によって生じ

る渦線の繋ぎ替えの様子などを，可視化観測によって

時間を追って調べたものである。

2. 実験装置

使用した衝撃波管と光学系の概略は図 1に示されて

いる。衝撃波管は内径40mmの円筒形で，セロハン膜

CMで仕切られている。一方は窒素ガスを注入して高

圧 (3x 105Pa)とし，他方は大気圧にする。高圧部の

長さは100mm,低圧部（大気圧部）はlmである。低圧

部の後壁から手前10mmの壁面には内径10mmの 2

つの穴が開けてあり， 2本のパイプが取り付けられる

ようになっている。取り付けられたパイプは内径10

mm, 長さ2.5mのポリエチレン製で，この他端は内径

6mmの直線ノズルに結合されている。衝撃波管内で

セロハンを破膜して生じた衝撃波は，この 2つの穴の

所で2方向に分かれパイプ内を伝播しノズル出口から

放射する。放射した平面衝撃波はノズルのエッジで回

折し，次第に球面状になり，球面波として進行してい

く。衝撃波に続いて高速の空気が放出され，この噴き

出した流れと外側の空気との境界に薄いせん断層が生

: : to nozzle 

祉

Figure 1 

Shock Wave Shock Tube 

Driven section 竺 N
Driver section 

Schematic diagram of the experimental 

set-up. N : needle, CM : membrane, 

PTl, PT2: pressure transducers, C 

electronic counter, D: delay (laser con-

troller), F: pinhole, Ll, L2 : lenses, HF. 

film, HNL: He-Ne laser, BS: beam 

splitter, DL : dye laser. 

じ，渦度の集中した領域ができる。この領域が成長し，

渦が巻上がって強い渦輪が生成される。ノズ）レは両ノ

ズルの中心軸が90゚ の角度で交差するように設置され

た。生成された渦輪は流れが放出された方向に進行し

て行くから，互いに90゚ の角度を持って接近し衝突す

る。これらの運動によって生じる渦輪の変化の様子は，

シャドウグラフ法で密度勾配の変動としてフィルム上

に捉えられ記録される。

シャドウグラフ写真撮影の光源は，パルス幅300ns,

波長590nmの色素レーザで，図のようにピンホール，

レンズを通して平行光に拡げ，ノズル位置に入射する。

フィルムはアグファ社10E75-Pl (AH) を使用した。

一方のノズルには， 25mm間隔で 2つの圧力変換器

PTl, PT2が取り付けられている。これらが感知した

衝撃波の通過信号はカウンタ(C)に入り，その時間差か

ら衝撃波速度が測られる。変換器PTlの信号は，さら

に遅延装置(D)を介してレーザ発振のトリガとなる。遅

延装置はlμs間隔で設定できるので，レーザ発振の時

刻を少しずつ変化させて撮影することにより，渦運動

の変化の時間的な発展が観測される。

渦は斜めに衝突していく運動のため，対称性がなく，

3次元的な様子を捉えるには， 3方向からの観測が必

要である。ここでは，光学系の制限から次のように 2

つのノズルの設置位置を変えて撮影を行った。レーザ

光の進行方向に対して， (a)垂直な面内に90゚ のノズル間

角度を持って設置， (b)45゚ ずつ傾けて同一平面内に設

置， (c)垂直な面に対称に45゚ ずつ傾けて設置して行っ

た。記録される渦輪の様子は，それぞれ(a)トップビュ

ウ (topview), (b)フロントビュウ (frontview)およ

び(c)サイドビュウ (sideview) となっている。

3 . 実験結果と考察

3.1 渦運動の可視化

(I) 渦輪と衝撃波の相互作用

写真 1は， 2つのノズルをレーザビームに垂直な面

内に設置した場合で，渦ー衝撃波の干渉状態のトップ

ビュウを時間的に追ったものである。各時間は相対的

なもので，写真 1(a)を時間の原点にとっている。ノズ

ルA,Bから放射した衝撃波AおよびBは球面波とな

って進行し，他方のノズルロ近くの渦輪BおよびAの

渦核に接近している。中央付近には衝撃波同士の干渉

が捉えられているが，この衝突前後での衝撃波の変化

は見られなかった。写真 l(b)は， lOμs後の状態を示し

ている。衝撃波Aは渦輪Bの渦核の一部に接触し渦核

の速度分布に応じて変形した様子が見られる。その後

渦の中で加速された部分の衝撃波面は，渦核を中心に

周り込み螺旋状に広がる回折波となることが，渦輪A
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Plate 1 Shadowgraph pictures of the shock-

vortex interactions in the oblique colli-

sion (top view). The translational speed 

and diameter of the vortex ring are 80m/ 

s and 9mm. Rynolds number is 48,000. 

Times are relative time: (a) Oμs, (b) 

lOμs, (c) 20μs, (d) 30μs, (e) 40μs, (f) 50μs, 

respectively. 

および写真 1(c)中の渦輪Bの干渉状態から分る。この

回折波は進行して，写真 1(f)で見られるように他方の

渦輪の渦核と再び干渉する。一方渦内で減速される波

面部分は渦の中を捻れながら進んでいることが写真 1

(d, e)から分かる。この波面部分は，写真 1(e)の様

に他方の渦核に接すると再び回折する（写真 1(f))。

一方渦内で捻れ状態で進む波面は取り残され，衝撃波

後流の中を逆向きにノズ）レ方向へゆっくり進行してい

く。これらは，断片的なウエーブレ ット (wavelet)と

して写真に捉えられている。
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Plate 2 Shadowgraph pictures of the shck-

vortex interactions in the oblique colli-

sion (front view). Times are (a) Oμs, (b) 

lOμs and (c) 20μs. 

写真2は2ノズルを両サイドに設置して得られたフ

ロントビュウである。両ノズル出口付近の楕円形の細

い輪は渦輪の渦核である。衝撃波が渦核に接近した写

真2(a)は，写真 1(a)に対応した状態を示している。写

真2(b)は写真 1(b)に対応しており，左の渦輪では渦核

に衝撃波がちょうど接した状態を，右では渦核に周り

込んだ衝撃波の状態を示している。写真2(c)は写真 1

(d)に対応しており，渦輪の中の白い曲線は渦核の中を

捻れ状態で進む取り残された波面である。

写真3は写真 1(a)および写真 2(a)に対応した状態の

サイドビュウである。渦輪および衝撃波が完全に重な

っていないのは， 2ノズルをレーザビームから少し傾

けて設置したためで，後の時刻で生じる渦輪のテール

（写真4(a)の外側の渦輪核 Co)での渦線の再結合状態

を観察し易くするためである。衝撃波と渦輪の相互作

用の状態は，サイドビュウでは，捉えられなかった。

(II) 渦輪同士の相互作用

写真4, 5および6は，渦輪が衝撃波と干渉した後

に起こる，渦輪同士の相互作用によって生じる， トポ

ロジカルな変化のト ップビュウ，フ ロントビュウおよ

びサイドビュウである。示している時刻は，写真 1(a), 

2 (a)および3をそれぞれ時間の原点にとっている。後
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Plate 3 Shadowgraph picture of the shock-

vortex interactions (side view). 

者の 2ビュウとトップビュウとは，ノズ）レ間の距離が

異なるため，時間的な進行状態は完全には一致しない。

しかしそれぞれの対応する順序は，出来るだけある時

刻での状態を 3方向から眺めたものになるように選ん

だ。

衝撃波と相互作用した渦輪は，ほとんど変化を受け

ずに自己誘導速度で進行して，写真4(a)のように渦輪

の内側の核C1(これを渦輪のヘッドと呼ぶ）から相互

作用を始める。互いのヘッドは接近してその進行が妨

げられ，渦輪のトップビュウは弓型に変形している。

フロントビュウ写真5(a)では，写真 2のように初期で

は完全な円形（楕円形）であった渦線リングに波が現

れている。これは，低レイノルズ数の渦輪の場合に見

られる 円周方向の 3次元不安定性による波状構造14)

と同一のものと考えられる。しかし低レイノルズ数の

場合に生ずる波の数は少数であるのに対して多数であ

り，またその振幅も小さい。これは，本実験の場合，

渦輪は高速で高レイノズル数であること，および渦核

が細いことに因ると考えられる。

渦輪がさらに接近すると，両渦核を結んで暗い線を

伴う明るい線が現れている（写真4(b))。これは，渦輪

に付随する流体が，この狭い領域を通って急速に放出

されるために発生した衝撃波である。この衝撃波は，

渦輪の正面衝突の場合に見られた渦核を結んだ帯状の

衝撃波15) と同様に，渦核の間に留まったまま渦輪の伸

びとともに進行する。両渦が接触し衝突するに連れて

衝撃波は，ヘッドからテールヘと伸びていることが，

フロントビュウ写真 5(d)やサイドビュウ写真 6(C, 

d)から分かる。写真5(d)では，渦核の接触が上下の部

分まで起こり始めており，衝撃波はその渦核を結んで

見られる。また写真6(c,d)では，渦核が接触して絡

み合った部分から渦線が重なって見えている部分まで，

円弧状の衝撃波が見られる。

写真4(d)のヘッド部分での渦の絡み合い状態から，

この時刻ではすでに渦度の変化，合体消滅が生じてい

ることが分かる。そしてヘッド部分には，そこを中心

にして発生した波の軌跡が見られる。この波の軌跡は，
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Plate 4 The oblique collisions of two vortex 

rings (top view). Ci denotes the core 

inside and Co the core outside. The 

shocklet is seen between the vortex 

cores in b. The traces of the wave 

generation are seen in d,..,__,f_ Times are 

relative time: (a) 90μs, (b) lOOμs, (c) 

120μs, (d) 130μs, (e) 140μs, (f) 160μs, (g) 

190μs and (h) 250μs. 
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Plate 5 Shadowgraph pictures of the oblique 

collisions of two vortex rings (front 

view). The shocklet is seen in the coilled 

round vortices in (d). The traces of wave 

generation are seen in (d---f). Times are 

relative time from the instant of Plate 

2(a): (a) 140μs, (b) 160μs, (c) 170μs, (d) 

180μs, (e) 210μs, (f) 230μs, (g) 240μs and 

(h) 310μs. 
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Plate 6 Shadowgraph pictures of the oblique 

collisions of two vortex rings (side view). 

The shocklet is seen in (c, d). Times are 

relative time from the instant of Plate 3 

(a) 150μs, (b) 160μs, (c) l 70μs, (d) 190μs, 

(e) 210μs, (f) 230μs, (g) 240μs and (h) 

250μs. 
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次の写真4(e)では大きな広がりを見せており，発生し

た波が伝播していることが分かる。フロントビュウ写

真5(d, e)においては，すでに発生して伝播した渦

輪の周りに見られる波の軌跡と，上下の渦の絡み合っ

た部分を中心に発生した波の軌跡が，重なりあった形

で見られる。この波は，遠距離場では，音波として観

測されると思われる。

渦線の繋ぎ替えはヘッドから徐々にテールの方へ進

んで行くがテール同士の接近の速度は遅く， トップビ

ュウでは160μsでも初期の形状を保っていることが観

測される。その後は急速に接近して，写真4(h)に見ら

れるように，両渦核は強く太くなって繋ぎ替えによる

新たな渦形状を示しているようである。フロントビュ

ウ写真 5では，真中のヘッドの衝突を示す部分は，時

間とともに渦線が弱く薄くなり，一方テールを示す両

脇の渦線は，上下方向に伸びると共に中心方向へ進行

しており，テール同土が接近するに従って渦輪の直径

が増大していることが分かる。これはサイドビュウ写

真6によっても分かる。写真 6(h)のサイズは初期の渦

輪の 3倍以上に大きくなっている。写真5(h)では，中

心部分が少し絞められた形をしており，渦の消滅がこ

こで起こり上下2つの渦に分かれる気配が見える。し

かしその後の観測では， 2つの渦輪に分裂することは

できずに渦全体が大きく広がっていく形状を示した。

両渦核が接した後どのように渦が干渉してい くかを

見る。写真 5(b)は，波状を呈している渦線が部分的に

接触して互いに繋がっている。時間が経つと写真5(c) 

のように，繋がった部分はコイル状に，繋がらなかっ

た渦線の部分に巻付いているように見える。中心部分

のコイル状の渦線は時間と共に伸びていく。サイドビ

ュウを見ると，両渦輪が接するに連れて渦線は細くな

って伸びて行き，渦は弱くなって消滅し，接触部分は

両サイドに離れていくことが写真6(c)から分かる。写

真6(d----.,h)では，渦核が接しているところでコイル

状の渦が見られる。これらは両渦線の周りに巻付いて

いるが，時間と共にこのコイル渦は，引き伸ばされて

細く弱くなり消滅している。

3.2 渦輪の軌跡

トップビュウの一連のシャドウグラフから，渦核の

位置を測定して得られた渦核の軌跡を図 2に示す。シ

ャドウグラフの時間の原点として採られた渦輪位置は，

図中の矢印 aで示している。三角印，丸印および四角

印はそれぞれ時刻llOμs,140μsおよび180μsでの位置

で，渦の絡み合いや繋ぎ替えなどによる波の軌跡が記

録され始めた時，その軌跡の範囲が大きく広がってい

る時および軌跡が消えてしまった時で，目安のために

Figure 2 Observed trajectories of the vortex 

cores. The arrows with a, b and c mark 

the positions corresponding to plate l(a), 

plate 4(b) and plate 4(g). 

示している。衝撃波が見られる写真4(b)の位置は，矢

印bで示している。ヘッド部分の軌跡は， l30μs以後は

両渦輪の渦が重なり干渉しあった状態のため測定でき

ないが，渦輪がヘッド部で衝突を起こすと互いに押し

合いながら伸びていることが見られる。矢印 Cは190

μSの位置で写真4(g)の状態のときである。これ以後

の渦輪の外側の渦核Coはほぽ平行状態を保っており，

渦の結合などによる急激な変化はないようである。

図3は，ノズ）レAを原点として測った渦輪の移動距

離の時間的な推移を示している。丸印は渦核Coの，四

角は渦核Ciの変化を表している。それぞれのデータに

マッチするように 3次の多項式で近似した曲線がグラ

フ中に示されている。時刻70μs程度までは，渦核Co
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Figure 3 Observed vortex position Z is plotted 

against the relative time T : circles (core 

Co), and squares (core Ci). The solid 

curves are the polynomial curves of 

degree 3 determined to fit the measure-

ment. The arrow with b marks the 

position corresponding to plate 4(b). 
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とCiのデータは良く一致しており，この範囲では渦輪

は殆ど相互作用をせずに自己誘導速度で進行している。

渦輪の速度は生成後徐々に増加し，時刻60μsから相互

作用しているこの図中のデータの範囲 (160μs)では，

渦核Coの実曲線がほぽ直線で表されており一定速度

となっている。その勾配から求めた速度は112m/sで

ある。相互作用する前の渦輪の並進速度を調べること

は困難であるが，目安として衝突前の30μS"-'70μsの

データを用いて求めた速度は80m/sである。渦輪の直

径を9mmとしたときレイノルズ数は48000である。

4. 検討

渦輪と衝撃波の相互作用に関する数値計算は，正面

からの干渉に対して軸対称性を用いることによってな

されており，実験との良い一致が得られている 16)。本実

験は，斜め衝突であり，軸対称性のない 3次元の現象

であるため，計算機の容量の問題などもあって，理論

的にも数値シミュレーションによってもまだなされて

いない。

渦輪同士が接近すると写真4(b)のように両渦核の間

に衝撃波が形成された。このような衝撃波は，渦輪の

正面衝突や渦輪と壁面との衝突の場合にも見られる 15)。

衝撃波が形成される機構としては，両渦核がラバール

ノズ）レ壁の役割をしていると考えると理解し易い。即

ち，渦輪の内側を通過した流れは衝突し，その領域の

圧力は高くなる。衝突後流れは渦輪のヘッドおよびテ

ールの方向へ進行する。ヘッド部分は狭くなっており ，

流れは加速されて最も狭いスロート部分で音速となり，

ついで超音速となり，衝撃波を生じて亜音速に圧縮さ

れて，ヘッド部分を通過後は大気圧となって流出する。

正面衝突の場合の数値シュミレーションの速度ベクト

ル分布および圧力分布の結果16)は，以上のような考え

が成り立つことを示している。

渦輪が斜め衝突する時に放射される音の測定は，す

でになされており，音圧波形，方向性および音の構成

要素などについて調べられている 17)。そこでは，それま

でに知られていた 4重極性の放射音のほかに，多重極

性の音が存在することが示された。そしてその音は，

渦度の変化，渦線の繋ぎ替えによって生じたものであ

ろうことが理論考察で示されている。シャドウグラフ

に見られる波の軌跡は，渦核が互いに衝突し渦度が大

きく変化した状態の時に発生していることを示してい

る。斜め衝突する渦輪からの放射音の問題では，音源

である渦輪の軌跡や距離と時間の関係もフォトセンサ

ーによって調べられている。そのとき使用された渦輪

生成用の衝撃波管の高圧部は2X 105Paで， ノズル出口

から両ノズ）レ軸の交点までの距離は41mmであり，本

実験とは渦輪の強さや位置関係が異なるが，渦核の軌

跡は本実験の結果とほぽ同じである。放射音の測定か

ら見い出された多重極音の放射位置は，本実験のシャ

ドウグラフで波の軌跡が現れる位置と一致している。

これらのことからシャドウグラフで得られている波の

軌跡は，遠距離場では音波として観測され，それは多

重極性の音の特徴を持つと考えられる。放射音測定に

使用された渦輪は，ノズル出口から7mm程度まで速

度は増加し，以後ほぽ一定の速度(27.3m/s)で相互作

用をすることなく進行し，ノズル出口から28mm程度

から相互干渉を始めて速度を減じている。本実験の場

合，記録面の制限から，ノズル軸の交点までの距離が

15mmと短いため，渦輪はその速度が一定の安定した

渦輪となる前に，相互作用を始めていることが分かる。

本実験の渦輪とはレイノルズ数で約2.8倍の違いがあ

るが，軌跡に対しては本質的な違いはないようである。

しかし渦核間を結ぶ衝撃波は前の場合には得られてい

ない。この衝撃波が，放射音にどのような効果を与え

るかは，今後の問題である。

本実験では， 2渦輪が衝突して渦線の繋ぎ替えを生

じ，最終的に別の 2つの渦輪に分離する姿は，はっき

りと捉えることができなかった。数値シミュレーショ

ン”で計算された90゚ 交差の渦度コンタのトポロジカ

ルな変形は，本実験のシャドウグラフの結果と良く似

ており，渦がいつまでも残って 2つの渦輪に分かれな

いことが示されている。同時に数値シミュレーション

は， 0 ゜~60゜交差等では，写真 5 (h)のくびれの部分

で渦は分離し，上下でそれぞれ渦輪が形成されること

を示している。今後は，ノズ）レの交差角を小さくして，

再結合がもっとはっきり現れるような場合を調べるこ

とが必要である。

本研究は，文部省科学研究費（一般(C)No.05650186) 

の援助を受けてなされた。ここに感謝の意を表する。
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三井港倶楽部の設計図について

一三井港倶楽部の建築と家具に関する研究 その 1

松岡高弘・川上秀人＊

松本誠一＊・飯田一博＊＊
く平成 6年 9月29日受理〉

On the Design Drawings in Mitsui Minato Kurabu 

A Study of Architecture and Furniture in Mitsui Minato Kurabu Part 1―-

Mitsui Minato Kurabu stands in Omuta City, Fukuoka Prefecture. This building was desinged 

and constructed by Shimizu Corporation and completed in 1908. More than 70 design drawings are 

in existence. Among them are included the design drawings named Shinkokurabu-shinchikuzuan, 

which were concerned with its construction. Its plans and elevations are missing in these design 

drawings. But there are other existent copies of design drawings named Sen'inkurabu-shinchikuzu. 

In this paper we presume as follows. 

Sen'inkurabu-shinchikuzu is originally Shinkokurabu-shinchikuzuan itself on the basis of style of 

penmanship shown in the drawings 

Shinkokurabu changed its name to Sen'inkurabu by April, 1908 and Sen'inkurabu was renamed 

Minatokurabu about May, 1908. 

Five copies of Shinkokurabu-shinchikuzuans are named "an", scheme drawing, and are different 

from the existent building in some parts. But the measurement of section detail, which is important 

for construction, are nearly equal to that of the existent building. Therefore Shinkokurabu-

shinchikuzuans are equivalent to the execution drawing. 

Takahiro MATSUOKA, Hideto KAWAKAMI 

Seiichi MA  TS UM OTO and Kazuhiro IIDA 

1. 序

洋風建築の調査研究においては従来，建物自体に主

眼が置かれ，家具には特に注目してこなかったと思わ

れる．この種の建物では，家具は必要不可欠であり，

また建物の内部空間を構成する要素として重要な役割

を担っている．したがって，建物と家具を一体として

調査研究することが大切であり，そうすることで建築

と家具の関わりを明確にしたいと考えている．

本研究はその取り掛かりとして福岡県大牟田市に所

在する三井港倶楽部を取り上げ（図ー 1)' 今回は建築

に関して考察を行った．家具に関しては現在調査の継

続中であるため，後日詳しく報告を行いたい．

＊近畿大学九州工学部

＊＊九州造形短期大学

ところで三井港倶楽部は明治41年三池港の開港に合

わせ，清水店1)の設計施工により和洋館並列形式で完

成した．大牟田における近代の発展を物語る貴重な建

図ー 1 正面
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物である．

三井鉱山三池事業所には当建物に関する多数の図面

が保管されている．その中には洋館の建設に関わる設

計図が含まれており，また和洋館の後世の改修図面が

多数残る．

そこで本稿では，これらの図面を基に考察を進める

こととする．まず当倶楽部の建設の経緯，建設時前後

の清水店の状況について述べ，次に設計図を紹介しな

がら幾つかの問題点について考察を行う．そして次稿

では設計図に基づきながら，実測調査結果，或は同倶

楽部所蔵の写真を頼りに洋館・和館の平面の変遷等に

ついて考察を行う．

尚，契約書や固面には洋館を西洋館，和館を日本家

と記しているため，本稿でも以下その名称を用いるこ

ととする．

2. 建設の経緯

三池炭搬出の能率化のため明治35年11月に新港の築

港工事が開始し，明治41年4月に開港した． 『三池鎖業

所沿革史』第二巻秘書課十2) (以下 『沿革史』と略記す

る）には，当倶楽部の建設に至る経緯が記されている

ので，それに依拠しながらその状況をみていくことと

する．

当倶楽部の付近は明治3z,,_____,33年頃海岸沿いの芋畑で

あったが，新港開港に伴って既に市街地割が着手され，

地価は暴騰している状況であった．新港付近に「社船々

員水夫並二新港船積闊係ノ諸職工人夫納屋」の建設用

地が必要となり，このような状況のもと，まず建設用

地の買収に取り掛かる．

明治40年6月15日に「新港倶楽部用地並二必要建設

物用地買収費」として起業費を申請したが，同年7月

11日に「船員並二新港闊係職工人夫納屋建設用地買収

費」として認可されている．その金額は総額で6.5万円

で，その内6.0万円が地所代， 5.0千円が登記諸費であ

る．この金額で用地を 5町歩買い入れている． ところ

で申請書と許可書では金額は同じであるが，当倶楽部

の建設目的に微妙な違いが現れていることに気付く．

建設工事は清水店が請負い，契約は清水満之助支配

人原林之助と三井三池炭砿部長山田直矢との間で交わ

されている．契約の日付は西洋館が明治40年7月12日，

日本家が同年 8月10日である．契約書は 7條から成り，

第壷條に工事請負金額を西洋館34,463円19銭，日本家

4,024円13銭と定め，第四條には明治40年 7月 1日起

工， 41年3月1日竣工予定等記されている．

竣工の日時は，『沿革史』本文中では 5月末日，そし

て10月22日に開館式を行ったとある．また，当倶楽部

所蔵のアルバムに納められた何かの記念の栞と考えら

図ー 2 棟札（表・裏）

れる印刷部3)(以下栞と表記する）には 8月15日と記さ

れている．この日時の違いは， 5月は契約書の範囲内

での竣工であり， 8月は室内装飾等を含めた竣工と思

われる．

小屋組の真束に釘止めされている棟札4)には「起工

明治四拾年八月十日，上棟明治四拾一年二月十六日」

とある（図ー 2)• 

さて， 8月1日には港倶楽部使用規程が制定され，

9月1日にはボーイを 4名雇入れている．

3 . 清水店の活動

当建物は清水店の設計施工により明治41年に竣工し

た．清水店はこの時期，九9州での仕事が増え，業務形

態に変化が生じ，活動基盤が定着しかけている．そこ

で当建物完成前後の清水店の九州における状況をまと

めておく．

清水店の九州進出は門司での仕事に始まる．九小"'で

の仕事は最初京都出張店に属していたが，明治32年の

大阪出張店創設からはその管轄に移った．最初の仕事

は明治33年帝国商業銀行門司支店で叫その後同36年

三井銀行門司支店など建設していった．

明治39年6月九州鉄道株式会社博多停車場工事の入

手を契機に 7月5日福岡市博多竹若町25番地に二階建
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家屋を借りて清水満之助出張所を設け（仮設出張所），

主任徳政金吾，鳥羽四郎，木戸捨吉を配属させ， 8月

から工事に着手した．明治42年 6月竣工の間，日本生

命保険会社九州支店・新港倶楽部，日本火災保険会社

九州支店などを請け負い，竣工させている．

明治41年5月1日博多社家町21番地に二階建家屋を

借りて常設出張所となった．

大正元年10月博多社家町21番地に社屋を新築し，清

水満之助博多出張店となって大阪出張店から独立した．

大正4年11月に博多支店と改称して徳政金吾が初代支

店長に就任した列

以上述べたように当倶楽部は大阪出張店管轄下の仮

出張所時代の仕事であり，九州において比較的早い時

期の作品である．設計者については棟札裏面に「設計

者 清水満之助」とあるが判然としない叫施工におい

ては棟札裏面に「現場担当 徳政金吾」「現場係城戸

捨吉」と記されている（図ー 2参照）．徳政金吾は当時

主任であったため，城（木か）戸捨吉が現場での責任

者であったと考えられる見

その他，棟札裏面には「現場主任 冨川凛荘」「現場

係 牛嶋春吉」が徳政金吾の前に記されている．栞に

は設計技師清水店・監督技師三井九州炭磯部建築課と

あるので，冨川・牛嶋両者は後者に所属する者であろ

う．

三井三池炭峡建槃

A (94 X 53mm) 

H (151 X 79mm) 

B (80 x 36mm) 

F (80 X 54mm) 

6) 

4. 設計図・図面印

三井鉱山三池事業所には昭和37年まで79枚の図面が

保存されている．

これらの図面に押されている印の形式は10種類あり，

年代による相違が見られる（図ー 3'表ー 1). 印を押

していない図面は 7枚あるが，サインや図面番号から

年代は推定しうる.Aには年紀はないが，表題に「新

港倶楽部新築菌案」と書いているものがあり， Bより

古いと考えられる．そこで年代別にみると，明治～大

正は23枚（西洋館15枚，付属建物8枚），昭和戦前24

表ー 1 図面印一覧表

設計関連部署

A 三井三池炭礫建築

B 三井三池炭磯建築

c三井三池鎮業所建築
D 三井三池鎖業所建築

E 三井三池製作所建築

F 三井三池製作所建築課

G 三井三池鎖業所建築課

H 三井三池鎖業所建築課

I 三井三池鍍業所建築課設計

J 三井鎖山會社三池鎖業所建設部

三井三池藷面ー所逗築
番筑
簗圏？卒 4-月 z8 8 

主迂 I五邦こ___, 
匿綽al透窯

• I -- - _;--• • ~ 

C (79 X 38mm) 

G (80 X 53mm) 

J (126X 66mm) 

年 代

T. 5, 6 

T. 9 

T.15, S. 3 

S. 8 , 10, 11 

S.16 

S.18 

S. 18, 19, 20, 22 

S.20,21,23 

S. 25~33, 36, 37 

D (78 X 51mm) 

数

10 

5 

2 

2 

4 

2 

6 

10 

5 

26 

図ー 3 図面印一覧
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枚，戦後32枚となる．また，これらを建物別にみると，

西洋館34枚（内 4枚には日本家の平面も描く），日本家

13枚，付属建物25枚，配置図 2枚，家具 5枚となる．

日本家だけに関する図面はすべて戦後のものである．

家具は昭和18年に設計した飾棚の図面とその修正固面

である．これら以外に青図が現存するのを確認してい

る図面がある．

図面に付けられた番号を見ると，大正15年からは西

暦が，昭和18年から21年までは紀元が用いられている．

例えば，大正15年の図面には倶ー1926-381,昭和18年

の図面には倶ー2603-475とある．世相を反映してい

る．

固面の寸法は尺・寸で表示するのがほとんどである

が，一部にそうしていない図面がある．但し，昭和36

年以降の図面は mm表示に統一されている．

大正9年 1月26日の「港倶楽部門及塀設計圏」と大

正15年 7月7日の「港倶楽部構内塵芥井二焚灰置場改

築工事設計圏」は ftで表示している．

昭和10年10月4日の「港倶柴部便所及浄化槽設計圏」

はmmで表示し，（ ）内に尺を記入するが300(1,0) 

とするなど換算が厳密でない.mmで表示する最も早

い図面である．

昭和20年 5月16日の「港倶楽部乗用車々庫設計図」

はmmで表示し，医中の建具のみ尺・寸で表示する．

昭和20年 1月31日の「港倶楽部防護室計璽図」は

mmで，昭和21年 5月16日の「港倶楽部庭球コート設

計図」は cm,mで表示し，尺を用いていない．

昭和21年 4月2日「港クラブ食糧品置場増築設計園」

では尺で表示するが，一部（ ）内に m を書き入れて

いる．

昭和25年 6月16日の「港クラブテニスコート控室新

築設計図」は尺・寸で表示するが，柱間寸法のみ（ ） 

内に m を記入する．

5 . 建設当初の設計図

Aを押印する10枚のうち，表題から建設に関わる設

計図は 7枚確認される．それらの A中の CLASS.には

港倶楽部設計図を， NO.には 1------10を書いている（図一

3参照）．しかし，番号の付け方が一般的でなく，これ

らの書き入れは建物完成後のものと思われる. NO. と

表題は以下のとおりである．

NO. l 新港倶柴部新築面案 詳細面

N0.2 新港倶柴部新築面案 階段之節

NO. 3 新港倶楽部新築蘭案 小屋組断面扁

N0.4 新港倶楽部新築品案 二階梁及小屋伏節

N0.5 新港倶楽部新築基礎平面圏

N0.6 新港倶榮部新築品案 断面蘭

NO.IO 新港倶柴部床力伏平面之菌

NO. Iは，左より外廊下・応接室・ 2階客間，食堂，

球戯室の 3箇所の矩計図であり，球戯室を除き 3部屋

の窓立面図を描く（図ー 4).NO. 2は表階段の断面詳

細と平面を描く（図ー 5).NO. 3は大屋根を構成する

小屋組 2箇所（梁間24尺と27尺），食堂，洗面場換気

口，洗面場球戯室境，表階段の計6箇所の小屋組断面

図を描く（図ー 6).NO. 4, 5 , 10は各伏図で， NO.

4は2階床伏（平家部分は小屋伏），大屋根小屋伏(-

部屋根裏部屋床伏），表・裏両階段の小屋伏を描き， NO.

3の断面線を入れている（図ー 7). N0.5はコンクリ

ート布基礎を水色で着色し， 4種類の基礎寸法が分か

る（固ー 8).NO.IOは大引・根太の割付寸法を書き入

れている（図ー10).N0.6は東西方向の断面図であ

る．室内展開を主とした図面で，基礎・ 1階床組・ 2

階床組・小屋組は省略されている（図ー 9)• 

これらの中に平面図と立面図が含まれていない．ま

た， N0.5と10を除く 5枚には「案」を付け， NO.7, 

8, 9を欠く．このようにいくつかの問題点がある．

ところで， NO.7は原図が， N0.8,9は青図が現存

している (79枚の中に NO.7は含まれるが， N0.8,

9は含まれていない）．

NO. 7には「港倶柴部平面圏」の表題がある．平面は

単線で描かれている．井戸を掘り直す際の図面で建設

時のものでなく，上記7枚には含まれない．但し，当

初設計図と共に番号が付けられており，竣工後比較的

早い時期の固面であると思われる．

N0.8, 9には「船員倶楽部新築圏」の表題がある．

他の固面とは表題が異なるものの平面囮と立面図が無

いことに関連するので，次に詳述する．

その他Aを押印している固面は「港倶柴部仮食堂新

築設計圏」「港倶楽部湯沸電家増築図」である．前者は

大正5年からの食堂の増築に際して作られた仮食堂で

あり，後者は前者に伴う施設と思われ，当初ではない

ものの Bが使用される以前の固面である．

6. 船員倶楽部新築圏

N0.8と9には平面図と立面図を描き，「船員倶柴部

新築圏」の表題を付ける．船員倶楽部という名称は他

に見られない．

N0.8には階上平面図と背面図， N0.9には階下平

面図（日本家の平面を含む）と正面固を描く．原図の

所在は不明であるが， 2種類の青図を確認している．

一つは『沿革史』に綴じ込まれた青図である．その

青図の N0.8をI,NO. 9をII'別の青図の N0.8を

III, NO. 9をN(図ー11)とし， IとIII, IIとWを比較

し2種類の青図の違いをみていく．
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図ー 4 新港倶楽部新築菌案 詳細菌
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図ー 5 新港倶榮部新築菌案 階段之菌
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図ー 6 新港倶柴部新築蘭案 小屋組断面薗

図ー 7 新港倶柴部新築菌案 二階梁及小屋伏岳
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図ー9 新港倶柴部新築菌案 断面蘭
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IとIIIでは， Iに大正 5年の改修部分を描いている

以外は全く同じである．したがって， IとIIIは本来同

ーの図面で， IIIに加筆したものが Iであると推定され

る．

さてIIIは設計当初の平面を示しているが，表題（船

員倶楽部新築圏）と図面名（階上平面菌・背面菌）と

は字体が異なる（図ー12中・図ー13右）．その図面名の

字体は「新港倶楽部新築面案」に類似し独特な「菌（図）」

を用いている（図ー12右・図ー13右）．また，表題周囲

の枠取りの大きさ (67X249mm)が表題に合わず，下

の方がかなり空いている．この大きさは「新港倶柴部

新築菌案」に相応しい（図ー12中・右）．そこで， IIIは

もともと「新港倶癸部新築菌案」であり，当初の表題

を切り取って，そこに「船員倶楽部新築圏」を張り，

その他はそのまま用いたと推測される．

IIとNは次稿で述べる大正5,..__, 9年に行われた食堂

や日本家等の改修を含んだ同一の平面であるが， IIと

Nでは表題と図面名（階下平面圏・正面圏）の字体が

異なる（図ー12中左・左，図ー13中・左）. IIの印 Aは

手書きであるが， Wには Aを押印している.Nは大正

5 ------9年の改修部分を含む平面図の右半分の色が他に

比べて薄く，もとの図面を切り取って張り替えたとみ

られる境目がある（図一11) が， IIにはない．そこで，

IIはNをトレースした図面であると推定される．また

大正 5年以前には大改修がなかったので， Wのもとに

なる張り替える前の図面は当初の平面を示していたと

考えられる．

ところでNの表題にはIIIのような枠取りがな く，表

題と図面名とは同じ字体である．その表題はIIIと同じ

字体であるが（医ー12中・左），図面名の字体は異なる

（図ー13右・左）．そうすると， IIIは「新港倶楽部新築

菌案」と推測したが， Nのもとになる張り替える前の
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図面は 「新港倶楽部新築楯案」そのものではなく ，そ

れをトレースしたものであり， トレース時に表題を変

更したと推測される．そして，そのトレース図に改修

部分を張り替え，その他はそのまま用いたものがWで

あり， NをトレースしたのがIIであると考えられる．

尚， III の背面固 • Nの正面医は共に当初設計図であ

ると考えられる．

7 . 名称変更の時期

以上見てきたIIやNが 「新港倶柴部新築箇案」から

「船員倶築部新築圏」へ変更した時期や理由が問題に

なろう．「新港倶楽部新築面案」が「港倶楽部新築圏」

とせずに「船員倶楽部新築圏」にしたことを考慮する

と名称変更は港倶楽部の名称に統一されていなかった

時期，或は定着していなかった時期に行われたと考え

られる．

図面の表題を見ると，設計段階では新港倶柴部を，

建物完成後は港倶楽部を用いている．棟木に打ち付け

ている「明治四拾一年二月拾六日」銘のl.3寸Xl.6寸x

14.8尺の材（間竿か）には「新港倶柴部」と墨書され

てげ況る．棟札でこの日は上棟に当たる．

明治41年4月1日には新港を三池港と命名している

ので，これ以降は新港倶楽部と称するには相応しくな

いであろう．

また 『沿革史』所載の明治41年5月14日「接待所名

稲愛更之件」が注目されよう ．従来から存在していた

来賓接待所である「接待所」（後の炭鉱倶楽部，通称山

上倶楽部）を「都合二依リ三井倶柴部」に改称してい

る．当倶楽部の竣工間際の改称であり，倶楽部が2つ

現存することになったため改称に及んだものと思われ

る．

以上のことから， 2月16日の上棟までは確実に新港

倶楽部が用いられ， 4月1日頃と 5月14日頃の 2度改

称の契機があった．そこで新港倶楽部→船員倶楽部→

港倶楽部と改称したとすると， 4月に船員倶楽部へ，

5月に港倶楽部へ改称されたと推測される．尚， 『沿革

史』所載の書類上では明治41年8月1日の「港倶楽部

使用規程」が早い例である．

さて，栞には「三井家三池倶柴部」と題し，図面に

は「新港倶楽部新築平面圏」とつける．この栞は竣工

或は開館記念のものと思われる．その際，港倶楽部だ

けでは具体性に欠け，三池に完成した三井家の倶楽部

ということを公表するため「三井家三池倶榮部」とし

たのではなかろうか．

平面図に新港倶楽部としているのはもとになった図

面の表題を改めずに用いたためと考えられる．

前述したように船員倶楽部の名称は他に見られない

が，『沿革史』に明治40年 6月15日「新港倶楽部用地並

二必要建設物用地買収費」を申請し，同年 7月11日「船

員並二新港闊係職工人夫納屋建設用地買収費」として

認可されたとあり，当建物が三池港に入港した船員の

ための倶楽部という認識はあったと考えられる．

以上述べたように，港倶楽部の名称が正式に使用さ

れていない時期或は定着しなかった時期，新港倶楽部

の名称を使うには相応しくないため，船員倶楽部の名

称を用いたと推測される．

8. 新港倶楽部新築品案の役割

当初設計図の中で N0.5とNO.IOは現状との相違

を確認できないが，表題から実施設計図と考えられる．

これら以外の案を付けた 5枚の図面はあくまでも案で

あり，実際と異なる箇所が当然見られる．そこでその

部分について見ていくことにする．

N0.1では，応接室・ 2階客間・食堂の各部屋で窓額

縁の納まり ・窓幅・腰板の割付等が違う（図ー14).ま

た，カーテンボックスの意匠も異なる（図ー15). しか

し，腰板や窓の高さ等の高さ関係はほぽ案と一致して

いる．尚，食堂の窓は中央両開 ・両端片開の形式で，

案では窓幅を同じにするが，実際は中央の 1枚が狭く，

このためバラ ンスが崩れている．

N0.2では段板が側面に現れているが，実際は段板

が側桁に当たり側面には見えない．最初の踊場下を現

在倉庫に使用し階段室に扉が見えるが，案には扉を描

かない．この倉庫内部は仕上をしておらず当初から倉

庫として用いていたと考えられる．親柱と手摺子の形

が異なり， 1段目の段板の平面，親柱と壁付柱との位

置関係も異なる（図ー16).しかし階高は15尺で等し

し).

N0.3では大屋根を構成する小屋組に入ることが出

来る．小屋組の組方は一致し，寸法に多少の違いは見

られるものの案との著しい相違はない（図ー17).

N0.4では大屋根の小屋伏のみ確認でき，現状と一

致している．

N0.6では窓・扉の位置が現状と異なる箇所が見ら

れる．それに記入されている平面寸法は誤記と考えら

れる．

N0.8, 9の船員倶楽部新築圏は上述したようにも

ともと新港倶楽部新築柴案と推測される．その図中で

当初の平面構成を残している箇所を次稿で復原する当

初平面と比較すると，各部屋の大きさは正しいが，窓

の位置，窓や扉の幅が異なる所も見られる．また車寄

上部の屋根を勾配をもつ寄棟に描いているが，陸屋根

である（図ー18)9>. 正面と背面の立面図においては特

に意匠上の相違が目につくし，受付のマントルピース
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の煙突が欠けている．

以上述べたように現状との相違は見られるものの建

物を構築する上で重要な断面 ・矩計はほぽ等しい．各

部屋の大きさに違いはないが開□部の平面寸法や立面
意匠に違いが多く見られる．そのため実施段階での変

更が行われたと考えられる．これらの図面は実施設計

新港倶築部新築禍案階段之面

現状図（上部省略）
s 1.5 2・

図ー16 表階段

図ー 18•2 船員倶柴部新築圏 階上平面圏(I)

．ヽ'L

_(5.[3痴 ー一

た

図ー 18•1 港倶榮部雨漏修繕工事設計圏（大正6年）車

寄屋根部分
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図ー 17• 1 新港倶柴部新築面案 小屋組断面蘭

表
階
段
上
部

図ー17・2

図ー17

現状図 (5号室上部）

小屋組断面図
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図の代わりを果たしうる内容を有しており，案以外の

図面が現存していないことから，実施設計図を新たに

作成しなかった可能性は考えられる．

9 . 総 括

三井港倶楽部は清水店の九州における作品の中でも

時期の早い一つであり，北九州市を除けば最初に竣工

した建物である．その竣工間際に常設の出張店に昇格

し，清水店においても意義ある建物だったと思われる．

このような三井港倶楽部の建設当初の設計図を含み数

多くの図面が現存することは建築的資料としても極め

て貴重である．

これらの中から建設に関わる設計図を紹介し，船員

倶柴部新築圏の 2種類の青医を比較してそれぞれの成

立過程を推測し，それが本来は新港倶楽部新築扁案の

一つであることを明らかにしてきた．この新港倶柴部

新築菌案は案を付けるものの内容的には実施設計図の

代わりを果たしうるものであった．

当倶楽部は新港倶楽部，船員倶楽部，港倶楽部へと

名称を変えていったが，それぞれの改称時期は，新港

が開港し三池港と命名された明治41年4月1日頃が船

員倶楽部へ，竣工間際の 5月14日頃が港倶楽部への改

称時期と推測した．

従来，当初の設計図に平面図と立面図が欠けていた

が，訟員倶楽部新築圏がそれに加わることで9枚の設

計図(NO.7を除く）が現存することになり，配置図を

除き図面は一応揃う．そこで，当初 NO.7に相当する

図面が存在していたかどうか問題として残る．今後の

課題としたい．

また， IIIには 2階の各部屋にベッド・卓子・椅子等

数多くの家具を書き入れ， Nでは 1階食堂に卓子と椅

子を描いている．これらがいつ頃書き入れたのか判然

としないが部屋の使われ方が知れて貴重である．今後

更に調査を進めて家具について考えていきたい．

尚，本研究では文部省科学研究費補助金一般研究

(C) (課題番号06650715,研究代表者： /II上秀人）の

一部を使用させていただいた．ここに関係各位に謝意

を表します．

注

1)清水組の名称が正式に用いられたのは大正 4年に

合資会社清水組を設立してからである．それ以前

は清水屋・清水喜助店・清水満之助店・清水満之

助本店•清水方など様々であった（『清水建設百五

十年』 pp.90---.,91 清水建設百五十年史編纂委員

会昭和28年）．本稿では後述の栞に記されている

清水店を用いていく．

2) 『三池鎖業所沿革史』は「三井鎖山五十年史編纂用」

と印刷された黄色の罫線の原稿用紙にタイプ打ち

されたものである．それがいつ編纂されたか判然

としない．但し，そこに記載された最も新しい日

付は昭和15年5月19日であり，また建物の図面と

して船員倶柴部新築圏を綴じ込み昭和18年5月9

日の港倶柴部設計圏を用いていないため，この期

間中に編纂されたことになろう．

3)アルバムには北西方向からの外観写真 1枚と内部

写真2枚が共に納められている．内部写真は部屋

に家具等何も無い状態で撮影され，食堂東面のマ

ントルピース上部の鏡がまだ取り付けられていな

い．このことから竣工直後の写真と推測される．

印刷物はこれらの写真とセットで，竣工或は開館

記念の栞と考えられる．

4) 尖頭形，総高1057mm,肩高1020mm,上幅235

mm, 下幅206mm,厚33mm,杉．

5)清水建設百八十年史編纂委員会： 『清水建設百八

十年』p.30昭和59年

6)清水建設九州支店50年編集委員会： 『九朴I支店50

年』 pp.130---.,132昭和31年

7)明治43年2月1日起工の大同生命保険会社九州支

店は大阪出張店所轄の常設出張所時代の仕事であ

る．設計者は田中実であり，東京本店で設計が行

われている．そこで三井港倶楽部の場合も同様と

考えられる．『清水建設百五十年』所載の「明治年

間の主な施工竣工写真集成・ 1」で明治40年前後

の設計担当者を調べると，技師長岡本装太郎・田

辺淳吉・北村耕造• 岡田信一郎・藤森松太郎・大

友弘らがいる．

8)明治40年8月1日起工，同42年2月末日竣工の辰

野金吾・片岡安設計の旧日本生命保険会社九）州支

店の棟札裏面には現場監督係金子巴・安倍万助，

実施者清水満之助代理徳政金吾，仝現場担当小松

勇とある．このことから当倶楽部における現場責

任者は木戸捨吉であったと考えられる．

9)車寄上部の屋根の当初の形式は不明であるが，大

正6年の「港倶榮部雨洞修繕工事設計圏」で水勾

配を有した陸屋根であることが分かる．
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三井港倶楽部の建物について

一三井港倶楽部の建築と家具に関する研究 その2-

松岡高弘・川上秀人＊

松本誠一＊・飯田一博＊＊
く平成6年9月29日受理〉

On the building in Mitsui Minato Kurabu 
- A study of architecture and furniture in Mitsui Minato Kurabu part 2 

Mitsui Minato Kurabu was constructed in 1908, when Miike Port was opened. Seiyokan 

(Western style building) and N ipponya (Japanese style building) stood side by side. Seiyokan is 

existing, some parts of it having been repaired. Nipponya was pulled down in 1986. More than 70 

design drawings remain. In this paper we consider the historical change of Seiyokan and Nipponya 

on the basis of these design drawings and the difference of design measure between the two. 

Seiyokan was first repaired on a large scale about 10 years after its construction. At the time 

the dining room was extended and the lavatory was established on the second floor. Though 

Seiyokan was repaired several times until 1986, the builung is almost the same. 

N ipponya was changed subject to the changes of Seiyokan before W arid War II. After the war 

its changes were made irrespective of Seiyokan so as .to complete the functions and appearance of 

Nipponya. 

Seiyokan was designed on the basis of the measurement of 6 shaku (1818mm) and Nipponya was 

designed on 6.3 shaku long, 3.15 shaku wide of tatami or about 6.5 shaku of span. 

Takahiro MATSUOKA, Hideto KAWAKAMI 

Se ii chi MA TS UM OTO and Kazuhiro IIDA 

1. 序

三井港倶楽部は明治41年に和洋館並列形式で竣工し

た．西洋館は 1階に応接室・談話室・食堂・球戯室が

あり， 2階は宿泊に供していた．一方日本家には厨房

が備えられ，西洋館に食事等を提供し西洋館の機能を

補完していた．また和室を設けていた．

西洋館は今日まで幾度かの改修を受けつつも尚当初

の形態を概ね保っている．しかし日本家は昭和61年度

の改修工事の際に取り壊され，現在その位置にプレフ

アブが建つ．当倶楽部は西洋館・日本家両者が揃って

はじめて機能していく．だから日本家に代わるプレフ

ァブが必要であった．

そこで，当倶楽部建設当初の両者の平面を復元し，

＊近畿大学九州工学部

＊＊九州造形短期大学

後世の変化を確かめ，両者の関係を把握することは当

倶楽部を理解する上で欠かせないことと思われる．そ

のために，三井鉱山三池事業所所蔵の図面，実測調査

結果，同倶楽部所蔵の写真に依拠しながら考察を進め

ていく．また，西洋館・日本家の平面寸法の相違を明

らかにしていく．

2. 建築概要

当建物の概要は既にいくつか報告されているため本

稿では簡単に述べるに留どめる見

東西38.18m (当初33.63m,ベランダを含む），南北

26.51m, 建築面積665.33m2(当初574.52mり，木造 2

階建，屋根裏部屋付，切妻造，桟瓦葺．表階段・ベラ

ンダは亜鉛鉄板葺（図ー1・1,2). 

建物は北面し，東寄に突出した玄関を設ける．玄関

を入ると 4本のトスカナ式円柱の立つ喫茶室がある．

但し，玄関側は手前の 2本の円柱により奥とは区別さ
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図ー 1・1 背側面

=, 

図ー 2• 1 新聞間

図ー 2・3 食堂

図ー 1・2 側面（東）

図ー 2・2 喫茶室

ー
'-.{｝

図ー 2・4 2階広間

5号室 図ー 2• 6 
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れ，玄関ホールとして区画されている．

喫茶室の東に新聞間，西に食堂があり，食堂の西に

宴会場が直角に続く．食堂・宴会場の北側に廊下を通

し，その廊下を介して便所・洗面所を配置する．建物

の南側には芝生の庭が大きく広がり，その庭に面して

食堂・喫茶室・新聞間の南側にベランダをとる．ベラ

ンダは新聞間の東・北まで廻り表階段に突き当たって

止まる．

玄関の東には表階段，西には受付があり，その西に

裏階段を設ける．

2階は広間を北側に， 4つの部屋を南側に配置する．

西から 1• 2• 3• 5号室である．北西の一画には男子便

所・倉庫，裏階段上部に女子便所をとる．倉庫に屋根

裏部屋への階段がある（図ー2• l,,..__,6). 

屋根裏部屋は，階段のある部屋，その奥の一段床を

上げた部屋，廊下で介された東西の部屋の 4つに分か

／ー ・—

// 

「
•一• 一 ・ー・―..../・ 

i 

i 
「― •ー ・丁―占
I I I 

i i I 
i ト・ー・＿．」
i i 
~ -―· - · 」

-・-・ 一j

し,--7
I'  i ! 

i I 
L_—•一→

Lー・ー ・— 

2階平面図 60尺

屋根裏部屋平面図

126尺

匝l

宴会場

ャー 15尺
回

57尺

回

／
メ

1階平面図

図ー 3 現状平面図



84 三井港倶楽部の建物について

れる．各部屋は外部に表れた 4つの切妻屋根の妻にあ

る3連窓に当たる（図ー3).

各部屋にはマントルピースを備え付け，計12基ある．

1階では各部屋で大きさや意匠を変えている．但し，

新聞間・食堂東・宴会場北では上部に同じ意匠の鏡を

のせる. 2階は 4部屋とも同形同大であるが， 5号室

のみ胸飾りをつけている（図ー4,表ー1).

基礎はコンクリ ート布基礎上にレンガを積み，建物

周囲には花閾岩 2段を巡らす（固ー5).

正面にあたる北面は大屋根・洗面所の妻，表・裏両

階段，食堂北側廊下上の換気口等変化に富んだ立面を

示し，庭に面する南面はベランダの緩勾配の屋根によ

り水平線が目立つ（図ー6).

外壁はハーフチンバーに下見板張で，表階段は漆喰

仕上げ，ベランダに面する箇所は腰羽目板に上部漆喰

仕上げとする．内部は腰羽目板・上部張り付け壁或は

漆喰仕上げで， 2 階の 1 • 2・3号室には腰羽目板が無

い．羽目板の意匠は部屋毎に異なる．

受付 2階5号室

新聞間 宴会場北面

天井は部屋毎に異なった形に格縁で区切られている．

格縁間は漆喰や板張りとし，玄関ホール・ 2階広間で

は格縁で区切らず漆喰仕上げとする．

小屋組は，屋根裏部屋がある部分では矩勾配のクイ

ーンポス トトラス，平家部分は 6寸勾配のキングポス

トトラスである．

尚，外壁については栞に「周壁 本館ハ腰石花岡岩

二段上木骨外部下見張階上ハ漆喰モルタル上塗（以下

表ー 1 マントルピース比較表

場 所 天板幅(w) 天板高(H)

新聞間 1633mm 1290mm 

喫茶室 1685 1824 

食 堂 1455 1280 

宴会場 1384 1382 

'A 又 付 1242 1172 

2階5号室 996 1164 

1 w 1 

~ 戸]
H 

図ー 4 マントルピース立面図
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切仕間室浴

家階― 家平

図ー 5 基礎詳細図（新港倶楽部新築基礎平面圏）（単位尺）

I . • 

、.・、

図ー 6• 1 正面図（船員倶楽部新築圏）

図ー 6• 2 背面図（船員倶楽部新築園をトレース）
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略）」と記されている．また，当初設計図の「新港倶柴

部新築楯案詳細岳」 (NO.I) (図ー7)と「船員倶楽部

新築圏」の背面図（図ー6参照）では 2階窓下には板の

横線を引いているが窓上にはない．これらのことから

窓上の下見板は後補の可能性がある．

3. 所蔵図面

前稿でみた三井鉱山三池事業所所蔵の図面のうち当

初平面及びその後の平面の変遷を考察していく上で特

に重要な図面は以下の 9枚である．

① No. 5 新港倶栗部新築基礎平面圏 年紀なし

② 新港倶柴部新築平面圏 年紀なし

③ No. 7 港倶榮部平面圏 年紀なし

④ 港倶楽部階上廊下便所新設々計圏 大正 5年

⑤ 港倶楽部食堂取撰工事設計圏 大正5年

⑥ 船員倶楽部新築圏 年紀なし

⑦ 港倶築部設計圏 昭和18年

⑧ 港倶楽部平面図 昭和23年

⑨ 港クラブー階平面図 昭和30年

その他，配置図で建物の輪郭を知ることができる．

これには大正6年，同9年，昭和10年，同16年があり，

輪郭の変化が知れる．

ところで，所蔵図面の内最も多いのが増改築部分を

示した図面であり，その中には修理前後の平面を描い

たものもあって，変化を知るうえで貴重である．

以下に①～⑨を簡単に説明しておこう．

①は前稿で説明した明治41年当初の設計図の一つで

ある．基礎の配置から間仕切の位置が確認でき，平面

寸法が知れる．

②は前稿で説明した栞の中の医面で， 79枚の所蔵図

面には含まれていない．「新港倶楽部新築平面圏」の表

題の下に 1階平面図と 2階平面図（西洋館のみ，小さ

く単線で書く）を描く.1階平面図では部屋の縦横の

比が間違っている部分が見られるが，間仕切り位置は

正しく，当初の平面構成を示していると考えられる．

部屋名を記入し当初の部屋の使われ方が知れて貴重で

ある．尚，栞には「三井家三池倶癸部」の表題に続い

て建築概要を書き並べている．

③は当初図面と同じ印 (A 前稿参照）を押してい

る．平面を単線で表しており平面寸法は正し く，平面

構成は②にほぽ等しい．井戸を掘り直す際の図面で，

いつ頃の図面か明確でないが当初と同じ印を押してお

り，また当初図面と一連の番号が付けられているので

竣工後比較的早い時期の図面と考えられる．部屋名を

記入しているが，②と異なる名称がある．

④⑤は大正 5年改修時の設計図である．④から 2階

便所を設置する以前の裏階段上部の様子が分かり，⑤

日

ロニ言口
図ー7 2階窓立面図（新港倶楽部新築面案 詳細面）

より食堂改修以前の様子が分かる．

⑥は前稿で考察した「沿革史』に綴じ込まれた 2枚

の青図で，西洋館は 1階平面図と正面図， 2階平面図

と背面図を描き，日本家は 1階平面のみ描く．日本家

の柱を丸で表現する．

⑦は⑥と殆ど同じであるが，昭和18年の改修部分を

付け加え，⑥の誤りを訂正している箇所がある．

⑧は当倶楽部が戦後昭和24年まで米軍に接収されて

いた時の医面で，部屋名を英語で書いているのもある．

戦後，西洋館・日本家全体の平面が分かる最初の図面

である．

⑨は図名が一階平面図であるが， 2階平面も一緒に

書いている．但し， 2階平面図に書き入れられた文字

の字体は 1階平面図と違い，また扉の開き方の表現も

異なるため，後に書き加えられたと考えられる．

尚，①③～⑦は墨入れをしており，⑧⑨は鉛筆仕上

げである．

4. 西洋館の変遷

(1) 明治41年（図ー8)

①②③ （図ー9)④（図ー10)⑤ （図ー11)から当初

平面を推定しうる（図ー12).現状と異なる箇所を中心

に述べていく．

球戯室（現宴会場）は現状より，西壁面が15尺東に，

北壁面が12尺南に移動する．東面18尺はベランダとな
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り，壁は 6尺西に移動し両開戸と窓を設ける．球戯室

北の12尺分に料理室（配膳室）を設ける．食堂北壁面

には 3連窓を 2つとり，食堂の西にある 6尺幅の廊下

の北面には両開戸を設け，内廊下に開く．内廊下は西

端で南に折れ曲がる. 1階の女子便所と倉庫は浴室で

ある. 2階の各部屋は寝室 (5号室は客間）で， 1号

室には前室が付く．裏階段上部に張り出して短い廊下

を付ける．

尚，⑤で球戯室北面マントルピースの東側にカウン

ター付きの酒場を設けていることが分かる（図ー11参

照）．また，同倶楽部所蔵のアルバムの中の明治44年正

月撮影の写真で玄関の扉がガラス戸でなく板戸である

ことが分かる．

(2) 大正期

④で裏階段上部の廊下に便所を設けた．⑤で食堂西

壁を撤去して廊下を食堂に含め，マントルピースを移

設した．このため食堂は 6尺広がった．撤去した廊下

の南面の窓を扉に変え，北面の扉を塞いだ．そして代

わりの廊下を配膳室内に新たに設けた．このため配膳

室は 6尺幅が狭くなった．

⑥ （図ー13) には大正 5年の④⑤の改修部分が描か

れているが，⑤とは配膳室廻りが異なる．前稿で詳述

したように⑥には 2種類あり，『沿革史』の青図とは別

の青図が残る．その青圏 (IV) には昭和11年と思われ

る発送印が押されているため，大正5年～昭和11年の平

面となる．また，昭和8年に玉突場（球戯室）内に新

設した小食堂2)が描かれていないので，昭和8年以前

の平面とも考えられよう．

次節の日本家の変遷で述べるが，⑥の平面の輪郭は

大正6年の配置図と異なり，大正9年では確認される．

西洋館と日本家との接合部の幅は，⑤は大正6年に等

し<'⑥は大正9年にほぽ等しい．したがって大正9

年までに配膳室廻りは⑤を変更して⑥のよ うに改修さ

れたと推測される．

大正5年,...__,9年は港倶楽部が竣工して10年前後にあた

る．この時期，大正 6年に屋根と樋の修理を行い叫同

9年に入口の門と塀が設計され4) (固ー14),年代を確

認できないが図面のサインからこの時期に談話室（現

喫茶室）のベランダヘの出入りの扉にガラスをはめて

いる列また，固面番号から大正9年以前に洗面所・玄

関にタイルを張ったと考えられる 6) (図ー15). このよ

うに大正5年,...__,9年に工事が集中して行われ，建物を含

めた整備の時期と考えられる．

(3) 昭和戦前期

昭和 8年球戯室北側を間仕切って小食堂を設置し匹

昭和11年に玄関に庇を取り付けた見昭和16年に食堂

と旧球戯室のベランダの前に池を作った列

昭和18年の⑦ （図ー16)では④の 2階便所の外側に

図ー 8 全景（明治41年頃）三井港倶楽部所蔵
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1号室が使用する浴室を増築した 10). 1階洗面場横の

通路を脱衣場とし，便所へは洗面場に新たに設けた扉

から出入りした児また裏階段室に電話室が描かれて

いる12i_尚，球戯室を食堂に，食堂を小食堂に変更して

いる．

(4) 昭和戦後

戦後昭和24年まで米軍に接収されていた．その時の

改造として，昭和21年に食堂（当初球戯室）の南側を

仕切って寝室を 2部屋つくり 13), 南の庭にテニスコー

トをつくった 14)•

昭和28年にはベランダの屋根を葺き替え 15), 昭和29

年に 1階便所のタイルを貼り替え 16), 2階浴室の改修

を行った汽昭和36年に 2階物置に便所を設け18)(図一

17), 裏階段の外側に機械室を増築した 19)•

当倶楽部所蔵のアルバムの写真では大食堂（当初球

戯室）北面のマントルピースの西側に酒場を設けてい

ることが分かる（図ー18).

その後昭和61年に大改修が行われ，現状の平面がで

きた（図ー3参照）．宴会場は西に15尺，配膳室を撤去

して北に12尺広がり，ベランダを室内に取り込んだ．

⑤で食堂西壁が 6尺移動していたのを当初の位置に戻
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図ー11 港倶柴部食堂取撰工事設計圏（大正 5年）

部分（⑤）

図ー12 復原平面図（明治41年）
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球戯室

1階平面図（船員倶築部新築師をトレース）

図ー13 平面図（大正期）（⑥）

図ー14 港倶柴部門及塀設計圏（大正 9年）
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図ー 16• 2 2階平面図（昭和18年）部分

し，そこも宴会場に含めた. 1階の浴室を便所と倉庫

に改め， 2階1号室は前室境の壁を撤去して一室とし

た．

以上述べた平面の変遷における主な改変箇所は，食

堂西壁と配膳室廻りである．それ以外は当初の平面形

態が概ね守られている．

5. 日本家の変遷

(1) 明治41年

日本家に関する当初の資料は少ない．栞には「日本

家平家五拾参坪」，「周壁附屡家ハ柱栂材真壁外部

焼板下見張」 20) とあり，「沿革史』には「日本館 木造

平家建瓦葺木舞壁床畳」とある ぐらいで詳しいことは

わからない．ただ唯一外観が分かる写真は 1枚残る

（図ー8参照）．

日本家の平面について精密な図面はないが，②③か

ら平面構成は確認できる．開口部や柱位置は⑥を参考

とし，戦後の改修時の図面では柱間寸法が分かり，当

初の平面を復元した（図ー12参照）．

当初は北に開いた中庭の東・南・西を囲む 3棟から

成る．東棟には料理場・冷蔵庫・コック部屋・料理場

南の配膳室がある．但し，コ ック部屋は東棟から突き

出た形である．南棟には客間 3部屋が並ぶ．西端の 8

畳には床間を設け，隣の 7畳とは襖でつながり，南に

縁側を付ける．東端は 8畳の大きさを有するが，他の

客間にある押入れを設けず，部屋の形は正方形でなく，

後に板張の部屋に用いられており，当初畳敷でなく，

他の 2室とは異なった部屋だったと考えられる．この

ことは③で客室と記され，他の 2室を居間と記入する

違いからも推察し得る．西棟は北に玄関と浴室を，そ

の南に居間を設け，中庭に面して縁側を矩折れに付設

している．

(2) 大正期

⑥では東棟と西棟をつなぐように破線が書かれ，吹

図ー17 2階平面図（昭和36年）

図ー18 大食堂（現宴会場）三井港倶楽部所蔵

き放しの廊下状の建物であったと思われる．破線は北

側にも張り出す．東棟の冷蔵庫の北を拡張し，料理場

を西に半間広げて東西 2部屋に仕切る．東は2間X3間

で厨房と思われるが，西の1.5間X2間は土間のような

表現をとり，東棟と西棟のつなぎに接続していて品物

の搬入や貯蔵に使用されていたと思われる．南棟では

西端客間の裏側に縁側を廻し， 2箇所あった便所を一

つにまとめている．西棟では浴室と玄関の位置を入れ

換えている．その他，西洋館との接続部分を広げ，中

庭に物置を設けた（図ー13参照）．

ところで大正 6年の配置図（図ー19)では，⑥にあ

る東棟と西棟のつなぎと新しい便所は確認されるが，

冷蔵庫北の拡張はなく，西洋館との接続部分は広がっ

ていない．しかし大正 9年の配置図（図ー20)では冷

蔵庫北の拡張が見られ，西洋館との接続部分の幅が広

くなり，⑥にほぼ等しくなっている．但し中庭の物置

は描かれず，西洋館との接続部分がやや狭いという違

いはある．

物置は他の配置図にも書かれていないし，西洋館と

の接続部分の張り出しは庇状の簡単なものと考えられ，
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図ー19 配置図（大正6年）

図ー20 配置図（大正 9年）

図ー21 配置図（昭和16年）

省略されたものと思われる．そこで，⑥は大正9年に

は完成していた平面を示していると考えられる．

(3) 昭和戦前期

昭和10年の配置図は大正9年と等しい．昭和16年の

配置図（図ー21)では，東棟と西棟のつなぎに凹凸が

なくなり，西洋館との接続部分が⑥と同じ幅で描かれ

ている．但し中庭は描かない．

昭和18年の④ （固ー16参照）には北側の凹凸がない

ので，この部分は昭和10--....,16年に改修されていたこと

になる．そこには石炭置場とボイラーが置かれている．

東棟と西棟の破線のつなぎがなくなり，その一部を浴

室に取り込み浴室を拡張している．厨房西半の土間の

ような表現をとっていた所を板敷にしている．

(4) 昭和戦後

昭和21年に東棟の貯蔵庫を2.5間X0.5間増築するが，

し房＿

図ー22 港クラブ食糧品置場増築設計圏（昭和21年）部分

図ー23 日本家平面図（昭和23年）（⑧）

図ー24 日本家平面図（昭和26年）

既に，冷蔵庫とコック部屋を一つにして厨房との境を

1間北に移動させて3.5間Xl間の貯蔵庫に変更され，

厨房を東西に分ける間仕切りもない21しまた東棟と西

棟をつなぐように北側に建物をつくり，そこに玄関を

設けている（図ー22). これらは昭和18年の⑦に見られ

なかったことで，戦後すぐに改修されたのであろう．

昭和23年の⑧ （図ー23)で戦前との違いが明確にな

る．上述したように東棟の厨房が一室となり，中庭を
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潰して食堂（従業員用）等とし，東棟と西棟をつなぐ

建物に玄関どホール，西端に1間X2間の洗濯場を設け

た．玄関の移動に伴い，西棟の玄関を4.5畳の部屋とし

た．

昭和26年には既に西棟が半間西に増築されて西北隅

の4.5畳を 6 畳に広げていることが確認される 22)• この

6畳の南に10畳が続き，南棟西端の 8畳との間に廊下

が通ることになる．この時の改修で，食堂（従業員用）

は倉庫に用途変更され，その食堂は玄関ホールを仕切

って設けられた（図ー24).

昭和30年の⑨ （固ー25)では，東棟の貯蔵庫を広げ，

西棟では 6畳と10畳を会わせて新たに10畳の従業員寝

室をつくり，南棟西端の 8畳との間に2間Xl.5間の板

張を設けた．中庭を取り戻し，中庭に面した北側を応

接ホールに使用した．

以上述べたように，日本家は中庭を潰し，北に拡張

しながら面積を増やし，東棟と西棟の改修を行ってき

た．但し，南棟には大きな変更はなかった．

6. 大正期の改修

上述したように明治41年竣工後10年前後に，食堂の

壁を移動させる等最初の大規模な改修工事が行われた．

それは当倶楽部の利用形態に変化が生じ，必要に迫ら

れての改修であったろう．当倶楽部は本来「船員並ニ

新港闊係職工人夫」の慰安・休憩のため建設されたも

のであるので，改修の要因の一つとして三池炭鉱と三

池港の状況が関連していると推測される．そこで 『大

牟田市史』中巻23)に拠りながらこれらのことを調べて

¥,,) < . 
まず，炭価は大正6年から高騰し， g---...,g年にピーク

に達する．この時期，労務者数も増加している．但し，

三池炭の出炭量は明治45年に200万tを超え，それが大

正 3年まで続くが，大正 4年に急激に落ち込み，翌 5

年にはやや回復する．出炭量としてはピークでないも

ののかなりの量を産出していた．

次に，三池港は明治41年開港したが外国船の中には

三池港での荷役が不可能なものもあったため，内港で

の浚渫が大正11年に完成して大型船での荷役も可能に

なった．ちなみに明治41年と大正 7年でロノ津港と三

池港におけるそれぞれの貿易額を比較すると，ロノ津

港では20%にまで落ち込み，三池港では39倍に増加し

ている．そして大正12年 1月には三池炭のロノ津港積

みは全廃された24l_

このように大正前半期の三池港・三池炭鉱は繁栄し

ており，それに伴ない当倶楽部の利用は増加したであ

ろう．その結果建物の体裁を整え，食堂を拡張する必

要が生じたと推測される．

7. 日本家改修の意味

建設後10年前後の大正5---...,9年，西洋館では食堂の拡

張や配膳室廻りの改修が行われ，日本家では厨房関係

の面積が増えた（図ー12・13参照）．昭和戦前期，西洋

図ー25 港クラブー階平面図（昭和30年）（⑨）
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館では昭和8年に球戯室を仕切って小食堂を設け，昭

和18年には球戯室全体を食堂に，食堂を小食堂に変更

し，食堂の面積が増加した．日本家では厨房関係の板

敷部分の面積が増えた（図ー16参照）．戦後西洋館では

昭和61年度まで大きな改修はなかったが，日本家では

頻繁に増改築が行われ，中庭を潰して部屋をつくり，

北側に建物を構えて，そこに内玄関を設けた．

このように日本家は，戦前までは西洋館の機能を補

完し得るようその改変に合わせて改修が行われ，西洋

館に従属したものであったが，戦後は西洋館に関わり

なく日本家独自に変更を行って，その機能を充実させ，

体裁を整えていき，日本家の独立性を確保するよう改

修されたと考えられる．

戦後の改修は，大正2年再建の来賓接待所であった

炭砿倶楽部（通称山上倶楽部）が戦災で焼失し，その

機能の一部を港倶楽部が負うようになったことも関係

しているのであろう．

8. 平面寸法

西洋館の東西方向の壁真々寸法は105尺で，応接室東

のベランダまで含めると111尺となる．南北では球戯室

の南壁面中央のマントルピースの出っ張り (2.5尺）を

含めず南壁面から車寄までが最大で85尺，球戯室～便

所は84尺となる．

各部屋の壁真々寸法をみると（図ー26), ほとんどが

6尺の倍数になっている．廊下やベランダの幅も 6尺

としており， 6尺を基準とした寸法計画が行われたと

推定される. 6尺の倍数にならない場合でも， 3尺を

加えた寸法としている．その中にあって車寄と便所は

南北寸法を10尺として変則的であるが，きりのよい数

105 

「-21 I 33 I 27 

値である 25)•

6尺を基準とすること以外の平面寸法に関して特徴

的な事柄をあげていく．

1階応接室の南北寸法24尺が談話室（独立円柱間）．

食堂へ続き，その数値をもって矩折りに球戯室の東西

寸法となる.24尺が一つの基準になっている．

1階の東西寸法を見ると，東から18尺・ 27尺 ・30尺

（食堂西の廊下を含めると36尺）で，球戯室は24尺で

あるが，その南北寸法は45尺となり， 9尺ずつ規則的

に広げ，部屋の用途に応じて大きさを変えている．

食堂は30尺X24尺（東西x南北）で，この大きさが

球戯室にみられる．この数値の比は5:4であり，この

比が他にも見られる．それは表段階 (15尺X12尺）に

見られ，談話室内の 4本の柱で囲まれた部分 (15尺x

24尺）には南北 2つ並ぶ．また 2階で最も広い部分は

60尺X48尺で5: 4となる．

以上西洋館の平面寸法における特色を述べてきたが，

次に日本家の場合を見ていく．

日本家では，③⑥を測ると 8畳の部屋が12尺となっ

ているし，その他の部屋も西洋館同様6尺を基準とし

て描かれている．しかし，戦後の日本家の改修図面に

記載された数値や図面を測ると 6尺が基準になってい

ないことが分かる．また畳敷の部屋は6.3尺の畳を敷い

ている．そこで， 6尺基準で設計したものの施工に当

たっては 6尺にはとらわれず， 6.3尺の畳や6.5尺前後

を1間としたものと考えられる．

このように西洋館と日本家といった様式の違う建物

では平面寸法上基準とする数値が異なっている．

図ー26 西洋館平面寸法図（単位 尺）
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9. 総括

三井港倶楽部の数多くの設計図に基づきながら，明

治41年建設当初の平面を復元し，その後の西洋館と日

本家の変遷を明らかにしてきた．最初の大きな改修は

建設後10年前後の時期に行われた．それは三池港・三

池炭鉱が繁栄していた時期と重なり，当倶楽部の利用

が多くなったことに関連しているものと思われる．

その後幾度かの改修が行われてきたが，日本家の場

合，戦前は西洋館の改変に合わせ，戦後は西洋館に関

わりなく独自に行っており，日本家の立場に変化が生

じたと考えられる．

平面寸法では西洋館が 6尺を基準としているのに対

し，日本家は 6尺に拘束されず， 6.3尺の畳を敷き， 6.5

尺前後を 1間としており，基準とした尺度が異なるこ

とを明確にしえた．

最後に，快く調査に御協力いただいた三井港倶楽部

の蓮尾貢亮支配人，貴重な図面をお貸しいただいた三

井鉱山三池事業所の松藤義文氏，共に実測調査を行っ

た有明工業高等専門学校・近畿大学九州工学部・九州

造形短期大学の学生諸君に謝意を表します．

尚，本研究では文部省科学研究費補助金一般研究

(C) (課題番号06650715,研究代表者：川上秀人）の一

部を使用させていただいた．

注

1) 山本輝雄：「三井港倶楽部」 『大牟田市の文化財』

所収大牟田市教育委員会昭和61年

山口廣十日大山口研究室： 「炭鉱の町の木骨様式

西洋館」 『近代建築再見』所収建築知識昭

和63年

片野博：「三井港倶楽部」 『福岡県の近代化遺産』

所収福岡県教育委員会平成 5年 3月

2)昭和8年4月20日 港倶楽部一部間仕切（小食堂

新設）工事設計圏

3)大正 6年 8月25日 港倶楽部雨漏修繕工事設計圏

大正7-------8年港倶榮部樋修繕之菌

4)大正 9年 1月26日 港倶楽部門及塀設計圏

5) 港倶楽部応接室板戸ヲ硝子二取替工事には④⑤等

に記された神谷のサインがあるため，大正6年頃

の固面と考えられる．尚，この場合の応接室は現

在の喫茶室を指している．

6)港倶榮部洗面所其他敷瓦々割菌は図面番号から大

正 9年以前と考えられる．

7)注2)

8)昭和11年 8月25日 港倶楽部玄闊庇取付工事設計

圏

9)昭和16年3月30日 港倶楽部前庭泉水設計圏

10)昭和18年4月22日 港倶楽部二階浴室増築工事設

計図

11)昭和18年 5月3日 港倶楽部階下浴室模様替計書

図

12)電話がいつ設置されたか判然としないが，大牟田

では明治39年8月から電話交換業務を開始してい

るので（日本電信電話公社九州電気通信局編集『九

州電信電話百年史』 財団法人電気通信共済会九

州支部 昭和46年），当倶楽部建設当初から電話を

設置することは可能であった．但し，当初平面で

は現電話室の位置には何もなく，窓際に一画を設

ける．

13)昭和21年11月27日 港倶楽部食堂スクリーン新設

工事設計図

14)昭和21年5月16日 港倶柴部庭球コート設計図

15)昭和28年 1月15日 港クラブベランダ屋根葺替工

事設計図

16)昭和29年 1月23日 港クラブ便所タイル貼替工事

設計図

17)昭和29年 9月25日 港クラブニ階浴室模様替工事

18)昭和36年 1月27日 港クラブ2階便所設置工事設

計図．尚，昭和30年 2月25日の港クラブー階平面

図（⑨）にある 2階平面には 2階便所が書き込まれ

ている．しかし前述したように 2階平面自体が後

の加筆と考えられる．

19)昭和36年 港クラブ機械室増築工事設計図

20)周壁の説明で西洋館を「本館」と記しているので

「附圏家」は日本家と判断した．

21)昭和21年4月2日 港クラブ食糧品置場増築設計

図

22)昭和26年10月23日 港倶柴部木造平家建玄関及ホ

ール模様替設計固

23)大牟田市史編集委員会編：『大牟田市史』中巻 昭

和41年9月

24)「大牟田市史』中巻によれば炭価（九小卜11種塊炭 1

トン）は大正5年に 9円11銭であったのが大正6

年には15円67銭，大正9年には最高の28円58銭に

と高騰している．

口ノ津港と三池港の明治41年と大正 7年の貿易額

を見ると，ロノ津港では3,523,421円が703,773円

に減少し，三池港では452,854円が17,898,002円に

急増している．

25)洗面所・便所の南北寸法は21尺で，便所を10尺と

しているため洗面所は11尺となっている．
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ハイパーカードによる構造力学 CAIの開発

ー静定構造物の解法―

上原修ー・中村俊之・山北峰子
く平成 6年 9月30日受理〉

Development of CAI Program for Structural Mechanics using HyperCard 

CAI for Determinate Structure Analysis 

Many students of architectural department have hard time in learning structural mechanics. In 

our college, 6 credits are assigned to the subject of structural mechanics. However, considerable 

students do not understand how to solve even determinate structure problems exactly at the end of 

the lessons. This is mainly because the students are short of practice. 

This paper presents a CAI program for structural mechanics using HyperCard to help students 

master to solve determinate structure problems. Students can practice repeatedly to their speed and 

to their taste by this CAI program. 

Shuichi UEHARA, Toshiyuki NAKAMURA*, Mineko YAMAKITA ** 

1. はじめに

建築学を学ぶ学生にとって，構造力学は習得に骨を

おる教科の一つである．本校においては， 6単位をこ

れにあてているが，満足に静定骨組みの応力図も描け

ずに終了してしまう学生が少なからずいる．

この原因は，主に(1)学生の演習不足および， (2)実際

の物理現象と，構造力学の知識との対応の理解不足，

であろうと考えられる.(2)の原因については，例えば，

ラーメンやはりの変形固がどうなるかなどが，初学者

にはなかなか理解が難しいなど，同情すべき点も多い．

近年，パーソナルコンピュータのグラフィック機能

を生かした CAIが各分野で開発され教育に生かされ

ている．構造力学においても，上に掲げた(1),(2)の問

題を克服する有効な手段の一つとして， CAIソフトウ

エアの利用が考えられる．数学，英語等の，需要が多

い科目についてのソフトウエアは多く市販されている

が，構造力学についてのものは見当たらない．従って，

ここでは，比較的簡単に CAIソフトウエアが構築でき

る，マッキントッシュのハイパーカードを用いて構造

力学CAIソフ トの開発を試みる．

この構造力学CAIを開発すれば，学習者の進度に合

わせて，また反復して学習できるという CAIの特徴に

より，理解不足の学生，編入生，転科生，留学生等の

補助教材として活用できると考えられる．また，パソ

コンのグラフィック機能と計算機能を用いて，説明に

時間を要する変形医等を視覚的に呈示し，直感的理解

を高めることができること等も考えられる．

ここでは，ほぽ完成した， トラスを含む静定構造物

の解法についてのプログラムについて報告する．

2 • 静定構造物の理解度の現状分析

静定構造物の解法の CAIプログラム開発に資する

ため，現状での学生の理解度を調査した．調査は，試

験によって行った．

試験問題を作成するにあたり，次のことを考えた．

(1) つりあいの理解度を検討するために，単純ばり，

片持ちばりの反力を算出させること．

(2) 種々の荷重，構造形式に対する習熟度を検討す

るために，単純ばり，片持ちばりおよびラーメンに集

中荷重，等分布荷重，モーメ ント荷重その他の荷重を

作用させたときの反力，曲げモーメント図，せん断力

＊川鉄テクノコンストラクション跨（平成6年 3月有明高専建築学科卒業）

＊＊三井ホームエンジニアリング横浜昧（平成6年3月有明高専建築学科卒業）
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図ー 1 試験に用いた問題の例

込一

r

図，軸力図を描かせることおよびトラスの応力を算定

させること．

図ー 1に問題の例を示す．問題は教科書として用い

ている文献[1]より選定した．問題数は，単純ばり 8

問，片持ちばり 5問，ラーメン 2問， トラス 1問であ

る．対象学生は本校4年建築学科学生45名で， 1週間

前に試験の予告をするとともに，その点数を成績に含

める旨の通告をした．試験期日は1993年4月19日であ

る．なお，静定構造物の解法についての授業は 2年次

に終了している．

図ー2に形式別（単純ばり，片持ちばり，ラーメン）

の反力と各種応力図の正答率を示す（ラーメンについ

ては反力の出題を省いた）．この図から次のことがわか

る．

(1) 単純ばりの反力はほとんどの学生が計算できる

i ·~j冒．．．． ．．．
叩．．

（％） 潤

20 

1: L 
片拷ち ラーメン

図反力 図 曲げ←メント形図式図別 せんllli力図圏軸力図

図ー 2 形式別の正答率
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図ー 3 荷重別の正答率（単純ばりのみ）

が，片持ちばりになると半分の学生しか正答できない．

(2) 単純ばりの問題において，曲げモーメント図の

正答率が低い．

(3) ラーメンの応力図を正確に描ける者は15パーセ

ント程度しかいない．

単純ばりと片持ちばりの反力の違いはモーメントの

有無である．従って， (1),(2)のことから，モーメント，

曲げモーメントに対する理解が不足していると考えら

れる．

図ー3は単純ばりに関する，荷重種別に対する正答

率のグラフである．ここでも，反力についての正答率

は高いが曲げモーメントの正答率が低いことがわかる．

なお， トラスについては解答が極めて少なかったた

め，分析の対象から外した．

また，図ー2, 3のように静定構造物の理解度が低

いことの原因の一つは，静定構造についての授業終了

から 1年を経過しているため (3年次は応力度，断面

の性質など材料力学的な内容を学び， 4年次に不静定

構造力学を学ぶ）とも考えられる．このことを考慮し

現カリキュラムでは，静定構造力学と材料力学を 3年

次に同時に学び，不静定構造力学に抵抗なく進めるよ

うに変更している．

しかしながら，上記の点を考慮しても， CAIソフト

ウエア等の補助教材の必要性が高いことがうかがえる．
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図ー 4 構造力学CAI全体構成

3. CAIプログラムの構成

CAIの開発にあたり，補助教材としての位置づけか

ら，利用者は，すでに一通り静定構造力学を履修した

学生，あるいは履修中の学生と想定した．従って，利

用者が，苦手な問題等を自由に選べるように，目次形

式とした．

図ー 4にプログラム全体の構成を示す．現状では，

単純ばり 7題，片持ちばり 4題，ラーメン 2題， トラ

ス2題，実力判定試験用問題 6題，及び基礎知識，問

題の解説等のカード（合計163枚）から成っている．

図ー 5に具体的なカードを示す. (a), (b) は表紙，

前書き， (c), (d)が目次であり，具体的に問題を選択

できるようになっている．

(e)'(f)に具体的な問題例を示す．解答は，短時間

に多くの問題を体験できるように，四肢の中から正解

を選ぶ形式としている．ただし，実力判定の問題は，

理解度をより正確に確認するという目的から，数値を
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図ー 5 構造力学CAIに用いたカードの例（続き）

入力して解答する形式とした．

選択された答えが正解の場合 (g)の画面が効果音と

ともに現れ，誤りの場合，同様に効果音とともに (h)

の画面となり，再挑戦か解説のカードヘ移れる構成と

なっている．

カードのデザインは中村，山北が担当し，できるだ

け学生の嗜好にあう物とするよう努めた．

4. まとめ

現在までの成果として次のことが上げられる．

(1) 現在の本校建築学科学生の構造力学（静定構造）

の理解度を分析したこと．

(2) 上記の分析をふまえた上で， HyperCardにより

単純ばり，片持ちばり，ラーメン及びトラスの，ー通

りの静定構造物を含んだ CAIソフトを構築したこと．

その際，効果音等を使い，あきのこないソフトウエア

となるよう努めたこと．

今後の課題として次のことを考えている．

(1) このソフトウエアには，まだ一部不完全な所が

残されていることから，これを改善し，さらには問題

数を増すなどにより，充実すること．

(2) 不静定構造物の解法についての CAIに拡張す

ること．
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構内ネットワークの構築について

河村豊賓・山下

松野了二↑・堤

巌

豊i

く平成6年9月30日受理〉

On the Design of a Local Area Network in the Computer Center 

We propose the model system of a Local Area Network (LAN) which introduce a new educa-

tional environment of an information processing in the Computer Center, and discuss a Wide Area 

Network which is integration of all LAN s in our college. 

Toyomi KAWAMURA, Iwao YAMASHITA, 

Ryouji MATSUNO and Yutaka TSUTSUMI 

1. はじめに

本校の電子計算機室（電算機室）には，汎用計算機

とパーソナル・コンピュータ（パソコン）多数が設置

され，学内の計算機センターとして教育・研究に利用

されてきた．しかし現在，低価格で高性能なパソコン

が普及し，ューザはパソコンで様々な計算が行えるよ

うになり，処理の分散化が進んでいる．

このような中で電算機室では，ワークステーション

やパソコンを接続したネットワークの構築による，新

たな情報処理教育環境の導入を検討中である．

ネットワークは，ユーザに電子メール，ニュースな

どの情報交換の手段や，ディスク，プリンタなどの計

算機資源を共有する機能を提供する．そして，ワーク

ステーション，パソコンを統合し，それらの効率的な

利用を可能にする．

各学科ごとに構築したネットワークを結合すれば，

学内の広域ネットワークを構成することが出来る．こ

の学内ネットワークの利用により，学科間の情報交換

や電算機室の計算機へのアクセスが可能になる．

本研究では，電算機室の新しい情報処理教育環境の

導入のために，ワークステーションによるネットワー

クの構築とその試用，各学科のネットワークの学内ネ

ットワークヘの統合とその応用についての検討・調査

を行った．

t現在熊本県立大学
i現在 九州帝京短期大学

本研究の一部は，平成4年度学内教育研究プロジェ

クト研究費に依っている．

2. 電算機室ネットワーク

電算機室には次の計算機が設置されている．これら

の計算機の接続状況は以下の通りである．

(1) 汎用電子計算機

富士通社の FACOMM-330FX/4 (汎用機）である．

これは電算機室のメインフレーム計算機で，成績処理

などの教務処理と，情報処理演習や卒業研究などの教

育・研究で利用されている．

汎用機は，電算機室のパソコンを端末として利用で

きるが，ホスト計算機とその専用端末という関係で接

続されている．

(2) 演習用パソコン

富士通社の FMR-50の45台である．汎用機の端末と

して，また，スタンドアロンでプログラミング言語演

習やアプリケーションの実習などに利用されている．

これらのパソコンは， INLINEと呼ばれるネットワ

ークに接続されている．これは教師一学生間でプログ

ラムなどのテキストの情報交換と，音声・映像などの

いわゆるマルチメディア情報を使える教育システムで，

演習に利用されている．このシステムは，パソコンを

中央の制御装置に接続し，パソコン間の通信などの一

切の制御を集中して行う．従って，パソコン間の通信

はユーザが自由に行えず，パソコン・ネットワークと

しては使えない．また，音声と映像はテキストとは別

の回線を使って伝送が行われる．

パソコンの Macintosh(Mac)には AppleTalkと
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いうネットワーク機能が標準装備されている．それに

よるネットワークの構築は容易であるが，接続できる

パソ コンは Macに限定され，閉じたネ ットワークに

なっている．

(3) ワークステーション

ソニー社の NEWS-1460(NEWS) 1台と，富士通

社の S-4/EC2台である.S-4/ECは今回のネットワ

ーク実験のために導入した．

これらは，UNIXワークステーションであり，標準で

イーサネット・インタフェースを備えている．ネットワ

ークヘの接続はこのイーサネット (Ethernet:10BASE5) 

を使用した．これは， トランシーバ・タップ， トラン

シーバ・ケーブルによりワークステーションを同軸ケ

ーブルに接続する方式である．三台のワークステーシ

ョンを接続し，新たな電算機室ネットワークとして試

験運用を行っている．システムの構成を図 1に示す．

汎用機をイーサネットによりネットワークヘ接続す

ることが出来る．アーキテクチャの異なる機種であっ

ても，標準化されたイーサネット・インタフェースを

用いているため接続可能である．

パソコンの接続にもイーサネット・インタフェース

を用いることができる．演習用パソコンのように多数

を隣接して接続するためにはイーサネット (10

BASET)を使い，より対線による接続も出来る．

パソコンは本来 1人 1台で使用する計算機である．

それらを使っで情報交換をすることはあっても，互い

の計算機資源を共用することはない．従って，ネット

ワーク上で仮想端末としてログインできる計算サーバ，

ファイル転送のためのファイルサーバなどが提供され

ていなければ接続しても意味がない．

電算機室ネットワークにはディスクスペースなどの

資源を他のワークステーション，パソコンに提供する

サーバが存在する．現時点では，モデルケースとして

NEWSを以下のサーバとして利用可能にしている．

1) アプリケーションサーバ

プログラミング言語は C,Pascal, FORTRAN, 

LISPがあり利用できる．また，文書作成と清書に日本

語TeX(jLaTeX) とditroffを使うことができる．

プログラム開発には， Xウィンドウシステムによる

グラフィカル・ユーザ・インタフ ェース (GUI) を利用

し，上記言語によるプログラム開発が行える．

2) ファイルサーバ

ハード・ディスクの容量は1.7GBであり，ユーザの

プログラムやデータファイルの格納（共有）ができる．

3) プリントサーバ

レーザプリンタの解像度は400dpiで用紙サイズが

A 4までの印刷ができる．また， 10書体のアウトライ

図 1 電算機室ネットワークの構成

ンフォントを備えており ，日本語TeX(jLaTeX) と

ditroffの文書処理の清書用に，文字サイ ズに依らない

高品質な印刷ができる．

4) メールサーバ

ネットワーク上のワークステーションすべてのユー

ザ間で電子メールの交換が可能である．

3. 学内ネットワーク

学科内で保有のパソコン，ワークステーションを接

続したネットワークを学科毎に構築することは，学科

のネットワークを独立したものにするために，また，

その管理者を養成する上でも必要である．電子情報工

学科では，イーサネットによる学科ネットワークを構

築済みである．学内ネットワ←ク は，それらの学科ネ

ットワークを統合して構築したものである．

電算機室ネットワークの同軸ケーブルを各学科棟ま

で延長してケーブル同士を結合することは，イーサネ

ットの物理的制約から出来ない．そのため，校舎の渡り

廊下に設置した光ケーブルの幹線に，各学科棟（一般科

を含む）と電算室に設置している同軸ケーブルを支線

として接続する方法が考えられる．幹線を光ケーブル

としているのは，将来ネットワークの通信量が増加す

ると予想されるからである．学内ネットワークの構成と

そのための各ケーブル配置の構想を図 2と図 3に示す．

ネットワーク上の基本的なサービスを行うサーバは

電算機室ネットワークに設置している．それらを学科

のユーザが利用するために，学科ネットワークから学

内ネットワークを経由し，電算機室ネットワークのサ

ーバヘ接続することができる．

現在，電子情報工学科では，学外のネットワークに

接続し，国内外のネットワークのユーザとの電子メー

ル／ニュースの交換サービスを行なっている．学内の

ユーザは，学内ネットワークを経由して利用ができる

が，そのためには電子情報工学科ネットワークのサー

バヘのユーザ登録が必要である．将来は， メールサー

バの負荷増大や管理面から，学内ネットワーク上でサ

ービスをすることが必要になるであろう．
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4. おわりに

情報処理教育環境としての，電算機室ネットワーク

の構築とその利用経験から次のような知見を得た．

(1) ネットワーク構築に必要なハードウェア／ソフ

トウェアは目的に応じ選べるから，ューザはそれら

を購入して設置するだけである．ただし，設置工事

費と設置後の運用管理の計画を立てておく必要があ

る．

(2) ネットワークには多数のワークステーション，

パソコンが接続可能である．ただし，教育実習での

使用に必要な台数（例えば， 40台）の計算機を隣接

して接続するには使用するインタフェースの性能／

価格を考慮すべきである．

(3) パソコンからの利用が多いネットワークでは，

ネットワーク上に，能力が十分に大きい計算機をサ

ーバとして保有すべきである．校内の計算機セ ンタ

ーとして利用され続けるためには，高速な計算機，

大容量のディスク装置などのハードと，魅力あるア

プリケーション・ソフトを備えておく必要がある．

(4) ワークステーション程度の性能があれば，ネッ

トワーク上でXウィンドウ・システムなどの GUI

機能を十分に使えるため，能率のよいユーザインタ

フェースを得ることができる．

参考文献

ソニー： NEWS-OS 

ド．

bit臨時増刊：コ ンピュータ・ネ ットワーク，共立出

版， 1986

アドミニストレーターズガイ

WS : Work Station 

PS : Print Server 

TS : Terminal Server 

PC : Personal Computer 

GW: Gateway 
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温・熱間鍛造用金型の熱軟化に関する研究

南 明宏
く平成6年9月30日受理〉

Study on Thermal Softening in Warm and Hot Forging Die 

The precise estimation of the temperature field within the forging dies is essentially important 

particularly to obtain close-tolerance forged products of machine. In order to clarify the thermal 

contact and cooling conditions on the die surface and the thermal softening on the die, a die life 

testing apparatus was utilized. The temperatures near the surface of die were measured with 

thermocouples during the forging cycle. By the die life testing apparatus designed for this investiga-

tion, some realistic data were obained on the temperature distributions within the die, and the 

softening of the die material due to the thermal cycling. It was found that a layer of the nitride of 

die material has a great influence on the reducing of the maximum and minimum temperature in the 

die. The softening of the die material (JIS-SKD61) during the thermal cycling is caused faster than 

under the constant temperature. 

Akihiro MIN AMI 

1. 緒 -
[
 

近年の温・熱間鍛造加工においては，高寸法・加工

精度が得られ，かつ複雑な形状が加工可能であるニア

ネット成形，あるいはネット成形が要求されてきてい

る．これは他の加工法（鋳造，粉末治金法等）と競合

してい くためにも必要不可欠な要素である．ニアネ ッ

ト成形，さらにその上のネット成形を達成させるため

に金型材料は高温強度，高温耐衝撃性，高温耐摩耗性，

耐熱割れ，熱疲労特性等が卓越していなければな らず，

そこに最適な金型寿命評価あるいは寿命向上対策が重

要な課題となってくる叫

金型損傷は，従来から言われているように2)-3),①金

型の耐圧強度不足から低サイ クル時に生じる応力集中

による割れ，②高温にさらされるフィレット部および

突出部の塑性変形，③鍛造材料と型の相対すべりの大

きな部位の摩耗，④急熱や急冷を受ける部位のヒート

チェ ックおよびそれを起点とした疲労破壊，⑤化学腐

食などが組合わさって生じる．このうちの②～④は，

いずれも型の熱劣化が大き く影響している．

型の塑性変形は，型が熱影響を受ける層の熱軟化と

高温状態での変形抵抗の低下によって成形圧に耐えき

れな くなって起こる．すべり摩耗は，金型表面層の硬

さの低下と成形圧およびすべる距離の増加とともに増

える．高温素材に型表面が接触すると急激な温度上昇

によって高い圧縮の熱応力が生じ，また温度上昇によ

って型表面層の変形抵抗が低下して塑性変形し，逆に

急冷時には高い引張応力がかかる．この引張と圧縮の

繰り返しにより，組織内に局部的な変化が起こりヒー

トチェ ックが発生する．これらのことを考慮すると，

型表面層の熱サイクルを正確に把握し，型の熱軟化状

態を明確にすることが型寿命評価をするためには不可

欠であり，これらに関して著者らも既にい くつかの報

告をしている4)-7).

本研究では，モデル鍛造試験機を用いて鍛造サイク

ルにおける金型内部及び表面温度履歴情報を捕捉しつ

っ，金型寿命試験を行った．その際に，温・熱間鍛造

金型材料としてよ く用いられる SKD61相当材 (DAC)

に真空焼入れ，焼き戻しを施した型（以後，調質型と

呼ぶ）と，従来型表面に真空ガス窒化処理を行った金

型（以後，窒化型と呼ぶ）をそれぞれ適用した．

また，鍛造実験後の金型の熱軟化の影響を硬度測定

を行うことで調べた．

これらの実験結果について本報で述べる．

2. 実験条件

モデル鍛造装置の模式図を図 1に示す．モータの回

転数を伝達装置およびプーリと同軸のカム機構③によ

ってレバーアーム②が上下動する．レバーアーム端末

下のホルダに取り付け られた鍛造金型①は温度制御装



108 温・熱間鍛造用金型の熱軟化に関する研究
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図 l モデル鍛造試験機概要図

置によって設定温度に表面が加熱され鍛造材料とある

一定の周期で接触・離型を繰り返す．接触面圧はレバ

ーアーム上のデッドウェイトによって設定し，熱負荷

サイクル数Nおよび接触時間 tcは，変速装置とカム形

状の変更によって行う．ここでは，接触冷却の 1サイ

クル tcyは2秒（接触時間 tc=0.50,..__,0.51秒，冷却時

間ts=l. 49,..__, l. 50秒）とした．鍛造材料表面の酸化膜

の抑制と鍛造材料加圧面近傍での温度勾配を小さく一

様に保持するためにアルゴンガスを電気炉内に流入し

た．鍛造材料は SUS304で初期設定温度が500゚c,.___.,1150

℃ のときアルゴン流量は1.5Q /minである．温度制御

は鍛造材料表面にスポット溶接した PR—熱電対で測

温することにより行われる．鍛造金型試験片の固定部

基準温度の上昇を抑え，安定化するために冷却水を金

型試験片ホルダ内に常時循環させた．サイクル中の金

型試験片の温度履歴は図 2のような二分割式の試験片

を用いて測定される．型材は代表的な温・熱間鍛造用

合金工具鋼である日立金属 DAC(SKD61相当）を用い

た．金型試験片は真空炉内 (1050士5)℃で20分間保持

した後，真空焼入れし， 580℃X 1時間の焼もどしを 2

回行った．熱処理後の平均硬さは540Hvであった．熱

電対埋め込み用溝は，放電加工し，その深さ寸法は，

約0.25mmである．加工溝の第 1層目に，ポリイミド

フィルム (Dupond"kapton" 25μmm)を接着し，絶

縁膜とした．次に， cpO.lmmのアルメル線とクロメル

線を接触対象面となる先端から設定深さ (de)mmの

ステップ部コーナに独立にスポット溶接することによ

って，型材を介して熱電対が形成される．この熱電対

の上から再びフィルムをはり，熱電対を絶縁した．熱

~ E n la r g ed 
view 

図2 金型試験片形状および熱電対装着位置

表 1 鍛造実験条件

Testing Condition 

Forging Die DAC 

(SKD61) 

Forging Material SUS304 

Contact Pressure 34.7MPa 42.9MPa 

51.lMPa 

Initial Temperature 850℃ 1000゚C 1100℃ 

of Work Surface 1150℃ 1200゚C

Forging Cycle 2.0sec 

= (contact time tc = 0.50sec,..._,0.5lsec) 

+(coolng time tcool = l.49sec,.____, 1.50sec) 

Forging Number 1350-----20000 

電対の信号を零接点，増幅器（フローティング入力式）

を経由してデータレコーダに収録した．

また，実験終了後に金型試験片の熱軟化の影響を硬

度測定を行って調べた．

3. 実験結果と考察

図3(a)は鍛造サイクル数 (N= 1350)における金型

試験片（調質型）の 1サイクルの温度履歴を表してい

る．金型試験片先端に最も近い測温点 (de=0.8mm)

においては金型試験片と鍛造材料が接触を開始した際

には600℃であり，接触終了時には約820℃ にまで上昇
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図3

900, 
Tool Material :□AC 

800卜P=34.7MPa。<JD O oo 
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゜
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(b) 

金型表面層が受ける定常熱サイク）レ（調質型）

している．基準温度 Tbaseは約205℃ とほぽ一定であ

る．鍛造サイクル中における 4測温点のそれぞれの最

高温度 Tmaxおよび最低温度 Tminの軌跡をプロッ

トしたのが図 3(b)である．鍛造開始から30分 (N=

900)経過後の金型試験片先端部近傍 de=0.8mmにお

ける Tmaxは820℃---...,330℃ とほぼ定常に状態なって

いるがその他の測混点での Tmaxおよび Tminは緩

やかに上昇しているのが分かる．鍛造終了時の金型試

験片先端部 (de=O.Omm)における表面温度を 4つの

測温点から外挿して見積もると Tmax=950℃,

Tmin=700℃ となる．これより温度振福 LJTは250℃

となる．線膨張率 aを13X 1Q-5℃ -1とすると表面層
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(b) 

金型表面層が受ける定常熱サイクル（窒化型）

は，約0.32%の熱ひずみ振幅 (aXLJT=0.0032)を受

けていることになる．

金型試験片表層部に窒化処理を施した窒化型を用い

たときの鍛造サイクル数 (N~1350) における金型試験

片の 1サイクルの温度履歴を示したのが図 4(a)であ

る. de= 0. 514mmで Tmax=500℃, Tmin=305 

℃, Tbase= 140℃ となっている．鍛造サイクル中の

Tmax, Tminの軌跡を示したのが図 4(b)である．こ

の図から鍛造開始から終了時まで4つの測温点におけ

るTmax, Tminはほとんど変化していない．調質型

のときと同じように鍛造終了時の金型試験片先端部

(de=O.Omm)における表面温度を求めると Tmax=
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550゚C,Tmin=320℃ となる．これより温度振幅ilTは

230℃ となる．従って，熱ひずみ振幅は約0.30%とな

り，調質型の場合とほぽ同じである．

調質型と窒化型の温度履歴を比較してみると調質型

の方は Tmo=1150゚C,P=34.7Mpa, de=0.8mm, 

N=1350でTmax=820゚C,Tmin=600℃であり，窒化

型の方は Tmo=llOO℃, p=42.9Mpa, de=0.514 

mm, N=3600でTmax=500℃,Tmin=305゚Cと窒化

型が Tmax,Tminとともに低い．何故ならば，鍛造

材料温度は調質型の方がやや高いものの接触面圧は窒

化型のときの方が高 く， 測温点も金型先端に近く，鍛

造回数も多いにも関わらず窒化型の場合が温度が低い

からである．このことから金型試験片表層部に窒化層

が存在すると鍛造材料と金型試験片との接触界面での

熱通過率が減少したり，あるいは窒化層部の熱伝導率

が金型材のそれよりも小さいということが考えられる．

つまり，鍛造材料からの窒化層への熱入量が少なく，

また，窒化層から金型試験片への熱の移動も少ないこ

とにより金型温度上昇が抑えられている．

金型試験片には温度計測用熱電対を埋め込むための

溝があり，そこに熱電対や熱伝導率の小さい絶縁フィ

ルムが存在している．医 5は有限要素法を用いて軸対

称温度場解析を行い，その金型試験片と鍛造材料温度
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(b) 

熱電対装着用溝と熱電対の位置が測定温度に及

ぽす影響

の等温分布を表したものである．この図から溝がある

場合には実際の温度よりも低く評価されることが分か

り，温度計測および温度解析においてはその影響を考

慮しなければならない．

鍛造終了後の金型試験片の熱軟化の影響を調べるた

めに硬度試験を行った結果を図 6(a), (b), (c)に示

す．図 6(a)は調質型の場合であり， 3種の鍛造材料温

度で合計4350ショット後の金型試験片先端から子午 2

分割面に沿って中心軸線上に硬度測定した結果である．
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調質型および窒化型が示す表面層の熱軟化
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先端近傍は約300Hvであり，それから深さ方向約 2

mmまでに軟化の影響が見られる．図 6(b)は窒化型

であり， 20000ショット後の硬度分布である．実験前の

窒化層の初期硬度が平均llOOHvであったのに対し，

実験終了後は平均800Hvと約300Hv軟化している．同

じく図6(c)は窒化層下部の金型硬度を示している．平

均450Hv,..._,500Hvとなっている．母材の初期硬度と

540Hvなので約40Hv,..._,90Hv軟化している．このこと

から窒化層部は20000ショットでやや軟化が進み，窒化

型母材の軟化はかなり小さいことが分かる．

4. 結 戸

温・熱間鍛造用金型の熱軟化に関し，金型材料とし

て調質型と窒化型を用いて各種鍛造条件（接触面圧，

鍛造材料温度，鍛造サイクル数等）について実験を行

った．その結果以下のようなことが分かった．

(1) 接触面圧，鍛造材料温度，接触時間等が同じ鍛

造条件下では，金型試験片の温度上昇は，調質型の方

が窒化型に比べてかなり大きく， TmaxおよびTmin

も高い．

(2) 窒化層が存在すると鍛造材料と金型試験片との

接触界面での熱通過率が減少したり，あるいは窒化層

部の熱伝導率が金型材のそれよりも小さいということ

が考えられる．

(3) 窒化型窒化層部と調質型表層部の熱軟化の度合

いは熱負荷の条件が同じであればほぽ同一であった．

ただし，窒化型の場合には窒化層部のみが主に熱軟化

し，金型母材の軟化はほとんど見られなかった．

今後，窒化層部の熱通過率および熱伝導率などを実

験による温度データと温度数値解析（有限要素法）と

を用いて見積もる予定である．
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発表した論文• 著書及び講演題目

（自1993年 9月～至1994年 9月）

論文題目又は著書名 著 者 発表した誌名
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（巻号・年月）

遠心ポンプ羽根車の羽根角が気液二相流 （佐藤紳二） （古川明徳）

性能に及ぽす影響 高松康生

日本機械学会論文集平成 5年11月

(B編）59巻567号

ダリウス形横流水車の運転特性と自己起 （古川明徳） （瀬尾直紀） 日本機械学会論文集平成 6年 7月

(B編）60巻575号動数値シミュレーション （大熊九小,,1男） 高松康生

水溶性切削剤の深穴工具切れ刃のクレー 田口紘一 明石剛二 SEIKI TECHNICAL 平成 5年9月

夕摩耗へおよぼす影響 松川真也（赤沼進） NEWS Vol. 90 (1993) 

（日立精機 kk)

P62,....__,P67 

曲がり制御深穴加工法の開発研究（実用 田口紘一 明石剛二 財団法人工作機械技平成5年11月

化研究） 術振興財団 Pl,...__,P64 

Adaptive Control of an Inverted Pen- Y. Kawasaki (I. Mizumoto) Proceedings of Asia- 平成 5年11月

dulum System (R. Wakamiya) (Z. Iwai) Pacific Vibration 

Conference 

適応走行制御機能を備えた全方向移動車 川寄義則 日本機械学会誌第96 平成5年12月

巻第901号両

クレーンモデル系の適応制御 川寄義則 原槙真也 有明工業高等専門学校平成 6年 1月

木下正作（岩井善太） 紀要第30号

Decoupling and Robust Adaptive Con- Y. Kawasaki (Z. Iwai) JSME International 平成 6年 3月

Journal, Series C Vol. trol of Omnidirectional, Automated S. Haramaki 

Guided Vehicle Based on N onguided 37 No.I 

Line Navigation System 

長尺二相二重管熱サイフォンによる地熱 （井村英昭） 吉田正道 地熱 Vol.30 No. 4 平成 5年12月

の抽出 (Ser No. 129) 

二相二重管熱サイフォン内の流動に及ぼ 吉田正道 （井村英昭） 有明工業高等専門学校平成 6年 1月

すサブクール度の影響 （一法師茂俊） 松川真也 紀要第30号

金型型面実時間加工システムの開発 （鈴木 裕） （是沢宏之） 日本機械学会論文集平成6年9月

原横真也 （林 朗弘） C編第60巻 577号

RC回路実験シミュレーション 辻 一夫 堀田孝之 有明工業高等専門学校平成 6年 1月

浜田伸生 紀要第30号
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非接触電極法による有機分子薄膜の誘電 永守知見 石崎勝典 有明工業高等専門学校平成6年 1月

率およびD-E測定 （吉田郵司） （原 一広） 紀要第30号

（堀内俊寿） （松重和美）

測色法による劣化度判定法 塚本俊介 （芳賀義昭） 技報安川電機第57 平成6年 3月

（坪根嘉房） （平井優征） 巻 No.2

電子回路教育へのハードウェア記述言語 瀬々浩俊

導入試論

Oblique collision of two vortex rings (T. Kanbe) T. Minota 

and its acoustic emission (M. Takaoka) 

Interaction of a shock wave with a T. Minota 

high speed vortex ring 

高速渦輪の相互作用と衝撃波 簑田登世子

平面壁に衝突する高速渦輪 簑田登世子

有明工業高等専門学校平成6年 1月

紀要第30号

Phys. Rev. E Vol. 48 平成5年 9月

No.3 

Fluid Dyn. Res. Vol. 平成5年12月

12 No. 6 

衝撃波シンポジウム論平成6年 1月

文集（千葉）

乱流シンポジウム講演平成6年 7月

論文集 日本流体力学

会誌「ながれ」 13巻別

冊

格子型光波網RookNetの拡張について 嘉藤 学 （内野剛雄） 電子情報通信学会論文平成6年 5月

-TDMA RookNet- （尾家祐二） （宮原秀夫） 誌B-1Vol. J77 No. 5 

PP313~321 

Thermal Degradation Mechanism of N. Yoshitake (M. Furukawa) J. Anal. Appl. Pyrolysis 

a, y-Diphenyl Alkyl Allophanata as (投稿中）

a Model Polyurethane by Py HRGC-

FTIR 

重質炭酸マンガンからの LiMn2仇の合 宮本信明 （藤巻 要） 電気化学第61巻10号平成5年10月

成とその放電特性 （内田勝介） （森田 誠）

（石橋卓也） （浦田吉康）

超音波を用いた溶射皮膜の非破壊評価法 川瀬良一 高温学会誌 19-Sup 平成5年11月

に関する研究（第 1報）一超音波音速と皮

膜性能一

Temperature Dependence of Excimer S. Himuro (N. Sakamoto) Rept. Progr. Polym. 平成5年11月

Fluorescence of Poly(4 -hydroxy- (S. Arichi) Phys. Japan Vol. 36 

styrene) in Solution 

Fluorescence and Viscometry Studies S. Himuro 

of Poly(4-hydroxystyrene) in Solution 

Polymer Journal Vol. 平成5年12月

25 
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N3ーイオンに応答するイオンセンサー 正留隆 ぶんせき 1994年3号平成6年3月

オリジナルチャートによる界面活性剤の 正留 隆 他15名 技術情報協会 平成6年3月

分離・分析技術 分担執筆

タイにおける道路交通騒音に対する社会 山下俊雄 （矢野 隆） 熊本大学工学部研究報平成 5年11月

反応と居住環境の評価に関する調査研究 （泉 清人） （黒澤和隆） 告第42巻第 3号，

(W. DANKITTIKUL) PP. 219'"'-'228 

騒音のうるささの尺度構成に関する実験 山下俊雄 （矢野 隆） 日本音響学会誌 50巻平成6年3月

研究 （小林朝人） 3号 PP.215-------226 

公営住宅における高齢者の世帯特性と住 北岡敏郎

まい方に関する研究

せん断力と垂直応力を受ける鉄筋コンク 上原修一

リートせん断面の降伏条件

鉄筋コンクリートせん断面降伏条件によ 上原修一

る鉄筋コンクリート造耐震壁の離散化極

限解析

日吉神社本殿（滋賀県伊香郡高月町）の建 松岡高弘

築について

家なみVol.24'93 平成5年10月

福岡県住宅建設促進協

議会財団法人福岡県

建築住宅センター

有明工業高等専門学校平成6年 1月

紀要第30号

コンクリート工学年次 平成6年 6月

論文報告集 Vol.16 

No.2 

有明工業高等専門学校平成6年 1月

紀要第30号

Molecular Orientation and Phase (Y. Yoshida) (K. Matsushige) Rept Progr. Polym. 平成5年10月

Transition in Vinyliden Fluoride (T. Horiuchi) K. Ishizaki Phys. Japan Vol. 36 

Telomer Evaporated Thin Films 

VDFテロマーの相転移に関する研究 石崎勝典 （平木由紀夫） 有明高専紀要第30号平成6年 1月

（今福信嘉） 永守知見

（堀内俊寿） （松重和美）

The Cousin problems on a T.Honda 

pseudoconvex domain of infinite 

dimensional projective spaces 

The property of pseudoconvex, T. Honda 

domains containing the product set in 

infinite dimension 

Proceedings of the 平成5年12月

First Korean-

Japanese Colloquium 

on Finite or infinito 

Dimensioual Com-

plex Analysis, 97 -

102, Pusan, Korea. 

Reserch Report of 平成6年 1月

the Ariake College of 

Technology No. 30, 

17-21. 
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The Properties of the Quasiconformal F. Sakanishi 

Mapping 

く書評〉『本朝文粋』（新日本古典文学大 焼山廣志

系）

長崎県島原市松平文庫『管家後集』 焼山廣志

一翻刻（その 2)―

高専における人文化学の総合化に関する 焼山廣志

一試論一社会問題をテーマにしたスピー

チの取り組みー

菅原道真の詩に投影されている白居易・ 焼山廣志

元槙の詩について（その一）ー 『菅家文

草』巻三所載「晩春遊松山館」の解釈を

めぐって

ワーズワースの時間意識について一事 徳田 仁

実の記憶と感清の記憶

On the Holder continuous weak solu- M. Araki (N. Ikebe) 

tions of the Dirichlet problem for (Y. Mizutani) 

degenerate quasi-linear elliptic sys-

terns 

1908年イギリス老齢年金法と社会行政機 高田 実

構

『乾いた道』論 蔵原伸二郎ノート 岩本晃代

（四）

Proceedings of the 平成 5年12月

first Korean-

Japanese Colloquium 

on Finite or Infinite 

Dimensional Com-

plex Analysis, 89-96 

Pusan, Korea, 

「国語国文学研究」第平成 5年12月

29号熊本大学文学

部国語国文学会

有明工業高等専門学校平成6年 1月

紀要第30号

有明工業高等専門学校平成6年 1月

紀要第30号

「九州大谷国文」 第平成6年7月

23号

熊本大学英語英文学平成 6年3月

吉田正憲教授退官記念

号（第37号）

Advances in Mathe- 平成6年 4月

matical Sciences and 

Applications Vol. 4 

No. I 

欧米近現代史研究会編平成 6年3月

『西洋近代における国

家と社会』

「方位』第16号 平成 5年 9月

Magnetic phase diagram of the S = 1 Y. Muraoka (M. Ochiai) Journal of Physics A 1994年
axial next-nearest-neighbour (T. Idogaki) Vol. 27 1994 pp. 2675-

Ising(ANNNl)model with higher-order 2686 

spin interaction 



Some Uses of Verbs in Defoe's Robin- K. Murata 

son Crusoe : With special Reference to 

Psychological Expressions 

The Language of Dickens and Its T. Tabata 

Computer-Based Evidence: A Step 

towards a Chronological Study 

Dickens's Narrative Style: A Statisti- T. Tabata 

cal Approach to Chronological Varia-

tion 
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有明工業高等専門学校平成6年 1月

紀要第30号

Kumamoto Studies in English Lan- 1993年

guage and Literature, xxxvi (1993), 

pp. 116-34 

Revue Informatique et Statistique 1994年

dans les Sciences Humaines 

(RISSH), XXX (1994), pp. 165-182. 

University of Liege Press, Belgium 

（注）・氏名欄（ ）は学外者を示す

----------------------------------------

講演題目 氏名 発表した学会・講演会名 年・月

Influences of the Impeller Blade (A. Furukawa) (S. Sato) 

Angles of a Centrifugal Pump on the Y. Takamatsu 

Air/Water Two-phase Flow Perfor-

mance 

The 4th Asian Inter- 平成5年10月

national Conference 

on Fluid Maehinery, 

Sizhow, China 

スラスト軽減のための新しいドリルチゼ 田口紘一 貝田正賓 1993年度精密工学会秋平成 2年10月

ル部形状の開発 明石剛 二 季大会学術講演会論文

集

チゼルレスポイントドリルの開発 （平塚貴紀） （福田 剛） 日本機械学会九州学生平成6年3月

田口紘一 貝田正貰 会第25回卒業研究発表

講演会講演前刷集

仕上加工におけるチップ取付け角のエ具 （山下 洋） （平井義弘） 日本機械学会九州学生平成6年3月

寿命へ及ぽす影響 田口紘一 会第25回卒業研究発表

講演会講演前刷集

曲がり制御深穴あけ法の開発（圧電素子 （藤丸 敬） （今川 亮） 日本機械学会九J朴学生平成6年 3月
によるパッド制御法） （柳沢哲也） （三代正和） 会第25回卒業研究発表

田口紘一 明石剛二 講演会講演前刷集

Prediction of Single-Phase Turbulent (M. Sadatomi) (A. Kawahara) Proceeding of the 平成6年 7月

Mixing between Two Parallel Sub- (Y. Sato) S. Saruwatari Third JSME-KSME 

channels Using a Subchannel Geome-

try Factor 

Fluids Engineering 

Conference, July, 

1994 

CAM内蔵型CNCの開発 スプライ （鈴木 裕） （稲田 崇） 1994年度精密工学会春平成6年 3月

ン補間の高精度化― 原槙真也 季大会学術講演会論文

集



118 

非接触オンマシン測定システムの開発 （鈴木 裕） （上田久雄） 1994年度精密工学会春平成6年3月

原槙真也 季大会学術講演会論文

集

ステアリン酸カドミウム蒸着膜の DSC (味崎啓一） （大里浩幸） 第19回応用物理学会九平成5年12月

およびFT-IRによる相転移の研究 永守知見 石崎勝典 州支部講演会

（堀内俊寿） （松重和美）

小型インパルス絶縁試験装置の出力特性 塚本俊介 （川村啓介） 電気関係学会九州支部平成5年10月

（秋山秀典） （前田定男） 連合大会

（野口敏郎）

測色センサ埋め込みコイルの絶縁特性 塚本俊介 （須藤修一） 電気学会全国大会 平成6年3月

（平井優征） （芳賀義昭）

（坪根嘉房）

パルスパワーを用いた排ガス処理 塚本俊介 （川村啓介） 電気学会全国大会 平成6年3月

（秋山秀典） （前田定男）

自動ワイヤセッティング装置の開発 塚本俊介 （川村啓介） 電気関係学会九州支部平成6年9月

（竹下智洋） （秋山秀典） 連合大会

（前田定男）

RRDE法による二酸化炭素固定化機構 石丸智士 （青木昭彦） '94年電気化学秋季平成6年9月

の解明II(Cu) （野上焼ー） 大会

入射プラズマのイオン種と POS動作の 河野 晋 （猪原 哲） 電気学会九州支部大会平成5年10月

関係 （秋山秀典） （前田定男） 論文集電気学会九州

支部大会

入射プラズマのイオン種と POS動作の 河野 晋 （猪原 哲） 物理学会講演概要集平成5年10月

関係 （秋山秀典） （前田定男） 物理学会

レーザ生成プラズマを用いたプラズマフ 河野 晋 （勝木 淳） 物理学会講演会概要集 平成6年3月

ロースイッチ （秋山秀典） （前田定男） 物理学会

異なるイオン種を用いた場合のプラズマ （猪原 哲） （山部長兵衛） 電気学会全国大会論文 平成6年3月

オープニングスイッチの動作 （秋山秀典） 河野 晋 集電気学会全国大会

（前田定男）

レーザ生成プラズマを用いたプラズマフ 河野 晋 （永田英二） 電気学会九州支部大会平成6年9月

ロースイ ッチ （勝木 淳） （秋山秀典） 論文集

（前田定男）

制御機器におけるノイズ対策 石井康太郎 久留米・鳥栖テクノポ 平成5年11月

リス技術者研修講座メ

カトロコース
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制御機器におけるノイズ対策 石井康太郎 久留米・鳥栖テクノポ平成6年9月

リス技術者研修講座メ

カトロコース

渦ー衝撃波干渉現象の時間発展 簑田登世子 日本物理学会秋の分平成5年10月

科会

渦輪の斜め衝突と非対称の音波の放射 （神部 勉） 簑田登世子 日本物理学会秋の分平成5年10月

（高岡正憲） 科会

渦輪の斜め衝突による相互干渉運動 簑田登世子 応用物理学会九州支平成5年12月

部会

シャドウグラフによる渦運動の可視化観 簑田登世子 高速撮影とフォトニク 平成5年12月

測 スに関するシンポジウ

ム

高速渦輪の相互作用と衝撃波 簑田登世子 衝撃波シンポジウム 平成6年1月

高速渦輪と剛体平板との相互作用 簑田登世子 日本物理学会第49回平成6年3月

年会

平面壁に衝突する高速渦輪 簑田登世子 乱流シンポジウム 平成6年7月

ATM LANにおける適応型幅較制御方 嘉藤 邑子 （尾家祐二） 電子清報通信学会技術平成6年5月

式の性能評価 （村田正幸） （宮原秀夫） 研究報告SSE94-42

光波通信網RookNetの網拡張方法とそ (JI I北隆二） （北島功一郎） 電子情報通信学会技術平成6年5月

の性能について 嘉藤 学 （尾家祐二） 研究報告SSE94-39

ポリウレタンの熱分解研究について 吉武紀道 日本化学会九州支部幹平成5年11月

事校協議会

（佐世保高専）

ポリウレタンゴムの昇温加熱FT-IRに 吉武紀道 （古 川 睦久） 平成6年度日本化学会平成6年3月

よる熱劣化 ・熱分解過程の追跡 春季大会

Thermal Degradation Mechaninism of 吉武紀道 （古 川 睦久） Pyrolysis 94, Poster 平成6年6月

a, y-Diphenle Alkyl Allophanate as Presentation 

a Model Polyurethne by Py HRGC- (Nagoya University) 

FTIR 

熱分解GCによるポリウレタンゴムの成 （川口晋作） （渡辺かおる） 日本化学会中国四国支 平成6年11月

分分析 （古 川 睦久） 吉武紀道 部同九州支部合同大会

プラスチック溶射における溶射パラメー 川 瀬良 一 日本溶射協会全国大会平成5年11月

ターの適正化
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溶射皮膜の非破壊検査法 川瀬良一 高温学会四国支部講演平成6年2月

会

Optimization of Spray Parameters for 川瀬良一

Plastic Spraying Using Taguchi 

Methods 

米国溶射会議 平成6年 6月

ポリ（チーヒドロキシスチレン）とポリ 氷室昭三 （有地鎮雄） 第43回高分子学会年次平成6年5月

（ビニルピリジン）の相溶性 （坂本範行） 大会

園琢磨男爵と大牟田一三池炭鉱との係わ 辻 直孝 産業考古学会(1993年平成5年11月

りから一 度）全国大会（三池）研

究発表講演論文集

z9,..,_,3z 

イオン交換体を加えない可塑化PVC膜 正留 隆 （松尾 徹） 日本分析化学会第42 平成5年10月

型電極の陽イオンに対する応答性 （今任稔彦） 年会

すみ肉溶接継手の溶接止端における残留 原田克身 （三井宜之） 日本建築学会大会学術平成6年9月

応力について 講演梗概集

Social survey on annoyance caused by T. Yamashita (T. Yano) International Sympo— 平成5年10月

road traffic noise in Kumamoto (K. Izumi) sium'93 on Desing of 

Amenity, pp. 218-219, 

Cross-cultural study on community (K. Izumi) (W.Dankittikul) 1994 International 平成6年8月

response to traffic noise (1) Surveys T. Yamashita (T. Y ano) Conference on Noise 

in Songkhla, Thainland and Toma-

komai, Japan 

Control Engineering, 

Vol. 2, pp.1145-1148 

道路交通騒音に対する社会反応の国際比 （矢野 隆） （泉 清人）

較研究（その 1イェーテボリ市での社会 山下俊雄 （小林朝人）

調査）

道路交通騒音に対する社会反応の国際比 （矢野 隆） （泉 清人）

較研究（その 2熊本市とイェーテボリ市 山下俊雄 （吉田 純）

での社会反応の比較） （小林朝人）

道路交通騒音に対する社会反応の異気候 （矢野 隆） （佐藤哲身）

比較研究（熊本市と札幌市での電話法調 （泉 清人） 山下俊雄

日本建築学会九州支部 平成6年4月

研究報告，第34号2,pp. 

45-48 

日本建築学会九州支部 平成6年4月

研究報告，第34号2,pp. 

49-52 

日本建築学会九州支部 平成6年4月

研究報告，第34号2,pp. 

査） （功野一也） （小林朝人） 53-56 

タイにおける道路交通騒音に対する社会 山下俊雄 （矢野 隆） 日本建築学会九州支部平成 6年4月

調査ー1 (泉 清人） (W. Dankittikul) 研究報告，第34号2,pp. 

（小林朝人） 57-60 
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道路交通騒音に対する住民反応の地域比 （佐藤哲身） （矢野 隆） 日本音響学会騒音・振 平成 6年6月

較ー札幌と熊本における電話法調査一 山下俊雄 （泉 清人） 動研究委員会資料 N 

-94-35, 

イェーテボリ（スウェーデン）における道 （矢野 隆） 山下俊雄 日本建築学会大会学術平成6年9月

路交通騒音に関する社会調査 （泉 清人） （小林朝人） 講演梗概集， pp.1669-

1670, 

イェーテボリと熊本における道路交通騒 山下俊雄 （矢野 隆） 日本建築学会大会学術平成6年9月

音に対する社会反応の比較 （泉 清人） （小林朝人） 講演梗概集， pp.1671-

1672, 

北海道と熊本における道路交通騒音に関 （佐藤哲身） （矢野 隆） 日本建築学会大会学術平成6年9月

する社会調査ー5(北海道と熊本における 山下俊雄 （泉 清人） 講演梗概集， PP1667-

電話法調査） 1668 

図書館の移転・新築に伴う利用構造の変 北岡敏郎 （青木正夫） 日本建築学会大会学術平成5年9月

化について 地方都市における公共図書 講演梗概集

館の設置計画に関する研究（その 7)

地域中心館の利用形態と各コーナーの特 北岡敏郎 （青木正夫） 日本建築学会大会学術平成6年9月

性地方都市における公共図書館・地域 （秀島律子） 講演梗概集

中心館の建築計画的研究（その 1)

成人の利用型における多様化特性と本の （秀島律子） 北岡敏郎 日本建築学会大会学術平成6年9月

選択•読書パターン 地方都市における （青木正夫） 講演梗概集

公共図書館・地域中心館の建築計画的研

究（その 2)

鉄筋コンクリートせん断面降伏条件によ 上原修一 日本建築学会研究報告，平成6年3月

る鉄筋コンクリート造耐震壁の離散化極 九州支部，第34号・ 1

限解析に関する基礎的研究 構造系

鉄筋コンクリートせん断面降伏条件にお 上原修一 日本建築学会大会学術平成6年9月

けるコ ンクリート圧縮強度有効係数に関 講演梗概集（東海）構造

する検討 系II

三井港倶楽部の建築について一近代の建 松岡高弘 （川上秀人） 産業古考学会(1993年平成5年11月

築と家具に関する研究（その 1)- （松本誠一） （飯田一博） 度）全国大会（三池）研

究発表講演論文集

三井港倶楽部の家具について（その 1)- (松本誠一） （川上秀人） 産業古考学会(1993年平成5年11月

近代の建築と家具に関する研究（その 2) （飯田一博） 松岡高弘 度）全国大会（三池）研

究発表講演論文集

三井港倶楽部の日本家について一近代の 松岡高弘 （川上秀人） 日本建築学会九州支部 平成 6年3月

建築と家具に関する研究（その 3)- （松本誠一） （飯田一博） 研究報告第34号
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三井港倶楽部の家具について（その 2)- (松本誠一） （川上秀人） 日本建築学会九朴I支部平成6年3月

近代の建築と家具に関する研究（その 4) (飯田一博） 松岡高弘 研究報告第34号

三井港倶楽部の設計図について一近代の 松岡高弘 （川上秀人） 日本建築学会大会学術平成6年9月

建築と家具に関する研究（その 5)- (松本誠一） 講演梗概集（東海）

2画面編集方式を用いた文書整形システ 河村豊賓 （古川善吾） 電気関係九州支部第46 平成5年10月

ムに関する一考察 回連合大会

The solutions of the 8-operator on an T. Honda 

infinite dimensional pseudoconvex 

domain 

The 8-problem on an infinite dimen- T. Honda 

sional domain 

The Cousin problem on an infinite T. Honda 

dimensional domain 

On the Boundary Behavior of the F. Sakanishi 

Quasiconformal Diff eomorphism 

『菅家文草』巻四所載の詩「江上晩秋」 焼山廣志

の解釈をめぐって一菅原道真の賦「秋湖

賦」との関わり一

日本の古典文学の流れ（その 1)

一漢文と和文の世界一

日本の古典文学の流れ（その 2)

ー和歌と物語の世界一

焼山廣志

焼山廣志

The Second Korean- 平成6年7月

Japanese Colloquium 

on Finite or Infinite 

Dimensional Com-

plex Analysis. Kyu-

shu University, 

Japan 

The Fifth interna- 平成6年8月

tional Colloquium on 

Differential Equa-

tions 

The Third Interna- 平成6年8月

tional Colloquium on 

Numerical Analysis 

The Second 平成6年7月

Japanese-Korean 

Colloquiun on Finite 

or Infinite Dimen-

sional Complex Anal-

ysis 

和漢比較文学会全国大平成5年11月

会（第12回）

大牟田市教育委員会吉平成6年 2月

野地区自主婦人学級

「合歓の会」講演

大牟田市教育委員会吉平成6年3月

野地区自主婦人学級

「合歓の会」講演



日本の古典文学の流れ（その 3)ー中世の 焼山廣志

日本語と近世怪談小説一

ワーズワースの「時の諸点」再解釈 徳田仁
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大牟田市教育委員会吉平成6年3月

野地区自主婦人学級

「合歓の会」講演

イギリス・ロマン派学平成5年10月

会第19回全国大会

（琉球大学）

与論島のサンゴ礁礁斜面にみられる段化 中島洋典 （菅 浩伸） 日本地理学会1994年度平成6年4月

地形と沈水ノッチ （堀 信行） 春季学術大会

沖永良部島大津勘海岸における現成サン （市川清士） （堀 信行） 日本地理学会1994年度平成6年4月

ゴ礁上部の浅層ボーリングについて （菅 浩伸） 中島洋典 春季学術大会

丸山薫『幼年』 岩本晃代 熊本近代文学研究会 平成6年8月

ANNNIモデルに於けるリエントラン 村岡良紀 （井戸垣俊弘） 日本物理学会秋の分科平成5年10月

ト転移 会（岡山大学）

競合Isingスピン系におけるリエントラ 村岡良紀 （井戸垣俊弘） 第99回日本物理学会九平成5年11月

ント転移のスピン量子数依存性 州支部例会（九朴l工業

大学・情報工学部）

S~lANNNI モデルに於ける部分無秩 村岡良紀 （井戸垣俊弘） 日本物理学会第49年会平成6年3月

序相の検討 （福岡工業大学）

Magnetic phase diagram around Y. Muraoka (Michiko Ochiai) International Confer-平成6年8月

multi-phase point of ANNNI model (T迫加Idogaki) ence on Magnetism 

with arbitrary spin 1 9 9 4 (W a rs a w 

Poland) 

S~lANNNI モデルの磁気相図 村岡良紀 （井戸垣俊弘） 日本物理学会秋の分科平成6年9月

オーストラリア・ニューカースルにおけ 田畑智司

るLiteraryComputingの状況

会（静岡大学）

日本英語コーバス研究平成 6年4月

会大阪大学

（注）氏名欄（ ）は学外者を示す
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【文部省在外研究員】

期間 研 究 題 目 学科

平成 5年11月 19世紀末以降におけるイギリスの経 一般科目

平成6年 9月 済的衰退と科学技術教育のあり方 ：

地域社会にとっての意味を中心とし

て

平成5年5月 Computational Analysis of the 一般科目

平成6年3月 Language of Dickens 

研究者名

高田実

留学先

ロンドン大学歴

史学研究所

田畑智司 The Centre for Literary 

and Linguistic Computing, 

The University of New-

castle, NSW, AUSTRARIA 

【文部省内地研究員】

期間 研 究 題 目 学科

平成 5年 5月 地方都市における公共図書館の設置 建築学科

平成 6年 3月 計画に関する研究

研究者名

北岡敏郎

留学先

九州大学

【特定研究】

年度 研 ク九 題 目 学科 研究者名 金額

平成 6年度 各種ポリウレタンの高分解能分解ガ 工業化学科 松本和秋永田良ー 2,500,000

スクロマト グラフィ ーによる熱分解 氷室昭三正留 隆

機構の検討 共通専門 河村 豊賓

平成 5年度 高分子修飾電極に基づく電流検出型 工業化学科 松本和秋永田良ー 3,500,000

界面活性剤イオンセンサーの開発 吉武紀道宮本信明

正留 隆

一般科目 塚本祐右

共通専門 河村豊 賓

【文部省科学研究費補助金試験研究(B)】

年度 研 究 題 目 学科 研究者名 金額

平成6年度 耐熱 ・耐食プラスチック溶射技術の工業化学科

開発研究

川瀬良 一 氷室正三 6,500,000 

【文部省科学研究費補助金一般研究(C)】

年度 研 究 題 目 学科 研究者名

平成5年度 乱流の素過程として見た渦線の再結電子情報工学科簑田登世子

合と音の放射

金額

1,500,000 
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平成6年度 乱流の素過程として見た渦線の再結電子情報工学科簑田登世子

合と音の放射

【文部省科学研究費補助金奨励研究(A)】

年度 研 究 題 目 学科

平成 6年度 無限次元空間に於ける擬凸領域に関共通専門

する研究

【奨学寄付金】

年度 研 究 題 目 学科

平成6年度 表面処理の機械制御に関する研究 機械工学科

平成6年度 表面改質法に関する基礎的研究 工業化学科

平成 6年度 表面改質法に関する基礎的研究 工業化学科

研究者名

本田竜広

700,000 

研究者名 金額

金額

800,000 

寄付者名

川寄義則 400,000 跨九州ノゲデン

川瀬良一 400,000 東海塗装（株

川瀬良一 300,000 光栄精エ（掬

【各種委員会委員等】

年度 学科 研究者名

平成 6年度 第 3回日韓流体工学会議組織委員会校長 高松康生

委員

平成 5年度 熊本テクノポリス建設協議会委員 校長 高松康生

平成6年度 RIST(熊本知能システム技術研究機械工学科 川寄義則 研究協力者

会）

平成5,-.._, 先端材料技術交流会先端材料技術機械工学科 南 明宏

10年度第156号委員会委員

平成6年度 日本機械学会連絡委員 機械工学科 南 明宏

平成 5年度 日本機械学会連絡委員 機械工学科 南 明宏

平成 5年度 工業技術院四国工業技術研究所流動 工業化学科 川瀬良一

研究員

平成6年度 大阪大学溶接工学研究所共同研究員 工業化学科 川瀬良一

平成6年度 高温学会溶射部会幹事 工業化学科 川瀬良一

平成5年度 日溶射協会評議員 工業化学科 川瀬良一
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平成5年度 荒尾市都市計画審議会委員 建築学科 北岡敏郎

平成6年度

平成5年度 大牟田市地域高齢者住宅計画推進協 建築学科 北岡敏郎

平成6年度 議会委員

平成6年度 日本建築学会九州支部建築計画委員 建築学科 北岡敏郎

会委員

平成年度 日本建築学会九州支部歴史意匠委員 建築学科 松岡高弘

会委員

平成6年度 日本材料学会X線材料強度部門委員 共通専門 宮川英明

会委員

平成6年度 和漢比較文学会文献目録委員 一般科目 焼山廣志

【卒業研究】

機械工学科

研 究 題 目 指導教官

平成 5年度純金属における高温変形応力の変形経路依存性宮 JII英明

とその予測に関する研究

セラミックスと軟鋼の拡散接合についての研究 大山司朗

温・熱間鍛造用金型に関する研究

CO2レーザを用いた表面改質に関する研究

南明宏

南明宏

二相二重管熱サイフォン内の流動と熱伝達に及吉田正道

ぼす管径比の影響

二相二重管熱サイフォン内の流動と熱伝達に及吉田正道

ぽす偏心率の影響

CADの効果的教育法の開発

滑り軸受油膜特性の研究

工業実験装置の設計製作

吉田正道

倉橋完充

倉橋完充

複合流路におけるサブチャンネル間の乱流混合猿渡慎一

学生名

武下浩紹・辻 哲則

三宅めぐみ ・雪野竹志

末安弘幸・原雄一郎

仲 智秀•初村剛志

石丸隆 一 ・小畑博靖

池田友幸・目野泰生

林野康幸

江口正一・龍野義栄

岩津壮一郎・篠原篤史

大園真樹・白岩靖行

持永賢一



二重管内気泡流の流動パラメータに及ぽす気泡猿渡慎一

群の影響
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阿部嘉浩・古賀朋宏

レーザーレーダによる無人搬送車の位置・姿勢 JII寄義則・原槙真也古賀英浩・作本和彦

の検出に関する研究

機巧人形の復元とそのメカトロニクス手法での川寄義則・原槙真也上原泰臣・國武信広

再構成

メカトロニクス実験システムの開発研究 原槙真也 内田昌広・緒方隆行

形状可変工具の制御に関する研究 原槙真也 渕田正次•松本孝二

曲がり制御深穴あけ法の開発 田口紘ー・明石剛二今川 亮•藤丸 敬

曲がり制御深穴ボーリング加工法の開発 田口紘ー・明石剛二三代正和・柳沢哲也

新型ドリルの開発に関する研究 田口紘ー・明石剛二平塚貴紀•福田 剛

貝田正寅

高感度・剛性切削動力計の開発研究 田口紘一

仕上加工におけるチップ取付け角のエ具寿命へ 田口紘一

及ぼす影響

電気工学科

Videoとパソコンを用いた CAIシステムの開山下 巌

発

ハイパーカードによる電気工学実験シミュレー 辻 一夫

ション

留学生のための漢和辞典システムの作成 辻 一 夫

ICテスタの試作 近藤誠四郎

CPIB計測システム研究 近藤誠四郎

アルモファス磁歪線における磁気弾性波の励振小沢賢治

アルモファス磁歪線における磁気弾性波の検出 小沢賢治

井口良ニ・古賀 奨

山下 洋•平井義弘

梶原 淳・古庄広治

杉野重人・寺原佳代

森山崇元

中内晃弘・林 仲敏

松井毅

板橋 薫・坂口照幸

西川浩幸

植松 繁・上瀧裕司

片山 昇•河野健一郎

龍雅好

坂田文雄・田中昌臣

前川雅純
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針対針型除電器のコロナ放電特性 浜田伸生 猿渡義弘• 関 修司

林田靖彦

倒立振子の安定化制御 浜田伸生 岡本岳志・樋口択也

牧嶋隆光

Macintosh用メールシステムの作成（送受信松野了二

部）

Macintosh用メールシステムの作成（音声の松野了二

部）

Macintosh用メールシステムの作成（編集機能松野了ニ

部）

強誘電体薄膜の D-E特性

強誘電体薄膜の誘電率の測定

測色法による電気機器絶縁診断の研究

永守知見

永守知見

塚本俊介

新エネルギー利用の研究（風力発電機の設計・製塚本俊介

作）

電子情報工学科

2画面編集方式を用いた文書作成支援システム 河村豊賓

の研究

GUIを用いた教育支援用ソフトウエアの開発 森紳太朗

数式処理システムによる光ファイバのベクトル森紳太朗

波動方程式の解の導出

日本語プログラミ ングヘの1つのアプローチ 堤

パーソナルコンピュータにおける画像処理プロ 堤

グラムの試作

豊

豊

圧電振動ジャイロを使った移動体の姿勢制御石井康太郎

(1)操作制御編

圧電振動ジャイロを使った移動体の姿勢制御石井康太郎

(2)姿勢制御回路編

江口 学・高川修一

谷川仁志•松村和宏

倉吉三佳・山内康弘

木下 聰・堀田貴之

山内司信

甲斐田紀行・末次昭夫

高田祥和

稲富謙ー・田副勝博

綾部 淳・平野芳和

安河内恒太・渡辺浩司

大國賢一• 田中良幸

相島三和・足立紀子

竹下幸余

井上知江・日巻一美

下川忠弘・尋木信一

西村周二

瀧崎隆司・長 昌幸

西原正和・山本徳樹

西村昌晃・渡辺浩司



アミューズメントロボットの研究 瀬々浩俊

プログラマブルコントローラの設計 瀬々浩俊

Si結晶における光励起されたキャリアのドリ 中村俊三郎

フト過程の観察

スパッタリング装置の成膜特性

無響室の特性

パルスレーザ光を用いた渦運動の計測

中村俊三郎

簑田登世子

簑田登世子

クロスバ型ATM交換機におけるキューイン松野良信

グ方式の検討

新しい自己ルーティングネットワークのシミュ 松野良信

レーションによる特性評価

工業化学科

オキシランアクリル粒子固定化ウリカーゼの活 永田良一

性低下

オキシランアクリル粒子固定化アルコルビン酸 永田良一

オキシダーゼ充填カラムを用いたアルコルビン

酸の分析

オキシランアクリル粒子固定化ウリカーゼおよ 永田良一

び固定化カタラーゼのそれぞれ充填カラムを直

列に配置した経路による尿酸の分析

遊離アスコルビン酸オキシダーゼの活性低下 永田良一

オキシランアクリル粒子固定化アルコルビン酸 永田良一

オキシダーゼの活性低下

PrGC, PrGC-FTIRによるポリエーテル系ウレ 吉武紀道

タンの熱分解機構の検討

ポリウレタンゴムのFT-IRによる連続昇温過吉武紀道

程における熱劣化・熱分解の追跡

ポリウレタンゴムの熱劣化現象の追跡 吉武紀道
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江頭征謙・黒田浩司

徳永精吾

中嶋政彦・藤木貴弥

古賀修ニ・立石健一

古賀久美・坂田健一

松本陽一

櫻井恵太・畠山陽子

平河英樹・宮部綾子

石口裕子・古賀真由美

山本博之•吉永 亨

今加賀直之

奥村貴之

平靖弘

竹内剛

中武靖典

川口周作

古賀康泰

原田義広
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PyGC, PyGC-FTIRによるポリエステル系の吉武紀道 渡辺かおる

ウレタンの熱分解機構の検討

へチマを原料としたセルロースゲルの調製 松本和秋 畑中友紀

Nーイソプロピルアクリルアミドゲルの調製 松本和秋 平田大介

セルロースアセテートブチレート (CAB)から 松本和秋 深浦友美

のセルロースゲルの調製

マンナンセルロース複合ゲルの調製 松本和秋 八井健次

コットレルポンプによる低圧における気液平衡渡辺 徹 江藤 誠・延 弘光

関係の測定および熱力学的健全性の検討

低圧下の気液平衡データの補正法について 渡辺 徹 北原崇宏・永松祐二

低圧における気液平衡関係の測定及びその熱力 渡辺 徹 古賀敬理・大津和美

学的健全性の検討

各種CMDからの LiMn204の合成とその特性 宮本信明 井上靖夫

二価マンガン塩からの 4V級二次電池用正極活宮本信明 木下敦士

物質の合成とその電池特性

CMDおよびEMDから 4V級正極活物質とし宮本信明 白石誉悦

ての LiMn204の合成とその特性

各種マンガン酸化物からの LiMn204の合成と 宮本信明 中島康広

その特性

重質マンガンからの LiMn204の合成とその特宮本信明 藤本一志

性

超音波を用いた溶射皮膜の非破壊評価法に関す 川瀬良一 荒木忠志

る研究

耐熱・耐食プラスチック溶射皮膜製作に関する 川瀬良一 井浦貴史

研究

プラスチック溶射における溶射パラメータの適 川瀬良一 土井律子

正化

高速ガス炎溶射法による高性能溶射皮膜の製作 JI I瀬良一 杯禾 悠丞

ポリ (4- ヒドロキシスチレン—co-2—ビニルピリ 氷室昭三 小寺郁子

ジン）溶液の粘度挙動



建築学科

ポリ (4- ヒドロキシスチレン—co-2ービニルビリ 氷室昭三

ジン）のガラス転移温度

ポリ (4-ヒドロキシスチレン）とポリ (2-ビニ）レ氷室昭三

ピリジン）の溶液における分子間相互作用

ポリ (4-ヒドロキシスチレン）とポリ (4-ビニル氷室昭三

ピリジン）混合物の溶液粘度

ポリビニルピリジンとポリ (4-ヒドロキシスチ 氷室昭三

レン）ブレンドの相溶性

酸化還元電極のpHに対する応答性 正留隆

イオン交換体を加えない可塑化PVC膜型電極正留 隆

の種々の陽イオンに対する応答性

直列型イオン交換樹脂複合膜並びに可塑化正留 隆

PVC膜のイオン透過性

環状分子の分子配向と構造相転移に関する研究石崎勝典

ステアリン酸カドミウム蒸着膜のDSCおよび石崎勝典

FTIRによる相転移の研究

炭素繊維補強コンクリートの性質に関する研究吉岡義雄

高軸力と曲げせん断力を受ける RC柱の挙動に 玉野 実

関する実験的研究

RC部材の InterfaceShearと曲げせん断力抵玉野 実

抗機構に関する研究

鋼材の疲労強度に関する研究ーリブT型すみ原田克身

肉溶接継手の残留応カー，一繰り返し速度比に

よる疲労強度一

大牟田市における高齢者の医療施設利用に関す 新谷肇一

る研究

精神的ストレスを解放する建築デザインの手法新谷肇一

に関する研究

島かおる

田中あずさ

村田淳

森山直彦

栗田隆宏

松尾徹

森直香

大里浩幸

味崎啓一

元村進一
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川口幸栄・楠田晋也

佐藤貴志・堤 隆

平川 忠• 山下力太

古賀砂織・谷口尚子

赤星幸弘・ 小野田龍

田村貴雄・中田辰也

本郷武志

酒井琴美・渡邊公次郎

河野裕美・武田直樹

平塚恵
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病棟環境の変化が入院患者の生活および看護作新谷肇一 大田真紀子・吉田美登子

業に与える影響に関する研究

風による振動および環境問題に関する基礎研究三宅昭春 秋山健太郎・尾方修一

緒方政典・小林 洋

野崎達志•平島義之

道路交通騒音の住民反応に関する地域比較研究 山下俊雄 近藤 集・嶋津裕子

ータイとスウエーデンの比較ー 塘口実香•藤末 綾

向 俊彦

荒尾・南関地区における浄土真宗寺院本堂の研松岡高弘 浦島一雅•平野和彦

ク九

三井港倶楽部の建築と家具に関する研究 松岡高弘 石原千夏・菊池真紀

ハイパーカードによる構造力学CAIの開発 上原修一 中村俊之・山北峰子

ー静定構造物の解法について一

パーソナルコンピュータによる RC構造物離散上原修一 加藤万里・龍 美妃

化極限解析法の開発

-RC面部材解析法について一
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学位記番号 九州大学総理工博乙第二0二号
平成六年七月二十七日 授与

氏 名宮川英明

主論文の題名

金属材料の高温変形挙動の予測に関す研究

主論文の要旨

近年，金属材料の成形と同時にその材質も制御することのできる制御圧延など，いろいろな熱間加工法が開発さ

れているが，これらの加工を効率よく高精度で行なうために，変形応力の予測技術の確立が強く要望されている．

これまでにもいくつかの変形応力の予測法が提案されているが，それらはいずれも多数の実験結果を数式化したも

ので汎用性に欠ける．また熱間加工やクリープ変形に関連して行なわれてきたこれまでの高温変形に関する基礎研

究は，主に加工硬化と回復がバランスする定常状態を対象として進められてきたが，実際の塑性加工やクリープ変

形には定常状態だけでなく定常にいたるまでの遷移過程が含まれている．本研究は，実用材料として広く用いられ

ている固溶強化合金と固溶強化に分散強化が複合した合金について，変形応力の変形経路依存性を実験的に検討す

るとともに，高温変形機構の基本原理に基づいた，遷移過程を含む汎用性の高い変形挙動予測法を開発して，実測

された経路依存性やクリープ挙動を再現できることを示したもので，以下の 7章から構成される．

第 1章では，本研究の背景と目的および本研究の概要について述べた．

第2章では，変形応力の経路依存性の検討に用いた試験片の作製方法について述べ，任意の経路に沿った引張試

験ができるように改良した試験機の概要とその制御特性について述べた．さらに，提案した予測法の検証に用いた

変形経路についても述べた．

第3章では，高温変形応力の経路依存性について実験的に検討し，経路依存性の一般的傾向について述べた．す

なわち，合金の種類や温度によって変形応力のレベルや形状は異なるが，同じ時間で同じひずみに達したときの変

形応力は経路に依存すること，その後の経路を同じにすると短い遷移過程のあと前歴に依存しない応力で変形が進

むことなどの特徴は実験したいずれの合金でも見られることを示した．

第 4章では，固溶強化合金について，変形応力が転位同士の相互作用によるいわゆる内部応力と，転位の溶質雰

囲気引きずり運動に有効に働く有効応力の和で与えられるという知見に基づいて，変形応力の予測法を開発した．

また，予測に必要なパラメータの温度依存性および合金組成依存性を明らかにした．本予測法は，転位の溶質雰囲

気引きずり機構が働く範囲で，任意の変形経路に沿った変形応力を精度よく予測できること，クリープ曲線も予測

できることを示した．さらに，定常状態における転位密度，ひずみ速度の応力指数，および変形応力に占める内部

応力の割合の予測値はいずれも実測値とよく一致することを示した．

第 5章では，本研究で開発した予測法と他の予測法との比較・検討を行い，本予測法が優れていることを明らか

にした．固溶強化合金では，溶質雰囲気引きずり機構による転位のすべり運動が変形を律速している変形条件の領

域（温度と変形応力またはひずみ速度の範囲）において，ひずみ速度の応力指数は約 3となるが，この変形領域よ

り高応力側と低応力側に応力指数が 3より大きくなる領域がある．この応力指数が 3から変化し変形機構が変わる

遷移応力を本予測法から導き，実測値とよく一致することを示した．

第6章では，固溶強化に分散強化が複合した合金について，分散粒子に起因する内部応力の増加が分散粒子の間

隔のみならず転位密度と負荷応力にも依存することを理論的に示した．この理論を用いて複合強化合金の変形応力

予測式を導き，実測した変形挙動を精度よく再現できることを示した．分散強化が複合した合金の定常状態におけ

るひずみ速度の応力指数は固溶強化のみの合金の 3よりかなり大きくなる．この応力指数の変化も本予測法で定量

的に予測できることを示した．複合強化合金の高温変形においては，低転位密度では分散粒子による変形応力の増

加がSrolovitzの理論値に等しいが，転位密度が増加するとこの理論値より小さくなることを実験的に明らかにし，

この挙動も，本予測法で定量的に再現できることを示した．

第 7章では，本研究で得られた主な結果を要約した．
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学位記番号 熊本大学乙博エ第十八号

平成六年三月三十一日 授与

氏 名山下俊雄

論文題名

道路交通騒音に対する社会反応の地域比較に関する研究

要 旨

騒音の影密評価に関する調査研究は，これまで主に西欧や北米など比較的寒冷な地域を中心に行われてきており，

その成果は各国の騒音環境基準に大きな影響を与えている．しかし，騒音に対する社会反応は本来その地方の気候

や風土に大きく影響されると考えられる．日本は南北に細長く，北海道のような寒冷な地方から九州のような温暖

な地方にまで位置しており，生活様式や住宅構造が異なるため，騒音に対する社会反応は気候を抜きにして論じる

ことはできない．さらに，地球規模では文化の違いを考慮しなければならない．

また従来の騒音の影響評価の研究では主に暴露ー反応関係が検酎され，騒音暴露量によって社会反応を予測しよ

うとする試みが多い．その中で種々の騒音評価指標が検討され，騒音のエネルギーが等しければ反応も等しいとい

う等エネルギー原理の有効性が広 く認められてきているが，Rylander他は騒音に対する不快感はピークレベルと

事象数（通過自動車台数や列車本数，航空機の運航回数）で決まるという MaximumNoise Level Concept (MNL 

理論）を提唱している．一方，騒音レベルや自動車台数などの物理的要因の他に，個人的要因や社会的要因といっ

た非物理的要因も社会反応に大きな影響を及ぽしていることが多くの研究者によって報告されている．

このような状況の中で，わが国に適した新たな騒音評価体系，さらに国際的な騒音評価体系を構築するためには

地域差を反映した気候や風土あるいは民族，文化の影響をはじめ様々な個人的要因，社会的要因の影響を明らかに

しなければならない．

しかし，従来各地で行われた社会調査では調査方法や調査項目，騒音の不快感の評価尺度などが異なるためにデ

ータを直接比較しで地域差を検討することは非常に困難である．そのため同一の調査方法，同一の調査項目，同一

の物理的評価尺度や心理的評価尺度を用いて広範囲に社会調査を行うことによ って，初めて異なる地域での社会反

応の地域差を精度よく捕らえることが可能となる．

このような事情を背景に，室蘭工業大学とスウェーデンのイェーテボリ大学，熊本大学，有明高専，タイのキン

グモンクット工科大学による共同研究が発足した．この共同研究では調査結果を直接比較検討するために同一の調

査項目を用いるとともに，騒音の不快感の評価尺度としてイェーテボリ大学で長年使用されてきた 4段階の評価尺

度を用いているが，その妥当性は明らかにされていない．調査方法のうち調査項目については日本音響学会によっ

て社会調査に用いる基本的な調査項目が提案されているが，騒音のうるささの評価尺度の構成に関する研究は少な

く各調査で独自の評価尺度を用いており，調査データを有効に利用するためには評価尺度の標準化が望まれる．

本研究はより普遍的な騒音評価体系を確立するために，これまでに北海道，九州，タイで行われた社会調査の結

果について検討し，以下の 4項目について明らかにすることを目的としている．すなわち， 1)騒音に対する社会

反応における異気候間の比較， 2)騒音の不快感に及ぽす非物理的要因の重要性， 3)等エネルギー原理と MNL理

論の妥当性， 4)騒音の不快感の標準的な評価尺度の構成である．

第 1章では本研究の背景と目的を示すとともに，本論文の構成および騒音の不快感の定義と本論文で使用する騒

音評価指標と用語について述べた．

第2章では道路交通騒音，列車騒音，航空機騒音に関するこれまでの調査研究を概観し，本研究の意義について

述べた．

第 3章では熊本東バイパスでの面接法による社会調査結果から，住宅の騒音暴露量の測定に関する基礎的な事項

を検討し，騒音測定の骨子を決定した．また数量化理論III類による分析で騒音に対する種々の社会反応を大きく 4

つのグループに分類できることを示し，代表的な反応を抽出した．数量化理論II類による分析では説明変数として
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重要な要因を抽出し，それらの社会反応への影響について明らかにした．さらに暴走族のような特異な事象はその

地域の社会反応に大きな影響を及ぽすとともに，いわゆる道路交通騒音に対する一般的な社会反応とは異なる可能

性のあることを指摘した．

第4章では北海道と九州で面接法を用いて行われた社会調査に基づき，異気候間の社会反応の違いや社会反応ヘ

の主要な影響要因および騒音の不快感構造について検討を行った．また，北海道と九州で住宅開放面の遮音測定を

行い，遮音量の社会反応への影響について言及した．騒音暴露量と社会反応との相関分析からは，種々の騒音評価

指標による社会反応の分散の説明率は10%程度で，騒音評価指標間に本質的な差はないことを示した．両地域の住

宅の道路交通騒音に対する遮音性能は九州より北海道で約8dB大きいことを明らかにしたが，両地域の住宅外の

騒音暴露量と住宅内での活動妨害反応との相関は住宅内の騒音暴露量との相関より大きく，活動妨害には開口部の

遮音量の影響は見られないことを明らかにした．さらに住宅外の薩音暴露量を用いた両地域の暴露ー反応関係にも

系統的な差は認められず，気候による社会反応の違いはないことを示した．数量化理論II類やパス解析による分析

では，多くの社会反応に大きな影響を及ぽしているのは北海道では普段の睡眠状態，年齢，居住年数といった個人

的要因や Leqであり，九州では自然環境に対する評価，公害に対する考え方の屋外環境に対する評価や態度と Leqで

あることを示した．パス解析によると外因性変数と不快感との間に介在するイライラ，覚醒， TV妨害などの内因性

変数の不快感への直接効果が大きく，これらの内因性変数が不快感を直接引き起こしているのではないかというこ

とを示唆した．外因性変数である Leqは不快感への直接効果よりも間接効果の方が大きく，内因性変数を介して不快

感に間接的に影響を及ぽしていることを示した．

第 5章ではさらに多くのデータを収集する目的で，面接法よりも簡便な電話法を用いて熊本市内の 6地区で社会

調査を行い，第4章で得られた騒音の不快感への主要な影響要因や不快感モデルの妥当性について検討を行った．

また，対象住宅の騒音暴露量の測定に費やす時間と労力を軽減するために，簡単な減衰量の測定データに基づき地

区毎に道路端から住宅までの減衰量を求める重回帰式を作成し，各住宅の騒音暴露量を推定した．騒音暴露量と社

会反応との相関分析からは騒音暴露量による社会反応の分散の説明率は最大で12%であり駿音暴露量だけでは社会

反応を十分説明できないという第4章と同様の知見を得た．今回得られたデータに MNL理論を適用すると，最大

騒音レベルが86土3dBの範囲では定性的にはその妥当性は認められたが，定量的には確認できなかった．数量化理

論II類やパス解析による分析では第4章で得られた多くの知見を支持する結果が得られた．また自然環境に対する

評価や TV妨害の程度などの回答者の主観的な評価をそれと等価な騒音レベルに変換する方法を提案し，その要因

を騒音の評価法に組み込める可能性を示した．

第6章では気候や民族，文化の異なるタイのソンクラ市において，道路交通騒音に重点をおいた居住環境に関す

る社会調査を行い，騒音の不快感をはじめとする種々の社会反応に関する分析と居住環境の快適さに関する分析を

行った．隆音評価指標による社会反応の分散の説明率は高くなく，第4, 5章とほぽ等しい結果を得た．種々の社

会反応への主要な影響要因は Leqや自然環境に対する評価，騒音に対する敏感さであることを示した．さらに騒音の

不快感へは内因性変数である自動車の振動や休息妨害の直接効果が大きく，外因性変数の Leqは不快感への直接効

果とともに間接効果も大きいという不快感構造を明らかにした．居住環境の快適性は部屋の数，住宅内の通風など

の住宅要因の影響が最も大きく，次いで環境汚染要因である騒音の不快感の影響が大きいことを明らかにした．

第 7章では騒音の不快感に関する標準的な評価尺度を提案する目的で4段階-----7段階の 4つの評価尺度について

3つの実験を行った．偶数段階の尺度よりも奇数段階の尺度による評価が容易であること，しかし日本語では 7段

階に細かく分けて評価することは難し<' 5段階尺度が適切であることを示した．また騒音に不快感の評価におい

て尺度の数値よりも各尺度段階に付せられた言葉の持つ印象の影響をかなり受けていることを明らかにし，言葉の

選択が重要であることを示した．これらのことを総合的に考えて，標準的な騒音の不快感の評価尺度として，各尺

度段階を表す言葉として「全くうるさくない」，「少しうるさい」，「うるさい」，「かなりうるさい」，「非常にうるさ

い」を用いた 5段階尺度を提案した．

第8章では本研究で得られた結果を総括するとともに今後の課題を整理した．
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